
            

成層圏からみた人類の危機 
岡留 恒健 

人類の危機はエネルギー不足にはなく 

      大量消費が生む残留汚染の増大にある 

１９８０年、経済成長が地球の限界を超えた。 

この年以後の経済成長は残留汚染となり 

生命圏を劣化させている。 

生物種は激減し地球の氷が融けはじめた。 

―諸悪の根源に貧富の差がある― 

       
この本の紹介 

 

これは定期航空の機長だった著者が、１９６０年以来、汚れて行く地球を空から眺め、

危機感をもって書いた、続く世代の命たちに贈る祈りの書である。 

              

１９８０年の頃、人類の大量消費が地球の浄化能力を超えた。その後、超えた消費分は

浄化されずに汚染となって生命圏に残留する。 

地球の温暖化は、この残留汚染の内の１つ、２酸化炭素の残留による現象だ。その結果

地球の氷が眼に見えて融け始め、海面が上昇している。それと時期を同じくして、多くの

生物種が急激に減り始めた。 

１０万年単位で変容する地球の歴史に比べると、氷が眼に見えて融ける程の数１０年で

の地球の変容は、地球史では一瞬の爆発的な変化に相当する。 

地球の氷が融け始め生物種も急に消え始めたのは、人類の消費が地球の限界を超えたこ

との証しだ。(第５章 エコロジカルフットプリント参照) 

現在、保全生態学者によれば毎日１００種以上の生物種が消滅しており、生命圏は異様

な速さで絶滅に向っている。将に生命圏は緊急事態にある。 

このまま経済成長を続ければ、汚染が指数関数で生命圏に溜まる結果、残留汚染の処理

費用も指数関数状に増えて財政を圧迫するので、世界経済社会構造の破綻は必至である。

３％の経済成長でさえも２３年で人類の消費は２倍になるのだ。 

内 容 に 疑 義 の あ る 人 は イ ン タ ネ ッ ト ≪1992 World Scientists’ Warning to 

Humanity≫(世界の科学者たちから人類への警告)を是非読んで欲しい。 



諸悪の発生源に貧富の差がある。欲望の自由を容認する社会が生んだ格差が、地球環境

破壊と世界紛争を誘発するのだ。貧富の差と環境と紛争の３つは連動している。 

希望は貧富の差の解消にある。ワーキングプアの若人たちが１人１票という、民主選挙

制度の利点を活用し、税制を超高率累進型に改革して公平感をとり戻すことだ。 

貧困に追いやられた世界の若人が電子網で連帯し、改革に立ち上がって欲しい。 

 

著者の基本思想（循環と命の連帯） 

自然とは事象が循環する姿。命は循環そのもの。水とみどりと命豊かな地球の循環の中

に命の幸せがある。命に善いものは美しく見える。 

人はなぜ高い山に登るのか。答えは「命の連帯」にある。１つの命から分かれた命たち

には、海の底から高い山まで連帯して生命圏を拡げようとする本能がある。 

遥かな古代から営々として、命たちは連帯して繁栄してきたことを人類は忘れないで欲

しい。（第１１章を参照） 

 

元国連難民高等弁務官の緒方貞子氏は、現代社会への警告の書として、この本を１読に

価すると推薦している。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



序文 

 

私は、つづく世代の命への想いを既に「永い旅立ちへの日々」として本に書いていた。

そして残された日々、妻と生きた生涯の仕上げに専念しようと思っていた。 

旅立ちを前にして妻との里山での日々を書いたこの本が、有難いことに日本図書館協会

の選定図書にも選ばれ、私の語りかけたいことが多くの人の心に触れてくれると思うと、

私はとても幸せな気持ちだったのだ。 

それにも増して嬉かったのは、アルツハイマーの病の妻が、暇さえあれば私の書いた本

を読んでいることだ。読み易い頁だけを読んでいるものと思っていたら、貧富の差や地球

環境の項も一字一句読んでいる。 

何が面白いのだろう。聞いてみたら、内容は忘れてしまうけれど、読んでいる時は幸せ

なのだそうだ。 

何処へ行くにも、家の中でも私の本を持ち歩いている。これで私は思い残すことなく、

永い旅立ちへの日々を過ごせば良いとも思った。 

けれど、どうにも気になる心残りもあったのだ。それは飛行士として長年、私が空から

眺めてきた地球の生命圏への危機感や、飛行先で見た凄まじい貧富の差のことなど、私の

最も訴えたかったことを、積極的に本に書かなかったことだ。 

書かなかったのは、１９９２年、ブラジル・リオデジャネイロでの地球環境サミットに

期待し落胆して以来、私の心のどこかに未来への諦めがあったからだ。 

「今この機会を逃せば１０～２０年かそこらのうちに、危機的な事態を回復する機会は

永久に失われ、人類の未来はほとんど閉ざされてしまう」。 

これは「世界の科学者たちから人類への警告」（Website “1992 World Scientists' 

Warning to Humanity”）という警告書の抜粋だ。ブラジル地球サミットの結果に危機感

をもった、ノーベル賞受賞者のうち自然科学分野の殆どの受賞者を含む、１６００名以上

の著名な科学者たちが署名している。 

ノーベル賞に学術的権威があるなら、ブラジルサミットのわずか数ヵ月後に提出された

この警告書の内容には重大な科学的根拠がある筈だ。しかしこの警告書は不思議なことに

無視されてしまった。 

そして環境への対策も殆どないまま、２０年余の歳月が空しく過ぎた後の２０１３年に、

気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）という温暖化防止会議が唐突に、今世紀末に

気温が５℃近くも上昇するとの、驚愕的な発表をしたのだ。 

この温度を地球の歴史に見ると、地球上に氷は存在せず、大気中の２酸化炭素の濃度は

約４５０ｐｐｍと高く、海面は今より７０メートル余りも高かった３５００万年前の頃に



該当する。このままでは今後、海面が徐々に７０数メートル高に向かうということだ。 

私は飛行機の操縦でも山登りでも、危険を強調した書き方は好まないが、漠然と怖れて

いたおぞましい未来が、遂に数値となって姿を現わしたのだ。 

しかし地球の温暖化は、人類が現在直面している生命環境の劣化の多くの問題の中の、

１つの現象である。人類をふくむ生命圏の危機は、海面の上昇だけではない。   

危機の根源の問題は、１９８０年の頃、文献によれば人類の大量消費が地球の持続可能

な扶養能力の限界を越えたと考えられていることだ。 

それを証明するかのように、１９８０年の頃から生物種が異常な速さで減り始めたのだ。

生命圏は約１億年毎に５回絶滅に瀕してきたが、その自然の滅亡率に比べて、現在の率は

数百倍もの驚愕的な値である。この速さだと３００年位で全生物が滅亡する。 

顧みると、１９８０年当時の大気中の２酸化炭素の濃度は３４０ｐｐｍを超えており、

山岳氷河が融け始めていた。地球の歴史で、大気中の２酸化炭素の濃度が約３４０ｐｐｍ

以上では、北半球に氷は存在しなかったのだ。現に、北半球の氷は消滅に向かい、今では

山岳氷河だけでなく、北極やグリーンランドや南極の氷までが融け始めている。                                  

消費の限界と生物種の急減と北半球の氷が融け始めたという、３つの限界の時期が一致

しているのは偶然ではなく、地球の限界の証しと考えられる。 

１９８０年以降、地球の限界を超えて増えた消費分は、汚染となって残留し、生命圏を

劣化させており、経済成長すればするほど、残留汚染とその対処費用が指数関数状に増え

て他の必要な財源を削り取り、世界経済や社会構造は崩壊に向かう。 

地球の温暖化も、地球の浄化能力を超えて大気中に排出された、２酸化炭素の残留汚染

が主な原因である。 

現在の経済成長率を続けたら、２３年で消費が倍増するが地球は１つ、物理的に不可能

だ。このことから人類社会が混迷に陥るのは、遅くても２０年以内と想定される。  

人類社会の崩壊の危機はこの残留汚染の増大にあってエネルギー不足にはない。それに

国の争いが絶えず戦争になれば、経済社会構造の崩壊の時期は加速されて迫ってくる。 

私は近々旅立つ身だが、約５℃上昇という温暖化防止会議の発表を知ってからは、劣化

した環境に残される続く世代の命への想いが、祈りとなって私の心を締め付ける。 

だが、妻と私に残された日々はもう殆どない。躊躇しながら妻に聞くと、私の考えを本

に残してくれたら嬉しいと言う。それで私は原稿を書き始める気になったのだ。 

そして私がこの原稿を書いている２０１５年暮れ、ＣＯＰ２１温暖化防止条約会議に於

いて、世界の国々が協力して地球の温暖化に対処しようとの協定書を発表した。 

顧みると約４０年前、ウ・タント国連事務総長があらゆる情報から、迫りくる生命環境

の危機を察知し、世界の国が一致協力して１０年以内に危機に対処しなければ、生命環境



は制御できなくなる、と警告したのだった。 

ＣＯＰ２１パリ協定書の内容は、将にその警告に対応しているけれど、人類は協力体制

に入るだけのために貴重な４０年を費やしてしまった。対策が間に合うことを祈る。 

私は長年、空から地球を眺め、夜間飛行では星を見上げながら、汚れていく地球に住む

命の未来が心配になり、考え続けてきた事がノートや心に澱になり溜まっていた。  

約半世紀前、「沈黙の春」という人類への警告の書と出会えて以来、私は命と環境に関

する多くの書を読んできた。しかし、科学者の研究や持論の多くは、地球の歴史の不確実

な要素を元にしていて、仮説や数値や年代や解釈も大きく異なる。 

愚弄的な反対意見まであって,どの説を採用して良いのやら、読み込むのに私は多くの気

力と忍耐を必要とした。これでは余程興味がある人でないと、途中で投げ出してしまう。  

私が語りかけたいのは、環境問題に関心はあるけど、日々漠然とした気持ちで過ごして

いる人たちだ。それを想い、論文的ではなく日頃の手引きとして、私の考えてきたことを

内容が細かく煩わしくならないよう、なるべく文献を覗かないで書いた。 

大切に思うことは、意識して繰り返し書いた。頁を捜して読み返さないでも記憶に残る

よう願ってのことだ。 

専門家ではない私たちが生命環境の危機を概念的に理解するには、事象の流れを大雑把

に知っていればいいと考え、大筋概略と数字の簡略化を心掛けた。心して易しく書いたつ

もりだが、読み辛いところは読み飛ばしても、兎に角一度、最後まで読んで欲しい。 

続く世代の命の幸せを願い、多くの人に理解してもらいたくて、繰り返し読み返し書き 

直した。この本が地球環境に関するＴＶや報道に接した時の参考になるのを期待する。 

 書いた要旨は３つ、温暖化の未来と、人類が連帯して大量消費を抑え地球の限界内に戻

らなければ地球環境は別物に変化し人類社会は崩壊すること、それに生命圏は既に絶滅期

に入っている、の３点だ。 

この３点の背景には、環境問題と貧富の差と世界平和の３つが連動している状況がある。

特に貧富の差は、人の心に妬みと敵愾心を生じさせ、宗教や国家間の紛争やテロリズムや

難民問題に加えて国内の犯罪など、人類社会のあらゆる悪の発生源になっている。 

対策は先送りにされ、今から対策を採っても対策が万全に働く時期は既に過ぎた。続く

世代の命たちに、如何に少しでも劣化の少ない生命圏を残せるかの段階に入っている。 

なお、宇宙や自然や命に向き合う私の基本的な想いも書いておきたく章を加えた。これ

は以前に著した「永い旅立ちへの日々」の内容に、その後に育った私の心を随所に入れて

書き直したものだ。併せて読んで、私の心の友になって下さると、とても嬉しい。 

私が原稿を書いている今も、妻は横で「永い旅立ちへの日々」を読んでいる。妻と私は

心を通じ合わせるのに困難の日々を過ごしてきた。言うなれば、別れられない、仲のいい



友人ではあるが、心は長年他人のままだったのだ。 

それが原稿を書いている今、「５０年ごめんなさい、傍に居てあなたの心を幸せにする」

に代わった。これは回心ともいえる心の転機である。都会から移住した里村の、今はまだ

美しい自然の中に居て、妻は晩年の日々を私と過ごせる幸せを口にする。 

こんな幸せは初めて知った、とも言う。記憶の病にも拘らず、妻の心は今が最も健康そ

うに見える。月を見て「あれ何ぁに？」という状態なのに、それでも妻の心は育っていく。 

水とみどり豊かな里村の日々、使われていなかった脳の細胞が反応したのだろう。 

妻が私を誰だか判らなくなる前に、最良の夫婦になっておきたいと、ふたり励まし合い 

ながらも、懸命に散歩する妻の後ろ姿、哀れ。 

私の子どもや孫や大切な人たち、そして続く世代の命への祈りをこの本に託し、私は妻

に寄り添い、永い旅立ちへの日々に戻る。                    
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第１章 空から見た地球と生命環境                        

 

 

日本の敗戦から物質文明へ 

 

敗戦の１９４５年、占領軍が来た。鬼と教えられ負けたら皆殺しにされる筈だったが、

兵士たちは普通の人だった。兵士も将校も屈託無く清潔で、いい匂いが漂っていた。 

戦時中、常に空腹で、生きものは何でも食べものに見えるような日々を過ごした１１歳

の私に、若い兵士たちの裕福さと陽気さは驚きであり、別世界の存在に思われた。 

子どもも大人も、その国の自由で裕福で便利な生活に憧れた。それは親から受け継ぎ、

僅かに残っていた自然の流れに沿って生きるという日本古来の文化から、欲望の自由への

心の転機だったように思う。 

 私が航空会社に就職した頃はまだ、会社の寮には洗濯機もなく蛇口からお湯も出なかっ

た。しかし世界は既に石油文明に入り高度成長を始めていたのだ。 

 私に何かの考えがあった訳ではなく、ただ空への憧れの気持ちで希望した航空会社は、 

私を受け入れてくれた。有り難い推薦があったからだ。その入社後数年で、世界の航空機 

はジェット機に替わり、空も海も大量輸送の時代になっていった。 

 

 

憧れた空から見た地球 

 

大きな都市がスモッグで覆われているのを空から見て驚いたのは、私の夢が叶い、空を

飛び始めた１９６０年の頃だ。入社の数年後に私の強い希望が許されて、会社の組織を越

えて地上職から飛行士への転向が実現したのだ。 

 胸躍る訓練飛行で青空のもとを離陸し、上昇していたら１０００メートルくらいの高さ

に空気の層があり、その上に本当の碧空が開けていた。見下ろす都市はドーム状の薄茶色

の空気に包まれていた。 

いつまでも飛んでいたい気持ちを抑えながら訓練を終えて、そのドームの中に降りてい

ったら臭いがした。人はその中にいると感覚が慣れ、トイレの中にいるのと同じく、その

状態が正常に思えてしまうのだろう。 

今顧みると、工業地帯の出す煤煙による喘息や企業が海に流した水銀による、公害訴訟 

が政治問題化した時期と一致する。この人災は世界で今も繰り返されている。河川は汚れ 

白い泡が漂い魚たちの屍骸が浮き、海にはボール状の油の塊りが浮いていた。 



 副操縦士になって、世界的に有名な高級住宅街のある外地の都市に降下していったら、

その街は薄茶色の空気の底に沈んでいた。しかしその頃はまだ、汚れは都市の上だけで、

飛行途中の洋上の空気は澄んでいて、彼方の水平線はくっきりと見えていた。 

航路を飛んでいて目に付き始めたのが、南の国の森林だった。以前に上空を飛んだとき

には豊かな緑の森林に覆われていた国が、久し振りの上空からは、見渡す限り草原や農地

に変わっていて、その国の印象をすっかり変えていたりした。   

状況が気になっていた私が出会ったのが、レイチェル・カーソンの「沈黙の春」という

本だった。化学物質の毒が環境に拡散して小鳥の啼かない春がくる、と世に問うていた。 

私は幼少の頃から小鳥が好きだったので、この本との出会いは小鳥たちとの縁でもある。 

読んでいく内に、企業の生産を止めることが政治的にどのような困難な問題になるのか、 

途方にくれる内容だった。 

私が初めて空を飛んだ頃の地球はまだ限りなく大きく、人間は小さな存在だった。だが

その頃の世界人口は３０億人を越え、毎年７～８０００万人も増え続けていたのだ。 

そして約１０年が経った１９７０年の頃、国連のウ・タント事務総長が「世界の国々が

協力して１０年以内に対策を講じなければ、地球環境は抑制不能にまで悪化するだろう」 

という趣旨の、警告声明を発表した。          

同じ頃、ローマクラブが「成長の限界」という本を発表し、人類の消費は地球の能力を 

越えることは出来ないと警告した。 

「沈黙の春」や「成長の限界」を読み、空から観た状況を私は人に話し始めたが、人間

は馬鹿ではない科学技術が解決すると人は言う。国会に議員を訪ねて話をしたが、途中で

録音機を止められたりして、最後まで聞いてもらえなかった。 

人の目にも四季は美しく巡り、日々は変わることもなく過ぎていた。世界も高度経済成

長を志向し、数１０年毎に消費が倍になる倍々ゲーム、「消費は美徳」の時代だった。                   

大量消費を自制する絶好の機会だった「オイルショック」も起こったが、世界はオイル

を求めて走り、経済成長を減速する方向を採らず、国連事務総長が警告した１０年以内と

いう１９８０年が過ぎた。人口も２０年の間に１５億人増えて４５億人を超えた。 

その結果、１９８０年代に人類の大量消費が地球の扶養能力を越えてしまったのだ。 

（詳細は本書の第５章、「エコロジカルフットプリント」についての説明を参照） 

現実にも、この頃から眼に見えて山岳氷河や北極などの地球上の氷が融け始め、生物種

が激減し始めていた。人の眼にみえる変化は、千年万年の単位でゆったりと変容する地球 

から見ると、それは一瞬の爆発的な激変を意味する。 

この１９８０年代以降、地球の限度を超えた分の消費は浄化されず、残留汚染となって

溜まり、対策の遅れに比例して、より劣化した生命環境が続く世代に残されていく。 



人類の危機はエネルギー不足にはなく、残留汚染の増大にある。２酸化炭素の残留汚染

による温暖化は、危機のひとつの例だ。 

１９８０年の頃の空では、地球を取り巻くジェット気流が異様に大きく蛇行するように

なっていた。ジェット気流の北側には冷たい空気、南側には暖かい空気がある。 

ジェット気流が蛇の様に南に大きく曲がると伴に寒気が下りてくる。その結果、例えば

アメリカの南の州に季節外れの大雪を降らせ、北に曲がった所のアラスカに時ならぬ熱波

が押し寄せる。 

気温が上がると大気中の水蒸気が増える。増えた水蒸気が雨になる時に出す莫大な潜熱

エネルギーによって、豪雨豪雪や台風など気候が乱暴になってきた。海面の温度が上がる

と台風は大型化するのがその例だ。 

積乱雲の強い下降気流で航空機の着陸事故が頻発したので、私たち飛行士は下降気流か

ら脱出する訓練に取り組んだりした。 

同じ頃、メキシコ市郊外の私が登った５５００～５８００メートル位の高い３つの山々

には、氷河もあり雪が豊富に在った。しかし、１０年後に上空から見たら雪が殆ど消えて 

いた。 

本能の囁きに惹かれて登りに行ったエベレスト山では、経験の長いシェルパが氷河の衰

退を指摘していた。 

昔私が空を飛び始めた時には都市の上だけだった薄茶色の空気は、飛行士の職を降りる

頃には１万メートルの上空にまで拡がっていた。太平洋の大海原で、以前はくっきりと見

えていた水平線は霞んでしまった。 

北極圏では、上空から見る氷原は薄茶色の空気を通すので、真っ白には見えなかった。

グリーンランドの氷は、春の雪どけのスキー場のようだった。 

若く、楽しかった妻とのイタリア駐在以来、私は毎年のようにヨーロッパアルプスの山

に通っていた。その雪山の風景が懐かしく、退職１０数年後に妻と行ったら、山の印象が

変わるほど雪が少なくなっていた。足元まで在った氷河も彼方に後退していた。 

地球温暖化防止条約締約国会議（ＣＯＰ）が開催されているが、これは主に化石燃料を 

減らす会議であり、消費を減らし持続可能な地球環境に戻すための全体会議ではない。 

１９９７年、この会議がやっと纏めた国際条約としての京都議定書も、主要な化石燃料

消費大国が離脱したり割り当てを拒否したりして、効果は上がらなかった。その後も多く

の会議はつづくが、対策は先送りになっている。 

２０世紀の大量消費を支えたのは、貧しい国の安い資源と安い労働力、それに安い石油

による大型輸送だった。現在でもこの構造は変わらず、今では貧富の差は富裕国の若者た

ちにも広がり、続く世代を担う筈の若者たちの心を荒廃させている。     



貧富の差は、地球の温暖化をふくめて生命環境を劣化させる大きな要因であると伴に、

世界の諸悪の根源であり発生源である。 

私が空から長年見てきたものは、人類が多くの資源を消費して出した汚れが地球の循環

の浄化能力を越えて、次第に生命環境の中に溜まっていった地球の姿だったのだ。 

人間を解放し自由にする筈だった科学技術が欲望の自由に結びついたとき、人類の存在

は限りなく巨大化し、大量消費の排出する廃熱廃物の前に、地球は儚く小さくなってしま

った。 

月から眺める感覚で見ると、人類は際限なくスピードのでる乗り物に乗って、霧の中を

前方に確かにある壁の存在を知りながら加速しているかのようだ。私たちが消費している

のは壁に激突するまでの時間なのだろう。 

 今急にブレーキをかけても間に合うのか、本能的に既に固唾を呑むような状況にある。

それなのに、もっと新しいエネルギーを注ぎ込んで加速しないとエンジンが止まるとか、 

ブレーキをかけるのは速度計を調べてからにしようとか、更に速く走る乗り物を造って客 

を乗せ、止めるのは自分の仕事ではない、と言っているように見える。 

人類は霧の中に突如壁が見えるまで、ブレーキをかけないつもりなのか。 

          

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 



第２章 地球環境の危機の概要 

 

 

地球温暖化の危機 

 

地球温暖化の危機とは、人類の大量消費が地球の浄化能力を超えたために、残留汚染と

して大気中に残った２酸化炭素の温室効果で気温が上昇し、地球上の氷が融け、海洋水も

膨張することで海面が上昇し、生命圏が大きく崩壊することにある。 

地球の歴史では、３５００万年の昔、大気中の２酸化炭素の濃度は４５０ｐｐｍと高く、

その温室効果で平均温度が現在よりも約５℃高かったので、地球上に氷は全く無く、海面

も今より７０余メートル高かったことを示している。 

２０１３年、気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）温暖化防止会議が、今世紀末

に気温が２.６～４. 8℃上昇するとの驚愕的な予測値を発表した。この発表は生命圏の緊急

事態の宣言に等しい。 

この温度の予測によると、生命圏は地球上には氷が無く海面が今より７０メートル余り

高かった、３５００万年前の状態に向かっていることになる。 

約５０００万年前から地球の寒冷化が始まり、３５００万年前、先ず南極に氷ができ始

めた。以後も寒冷化は続き、更に気温が下がった３００万年ほど前、北半球にも氷が発達

し始め、その後現在のような過ごし易い気候になって、２０万年前には人類も発生した。 

その３５００万年かけて約５℃寒冷化してきた歴史を、産業革命後の僅か２～３００年、

特に後半の僅か１００年で人類は歴史に逆行し、氷雪がなく海面が７０数メートルも高か

った世界に戻そうとしているのだ。 

 

 

生物種の絶滅の危機 

 

生きものは過去、約１億年毎に５回、殆ど絶滅しながらも生きながらえて、現在に希望

を託してきたのだった。 

ところが１９８０年の頃から生物種が急激に減り始め、現在１日１００～２００種もの

生きものたちが死に絶えている。 

現在の絶滅率は、過去５回の絶滅率の数１００倍とも１０００倍とも言われる程の異常 

な速さであり、それは６回目の絶滅期が、既に始まっていることを意味する。    

絶滅の主な原因は人類の大量消費にある。現在の温暖化にみるような、短期間に急激な



気象の変化を生命環境に与えたら、生物種は変化に適応できず絶滅する。 

人類の影響力は巨大である。有害化合物や核廃物の残留汚染で生物の生殖機能は蝕まれ、

伐採で熱帯雨林を減らし、命の大元の水を独占している。更に外来種を移動させるなど、

地球の生態系を大きく劣化させてきた。 

海洋では、大気中の２酸化炭素の３分の１を海が吸収するので、海の酸性化が急激に進

み、海洋生物の命の大元の植物プランクトンを減少させ、海の生態系を劣化させて個体数

を減らしている。 

人類は他の生きものの援けがなければ生きられないのに、この絶滅率でいくと生物種は

わずか３００年くらいで、すべて消えることになる。しかし人類が先に滅亡していたら、

或は成り行きが変わるかも知れない。 

 

 

地球の浄化能力と残留汚染の危機―危機はエネルギー不足にはない 

 

地球には、資源やエネルギー供給の限界や、残留汚染を浄化する能力にも限界が在る。

１９８０年の頃、人類の大量消費が地球の浄化能力の限界を超えてしまったのだ。 

この時以降に増えた分の消費は、地球の浄化容量というコップから溢れ、浄化されずに

汚染となって残留する。約２３年で消費が倍になる現在の３％の経済成長率を続ければ、

残留汚染も倍々増で蓄積される。 

人類の未来の危機はエネルギー不足ではなく、経済成長に伴うエネルギーや資源の過剰

消費が生みだす残留汚染の増加にある。大気中の炭酸ガス残留汚染による温暖化の危機は

その 1 つの現象だ。 

温暖化ガスや化合有害物や核廃物など、あらゆる種類の残留汚染の難問が年を追う毎に

増幅し続く世代に押し寄せ始めた。遅くても２０年以内に大きな壁があると考えられる。 

この汚染問題への対策が遅れるほど汚染の残留量が増え、先延ばしするほど汚染の処理

費用も指数関数状に増えて、社会を維持する費用や福祉が破綻し、経済構造や生命環境の

劣化が深刻になる。生命環境の急激な劣化は最初に経済構造の崩壊から始まるだろう。 

もし人類が地球の浄化能力以内に戻る対策を自ら採らなければ、地球は命の生存に厳し

い環境に変化した後、その状態が万年の単位で続くことになる。 

 

                             

危機はいつくるのか―温暖化会議の動向と予測値 

 



専門家でない一般人は、地球環境の会議が発表する値が如何なる背景の上になされるの

か知っておく方が理解しやすい。この章に述べた３つの危機の根源にある共通の問題は、

人類の大量消費が１９８０年の頃に、地球の限界を超えた点にある。 

これら３つの危機のうち、温暖化による海面の上昇と生物種の絶滅の危機は、地球の変

化に沿って、数世紀から数１０世紀をかけて徐々に進んでいくものだ。 

温暖化対策会議などで、未来の予測値を諮問される科学者と、政府の立場を考えてみた。 

任期が数年の政府の立場は、１００～２００年後の生命圏の劣化よりも、予測が現在の

経済や特定の企業に、如何に支障のない数値であるかが最大関心事になるだろう。 

科学者の立場は、天気予報よりはるかに難しい地球の未来という長期予報を、間違いな

いかと検察官の厳しい追及をうけるようなものだ。 

それに、科学は反論によって進歩してきており、どんな理論にも反論する科学者がいる。 

このような状況下で、予測に責任をもたされ科学者は、反論する科学者と政府を相手に、

まだはっきり解明されていない資料を基に、防戦一方の答弁を強いられてしまうのだ。 

結果として科学者は、予測の値に関して非常に慎重に控えめにならざるをえない。この

ように、温暖化会議で発表される値は、過小評価の可能性が高い。 

しかしこれでは安全率は皆無の数値となる。飛行機でも大きな安全率をとっているのに、

生物圏の危機には、何よりも最大の安全率が必要な筈だが不思議なことだ。 

そして貴重な年月が空費され、政府が替わり研究が進むにつれて加速度的に大きな数値

に修正されていく傾向が、数１０年来の温暖化会議の報告に見て取れる。 

地球温暖化の危機の予測では、海面上昇の予測という漠然とした未来の長期予報をする

のだから、科学者は局所の理論で無理に辻褄を合わせるような答弁をせず、地球の歴史と

いう、永い過程の実例から未来を読むのが最も理に適っているのではないだろうか。 

海面上昇の速さと高さの予想で参考になるのは、歴史としては新しい約１３万年この方、

気温が１℃高ければ海面は５メートル高く、海面の上昇率は１００年で５メートルと言う

地質や氷に残されている実例だ。これを用いて予測するのが理に適っていると考える。 

 この実例から、今世紀末には約４メートルの海面の上昇が予想される。温暖化会議での

現在の予測値は、地球の歴史の実例から視るとかけ離れてみえる。 

そして生物種は、日に１００～２００種も絶滅している現状から、既に絶滅期に入って

いると考えられる。個々の生物種の保護対策では解決にはならない。 

危機の根源は、人類の大量消費と残留汚染の増加だ。それに現在の生物種の絶滅率から 

すると、３００年くらいで全生物種がいなくなる。 

これは他人事ではなく、人類種の滅亡を意味するのだ。種の絶滅の根源である大量消費

への対策が急務となる。 



そして、初めに訪れる人類社会への直接的な危機は、残留汚染の蓄積による経済構造の

崩壊と思われる。経済崩壊は、残留汚染や海岸の堤防の嵩上げなど、「外部不経済」の処理

費用が指数関数状に増えて、他の予算を組めなくなるために起きるのだ。 

現在のような３％の経済成長を無理に続ければ、２５年を待つことなく消費も残留汚染

も２倍になる。しかしそれは地球は１つであり物理的に不可能だ。遅くても２０年以内の

或る日、電子マネーという瞬時に世界をめぐる性質から、経済危機も瞬時にくるだろう。 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３章 地球温暖化と氷の存続                                    

 

 

２酸化炭素濃度と気温から見た温暖化と海面の上昇 

 

大気中の２酸化炭素濃度と気温と海面の高さの３つが、遅れを伴って連動しているとい

うことを念頭に、現在の温暖化の概略を書く。      

人類が排出した２酸化炭素が主な原因で温暖化し、地球上の氷が融け始めた。白い氷雪

は太陽熱を反射する地球の「鏡」の役割を果している。氷や雪の面積が減ると鏡が小さく

なって、宇宙に反射する太陽熱が減るのと氷の損失とで地球の温度が上がり、海面より上

の氷が融ける分に加えて海水の熱膨張とで、海面が上昇する。 

太古の昔に歴史を遡ると、久しく氷の無かった地球が、５０００万年前を境に寒冷化に

向かい、約３５００万年前に先ず南極に氷ができた。その時の大気中の 2 酸化炭素濃度は

約４５０ｐｐｍ。気温は現在プラス４～５℃位。海面は今より７０メートル余り高かった。 

以後も地球は寒冷化を続け、約３００万年前には北半球にも氷が張り始めた。その頃の

大気の２酸化炭素濃度は推定３４０ｐｐｍ、気温は現在プラス２～３℃位、海面は現在よ

り２５メートルも高かった。 

更に寒暖な時期を一定の周期で繰り返しながら気温は下がり、北半球の氷が発達した。

約８０００年前には、大気中の２酸化炭素濃度と気温が現代に近い状況に落ち着き、海面

も殆ど今の高さに安定した。 

一般に氷床という大きな氷塊が在る状態を氷河期と言うので、現代も氷河期だ。氷河期

には、何万年も続く氷期と、氷はあるが温暖な時期が約１万年続く間氷期があり、現在は

間氷期の後期にあたる。間氷期は氷期を挟んで約１０万年毎の周期で訪れる。 

現在では、科学調査技術の発達によって、約４０万年前から現在までの間氷期や氷期の

気温や２酸化炭素濃度や海面の変化量が、高い精度で分かるようになっている。 

現人類は約２０万年前、２つ前の間氷期に誕生し、２回の永い氷期を生き延びてきた。 

間氷期にも温度の波があるが、気温が高い時でも現在プラス１℃くらいだった。 

１３万年前の間氷期の気温は現在プラス１℃位だったが、海面は５メートルも高かった。

このことは、現在の気温が１℃高くなったら、最終的に海面はどうなるかを、調査精度の

向上によって殆ど正確に示唆しているのだ。                

氷期には、気温が現在マイナス５℃位、２酸化炭素濃度は１７０ｐｐｍ位まで下がる。

２万年前の氷期には海面が１００メートル以上も低くなるほど地球は凍り、今のカナダの

殆どが厚さ２～３０００メートルもの氷で覆われたという。         



氷が厚くなるには、積雪と溶解の繰り返しで固まるので、千年万年の単位を要するが、

氷期が終わり気温が上がり始めると反対に氷が融けるのは速く、海面は１００年に４～５

メートルを上昇した。 

この歴史から、IPCC 温暖化防止会議発表の、２１世紀末の海面上昇の予想が１メートル

未満と低くても、会議が発表する度に、予想気温や海面高の値が増えるのを見ていると、

今後もその傾向は続き、海面上昇の予想値は後になる程、加速して高くなるだろう。 

 

 

氷の存在可能な限界値を後２５年で超える―温暖化会議の目標値 

 

地球の大気の歴史を３５００万年の幅で逆に見ると概略、気温が現在プラス１℃上昇し

たら海面は最終的に５メートル上昇し、２～３℃上昇したら北半球から氷は消えて海面は

２５メートル上昇し、４～５℃を越えて上昇したら南極の氷も融けて地球上から氷が無く

なり海面は７０メートル余り上昇する。これが氷の歴史の物語だった。そして現代； 

１９８０年当時、大気中の２酸化炭素の濃度は３４０ｐｐｍだった。この濃度では気温

が徐々に２～３℃上昇するので、３４０ｐｐｍは北半球に氷が残る限界濃度だ。 

現に１９８０年の頃から山岳氷河が眼に見えて融け始めて、現実に北半球の氷は消滅に

向かっている。今では北極の氷は約半分に減りグリーンランドや南極の氷も融け始めた。

もし北半球の氷が消えたら海面は２５メートル位上昇する筈だ。 

１９８０年の頃、文献では人類の大量消費が出す汚染の量が地球の浄化能力を超えた。

この地球の限界を証明するかのように、生物種もこの頃から急激に減り始めた。 

再度書くが、大量消費の限界と生物種の急減と北半球の氷の存続の限界という、３つの

限界の時期が一致しているのは、偶然ではなく地球の能力の限界の証しと考えられる。 

更に２０１５年、大気中の２酸化炭素濃度は４００ｐｐｍを超え、年２ｐｐｍ上昇中。

２５年後の２０４０年には４５０ｐｐｍを越えてしまう。 

地球温暖化の危機を前に、人類が超えてはならない限界値として、最初に迎えた危機は

１９８０年の頃に大気中の２酸化炭素濃度が３４０ｐｐｍを超えた時だった。そのために

北半球の氷が融け始めてしまったのだ。  

次に待っている危機は、２０４０年の頃、大気中の２酸化炭素濃度が４５０ｐｐｍを越

える時だ。行き着く先は、地球上から氷が全部消えて海面が７０メートル余り高くなった

地球である。                          

ＩＰＣＣ温暖化防止会議では、科学的な予測値は科学者たちが出すが、報告書の内容は

各国政府間の合議で発表されるため、企業の意向も入るだろうから発表値はかなり控えめ



であり、過少想定の可能性が高い。現に予測値は発表毎に大きくなっている。 

そのＩＰＣＣ会議が今世紀中に温度が２.６～４.８℃上昇するとの予測を発表したの

だ。将に生命圏は緊急事態にある。 

ＩＰＣＣ温暖化防止会議の予測では、２１世紀末の海面上昇の値は１メートル未満だけ

ど、新しい報告の度に予測値は上昇しているから、２１世紀末には１メートルを超えて上

昇していくと思われる。２２世紀後にどうなるかについては触れていない。 

約４０万年前からの氷の経過は相当に明白なのだから、利害関係に拘泥し自己の思惑に

都合のいい理論や理屈で先送りにせず、氷の歴史に沿った対策が急務ではないのか。 

環境対策の内、北半球に少しでも氷が残り海面が低く収まるよう、大気中の２酸化炭素

濃度は最大限、３４０ｐｐｍを目標にすべきではないのか。その値でも気温は２～３℃上

がり、北半球の氷は殆ど残らず、海面は２０メートル以上も上昇する可能性が高い。 

初回会議から対策は先送りのまま既に四半世紀が過ぎ、２酸化炭素濃度は４５０ｐｐｍ

に、あと２５年と迫っている。それでも世界は経済成長志向をやめようとしない。 

地球の限界にも言えることだが、物理現象には限界を超えると元に戻らない閾値がある。

もし４５０ｐｐｍが限界の閾値であった場合、この値を超えてしまった後では２酸化炭素

の排出量を直ちにゼロにしても、２酸化炭素の濃度は地球の炭素の循環が安定するまで、

気温と伴に上昇し続ける。衝突する寸前に車のブレーキを踏んでも間に合わないのだ。    

２０１５年の COP２１温暖化防止条約会議の動向によると、気温は産業革命前プラス 1.5

～２℃以内を目標としている。それに、はっきり書かれていないようだが、今までの経緯

から、大気中の２酸化炭素濃度を４５０ｐｐｍに抑えることを目標にしているようだ。 

しかし、これを地球の歴史でみると、プラス２℃は３００万年前に北半球にやっと氷が

発達し始めた頃で、海面は約２５メートル高かった状況に相当し、そして２酸化炭素濃度

の４５０ｐｐｍは、地球上に氷がなく海面は７０数メートルも高かった３５００万年昔の

頃の値に相当するのだ。 

地球の歴史からみると、この２つの目標値には整合性がない様にみえる。これは政治的 

な妥協による目標値なのだろうか。少なくとも北半球の氷の存在を諦めて、海面の上昇も

最低１０メートル以上は覚悟しなければならない、という未来が見えてくる。  

初期に温暖化の危機を唱えた科学者のジェイムス・ハンセンは最初、大気中の２酸化炭

素濃度目標値を４５０ｐｐｍと言っていたが、後に３５０ｐｐｍに下げ、気温の目標値も

２℃では危険と主張している。  

 

 

２酸化炭素濃度と気温と海面と氷の歴史 



 

年代を追って並べると分かり易いかも知れない。地球の歴史と人間の営みを大雑把に書

いてみた。長くなるので恐竜が滅亡した時期以降にした。年代は概略誤差を含む。 

表を書きながら感慨深く思ったのは、私たち人類の誕生である。最後の最後に、何とも

儚く現れた。その人類が生命環境を大きく変えようとしている。 

 

６５００万年前―直径約１０キロメートルの小惑星が中南米のユカタン半島に衝突した。

この時、約１億５０００万年を生き永らえた恐竜も、殆どの生きものたちと伴に亡んだ。 

地球上に氷の存在はなかった。 

現在からみて２億年余も昔、1 つにまとまっていた大きな大陸が分裂し漂流を始めてお

り大陸の漂流はこの時も続いていた。大陸の漂流時の摩擦熱は地球の温暖化に関係する。 

 

５０００万年前―大気の２酸化炭素濃度は約１４００ｐｐｍ。気温は現在より１０℃以上

高く、氷は存在しない。この頃の大気温が１番高く、アラスカにワニが居たというから、 

極地方が熱帯というほど地球は暑かったことになる。これを境に地球は現代に向かって 

寒冷化していった。 

この頃の温度が特に高かった原因には種々説がある。アフリカ大陸から分かれたインド 

亜大陸が急激な速度で移動し、今のアジア大陸に衝突したその途中経過に高温の原因が 

あるらしい。 

インド亜大陸の漂流速度が異常に早く、その摩擦エネルギーによって、海下の大陸棚に 

凍っていた温室効果が強力なメタンを融かし、大気中に大量に排出した。このメタンの 

強力な温室効果により大気温度が急上昇したという。 

 インド亜大陸の衝突が一段落しメタンや２酸化炭素の濃度が減り、３５００万年前まで 

急速に寒冷化し、以後も現在のような温暖な気候に向けて除々に温度を下げていった。 

 

３５００万年前―気温は現在プラス約５℃。２酸化炭素濃度は約４５０ｐｐｍ。                  

地球上に久しく無かった氷が南極に発達し始めた。北半球に氷は未だ無い。こうして 

３５００万年前を境に地球上に氷が存在するようになった。 

大気中の２酸化炭素濃度が約４５０ｐｐｍを超えると、地球上に氷は存在できないのだ。 

 

３００万年前―気温は現在プラス２℃近くまで下がった。大気中の２酸化炭素濃度は推定 

３４０ｐｐｍ、北半球にも氷が発達し始めた。海面は現在より２５メートル高かった。 

その後も寒冷化は徐々に進み、山岳地帯に氷が堆積し海面も下がり、グリーンランドも 



北極の海も凍った。これから後を氷河期とする書も多い。 

氷河期には１０万年近く続く氷期と、氷はあるが少し暖かい間氷期があって、間氷期は

１万年ほど続く。（現代は、間氷期の後期で氷期に向かう時期だが、人類の活動で温暖

化に向かっている）。 

間氷期にも温度の波があり、現在より少し暖かい時期もあった。その時の温度は、現在

プラス１℃位。海面は現在よりもプラス２～５メートルを上下した。 

大気中の２酸化炭素濃度は、間氷期の２８０ｐｐｍから氷期の１７０ｐｐｍ位を上下。

少なくとも約４０万年以内、２０世紀まで３００ｐｐｍを超えたことはない。 

氷期には気温が現在マイナス５℃位にまで下がった。 

間氷期と次の間氷期には約１０万年の周期がある。地軸の傾きの変化や木星などの重力

の影響で、太陽を回る地球の軌道が真円ではないことが氷の周期に関係するらしい。 

 

２０万年前（２つ前の間氷期）―現代人が誕生。ネアンデルタール人も少し前に誕生。 

 

１３万年前（ひとつ前の間氷期）―この頃から人は火を使い始めたようだ。    

気温は現在プラス１℃位。海面は５メートル位高かった。５０年で２～３メートル海面

が上昇した記録があり、現代の気温の上昇の結果がどうなるかを示唆している。  

 

７万年前―人類は既に言葉を使っていたらしい。当時スマトラ島のトバ火山の巨大噴火に 

よる雲で空が暗くなり気温が急降下した。暗くて寒い状態が何と約５０００年も続き、

人類は殆ど滅亡した。生き残りは世界で僅かに数千人ともいわれる。  

現人類の７０数億人全員は、この時の数少ない生き残りの子孫ということになる。 

別系統ヒト属のネアンデルタール人も生き延びたが、数万年後に亡んだ。 

トバ火山噴火の規模は、１９８０年噴火のアメリカのセントヘレンズ山の３０００倍と

いわれる。 

付記；私事になるが、セントヘレンズ山が噴火した直後に、私はこの山から東北東

１５０キロメートル位の所に居たので、その噴火の凄さを体験した。 

山頂が吹っ飛び、山の高さが５００メートルも低くなってしまったのだ。 

トバ山の噴火が、その３０００倍の規模とは、想像を絶する。 

                                 

２万年前―この頃は氷期で、気温が現在マイナス５℃位に下がった。その時、今のカナダ

を覆った氷の厚さは２～３０００メートル、海面は１００メートル以上も低くなった。 

僅か５℃の違いでも、地球環境はこんなにも変化する。現在のカナダに水資源が豊富な



のは、この時の氷が地下深く溜まったものといわれる。 

この氷期が終わり、間氷期に向かって暖かくなり、氷が融けて海面が上昇し始めた頃、

モンゴロイド族がシベリアから氷を越え、海面の低下で陸続きだったアメリカに渡って

行った。現在のベーリング海の水深は約５０メートルだ。             

顧みると、現人類は２回もの永くて厳しい氷期を生き延びてきたことになる。 

 

１万年前―世界人口はまだ数百万人だった。    

人類は、農耕という、他の生きものたちと違った生き方の路を歩き始めた。 

 

８０００年前―海面の上昇が止まり、海面が現在まで約８０００年に亘り安定した。海面

の長期の安定は歴史上極めて稀である。都市は海岸の近くに発達する。それには海面の

安定が条件になる。広大な農耕が可能になり人口が密集し始めた。 

食糧の余剰或は略奪で都市が発達し始め、人口も増えた。世界中の遺跡を集めた大英博

物館など、私たちが眼に見る人間の歴史時代に入った。 

    

西暦元年頃―人口１～２億人。燃料用や焼畑農業で森林が減少し始めた。 

     

１８００年―人口１０億人。大気中の２酸化炭素濃度は２８０ｐｐｍ。 

人口が増えてヨーロッパに森林が不足し、産業革命という石炭を燃料とする文明に代わ

っていった。蒸気機関と電灯の発明はこの頃だ。  

 

１９００年―人口１５億人。飛行機の曙の頃。（１９２７年に人口２０億人） 

 

１９５０年―人口２５億人。石油文明、大量消費時代の始まり。（日本の敗戦１９４５年）。

初の商業用原子力発電の稼動。  

 

１９６０年―人口３０億人。ジェット機時代始まる。大型タンカーなどによる大量輸送。 

 化学物質や煤煙、川や海の公害汚染などが目立ち始めた。経済成長に赤信号。 

                                

１９７０年―人口３７億人。オイルショックが発生。 

地球環境問題の論議が広がった。 

      

１９８０年―人口４５億人。人類の活動が地球の扶養限界を超えた、とされる年。 



生物種が急減し始めた。北半球の氷が融け始めた。２酸化炭素濃度は３４０ｐｐｍ、 

３４０ｐｐｍの値は北半球に氷の存在可能な上限。 

この頃、米国が累進課税を大きく緩和した（レーガン政権）。貧富の差が顕著に拡大。 

 

２０００年―人口６０億人。２酸化炭素濃度約３７０ｐｐｍ。 

米国大統領選挙での、ゴア対ブッシュの投票数事件は、地球環境の未来を考える上での 

特記すべき裁判となった。 

温室効果ガスの削減を定めた京都議定書が２００４年に発効はしたが、ブッシュ政権の

米国や中国など、化石燃料消費大国が経済界への悪影響を理由に離脱したり、削減義務

を拒否したりで効果は上がらなかった。 

 

２０１３年―７１億５０００万人    

ＩＰＣＣ温暖化防止会議が２１世紀末の大気温の上昇予測を２０００年に対して２.6

～4.8℃と発表。保全生態学者が１日に約２００種もの生物が絶滅中と発表。これは過

去に５回あった生物の絶滅率の、数百倍から学者によっては千倍ともいう率だ。対策を

採らなければ数世紀後に生物種は全滅するが、人類が先に滅亡した場合は生物種の絶滅

の状況は変わっているかも知れない。人類は食べものや薬などあらゆる面で他の命に支

えられて生きているので、先に滅亡する可能性は高い。 

 

２０１５年―人口７３億人。 

２酸化炭素濃度が４００ｐｐｍを越えた。年２ｐｐｍ上昇中。２５年後の２０４０年に

４５０ｐｐｍを超える緊急事態にある。 

２酸化炭素濃度が４５０ｐｐｍを超えると気温も連動して現在よりも約５℃上昇する。

海面も連動して徐々に上昇し、最終的に７０メートル余り上昇するだろう。 

      

 

温室効果の高いメタン 

 

地球を温暖化させるのは主に化石燃料であり、世界温暖化防止会議でも大気中の２酸化

炭素の削減が主な議題になっている。 

しかし２酸化炭素の他にも、温室効果が２酸化炭素の３０倍といわれるメタンがある。

そして、その大部分は現在も海底の大陸棚や、凍土の中に大量に凍った状態で眠っている。 

私は化学に疎いが、生きものの屍骸が大陸棚や地底に沈殿し、酸素のある状況で分解さ



れたものが２酸化炭素になり、酸素のない状況下で分解されたものがメタンになるそうだ。

メタンが海底やツンドラ地帯で凍った状態にあるのがメタンハイドレート、とある。 

だから、凍っているメタンの周りの海洋や土の温度を上昇させると、メタンが大量に融

け出してぶくぶくと大気中に沸き上がって酸化し、強烈な温室効果を発揮させてしまう。 

永久凍土のツンドラ地帯の地熱が上がり、凍っていたメタンが融け始めた。赤道で１℃

温暖化すると極地方は３℃も温度が上がるので、極地方の氷もメタンも融け易いのだ。 

 地球には、大気中の２酸化炭素の濃度を一定に保とうとする調整機能があるが、人類の

影響があまりにも大きくて短期間に温暖化が進めば、この調整機能が働く暇がなく、ある

閾値を超えてしまうと、人間がどのような対策を採っても気温の制御は不能になる。 

 現在の問題は、この海底深く眠っているメタンを、人間の新しいエネルギー源として開

発しようとしていることだ。 

上水道の地下漏水の管理の難しさを考えると、汲み上げるパイプからメタンが漏れ出す

のを防ぐのは不可能と思われる。メタンが漏れたら、２酸化炭素がその３０倍も排出され

たのと同じであり、温暖化は一挙に加速されてしまうだろう。 

経済成長のためのエネルギーが不足するからと不足分を危険なメタンで補ったり、石油

より汚染量が遥かに多い石炭で補うのは、続く世代の幸せを考えるなら論外の筈だ。 

 前に書いたように、地球環境問題は大量消費による残留汚染の蓄積にあって、エネルギ

ー不足にはない。 

消費を減らす税制改革と今ある石油とその施設を使って、循環豊かな環境を回復するよ

う努めるのが、効率も良く汚染も費用も少なくてすむ。それが持続可能な社会への最短の

路ではないだろうか。 

 

 

地球環境は激変している―眼に見える変化は歴史動画１万倍の早回し 

 

独りでいるときの人間は小さい儚い存在であり、自然に影響を与えるほどの力はない、                                  

という感覚が私たちにはある。一方で、産業革命以来の大型機械や化学工業製薬品の拡散

や企業の大型化と大量生産など、科学技術による地球への大きな影響力がある。 

それに加え、２０世紀の１００年で４倍に増えた人口により、人間の影響力は１万倍以

上に増幅した。更に星の生成にかかわる核力まで利用し始めた。 

特に２０世紀後半の石油による大量輸送文明になってからの影響力は絶大であり、僅か

５０年の間に、大気や海や山や河川を大きく変えて、生物種を急減させてきた。 

そして人類には、科学技術で自然を屈服させ、問題が起きても科学技術が解決してくれ



るという、無意識的な風潮が広がってしまったように思われる。 

その風潮と欲望の自由とが一緒になり大量消費に向かった結果、無限に大きいと思われ

ていた地球に、人類の影響による眼に見える変化が表れ始めたのだ。 

 地球の変動にはどのような規模があるのだろう。地球の歴史を眺めると、大きくは大陸

の大移動がある。現在の幾つもの大陸は、約２億年前は１つにまとまっていた大陸が夫々

に分かれたものだ。 

数億年も経つと又１つにまとまるように移動するという。大陸は地球の循環の中で移動

を繰り返すらしい。壮大なロマンだ。 

しかしこれは１年に数センチ移動するといった規模だから、寿命の短い人間には見えな

いが、地球の巨大な変容である。地球の変化には万年億年の永い単位を要するのだ。と言

うことは； 

人間の大量消費が理由で１００～２００年という短期間に起きた、人の眼に見える地球

の変容は、地球の歴史では大激変になる。これが生命環境の危機に拘る激変であっても、

命の短い人間の眼には緩慢に見えるので、危機感を呼ぶこともなく、のどかな日々が過ぎ

ていく。 

例え地球の変化が緩慢であっても、眼に見えるようなら地球の変化の規模からは一瞬の

爆発といえる現象である。 

ここ数１０年、地球の表面の氷雪が眼に見えて融け始めているのは将に爆発的激変であ

り、生命圏は将に緊急事態にある。これらの現象は、人類の大量消費が地球の能力の限界

を超えている証しと言える。 

３５００万年かけて４～５℃下がった地球の寒冷化の歴史を、人類が原因の温暖化で、

僅か１００年の単位で元の温度に戻す！  

大気中の２酸化炭素濃度の変化で言えば、自然は１万年に数ｐｐｍを変化させてきたが

人類は１年で２ｐｐｍも変化させている。地球に及ぼす人類の影響力は、自然の万倍の単

位、何と巨大なことだろう。歴史動画の１万倍の早回しと同じだ。 

半世紀ほど前の高度成長期に、大企業家といわれる人が、「日本に土地が足りなければ、

山を削って海を埋め立てればいい、若い人はそれ位の雄大な考えを持たなければ駄目だ」 

と言った記事を憶えている。 

命を基礎に置かない知性や欲望や科学技術が今や凶器になって、人類だけでなく生命圏

をさえも崩壊させようとしている。  

 

 

地球の氷の融け方の現状 



 

地球の氷雪の衰退の歴史から、温度変化に対し、高山の氷や北極や南極の氷が融けるに

は、１０００年の単位が必要と考えられていた。そうなら対策はゆっくり考えていい。 

だが近年の状況から、氷の衰退が緩慢だったのは、自然の温度変化が緩慢だったからと

考えられるようになった。気温の速い上昇には氷は敏感に反応して早く融けるのだ。 

２０世紀以来の気温の速い上昇に反応し、山岳の氷雪をはじめ北極やグリーンランドや

南極の氷までが、眼に見えて現実に融け始めたのだ。     

北極の氷の面積は約半分になり、グリーンランドや南極の氷も減り始め、南極の陸氷か

ら海に突き出た棚状の氷も２０００年の頃から急速に崩壊し始めた。高い山の雪の融ける

様子や氷河の後退は、身近な写真でも見ることができる。 

 グリーンランドの氷の表面に水たまりが出来ている。写真を見るとその水が流れて氷に

穴をあけ、垂直に落ち込んでいる。穴の下はどうなっているのだろう。 

 グリーンランドの地形は、地図にある白いクサビ型の氷の形とはかなり違う。航空附図

で見る地形は人の左耳の形をしており、白い氷の下の左側３０％ほどは大きな入り江であ

り、氷の底は海と接している。氷は海水温の影響を受け易いので、海が暖まると氷が下か

ら融け始める。 

２０１３年のＩＰＣＣ温暖化防止会議の問題な点は、大気温が今世紀中の僅か１００年

の間に 2.6～４.8℃上昇する見込みだが、今世紀末の海面上昇を１メートル未満と控えめ

に報告しただけで、その先の世紀については触れていないことだ。 

しかし気温が約５℃上昇したら、氷が全部融けるのが今世紀中でなくても地球上から氷

が姿を消すと考えるのが妥当ではないか。氷が全部融けたら最終的に海面は７０メートル

余り上昇する。地球の現象としては激変という他ない。 

地球の氷の歴史からはその可能性が高い。氷は融けるのは早いが元の厚さに戻るには、

積雪と溶解の繰り返しで、数１０００年或は万年の単位が必要という。 

 

 

温暖化の被害 

 

見えないと人は心配しないし対策を考えない。しかし眼に見えてからの対策では遅い。 

概念的に、地球の色々な循環が１周するには２～３０年を要するので、汚染が眼に見え始

めるのは、汚染が循環に乗って環境に大量に広がった後だ。プールの水全体が変色したの

に気付くのは、大量のインクが混ざった後になるのと同じだ。 

地球の歴史の教えによれば、１℃の温暖化で海面は５メートル上昇した。現在の海面が



１～２メートル上昇しただけでも、島々や、大きな河口の平野や海辺に発達した大都市は

活動不能になる。海面が１メートル刻みで上昇した場合の世界地図があれば、今後の計画

の良い参考になるだろう。人工の埋め立て領土は早晩に消える運命だ。 

津波がゆっくり来てそのままになった状況を想像すればいい。島を含め平野に住めなく

なった数億、或は数１０億人の温暖化難民がでる。大きな国は自国だけで何億人もの難民

がでる。国境を越えて難民が押し寄せ暴動も起きる。このような状況下では、世界の経済

社会構造は既に崩壊しているだろう。 

極地帯の永久凍土が融け始め、家が陥没し道路も通れなくなった写真を見た。凍土内の

相当量のメタンが融けて大気中に排出しているとしたら、温暖化は加速されるだろう。 

温暖化で空気が暖まると、空気の性質で大気中に含まれる水蒸気の量が大幅に増える。 

大気中に水蒸気の量が増えると雨量は増え、水蒸気が飽和して雲になり雨になる時に莫大

な潜熱エネルギーを出すので、風速も上昇下降気流も強くなり積乱雲が巨大化して、近頃

目立ち始めた局地豪雨や豪雪となる。観測史上、最高の記録が増えていく。 

現に台風は強力になり、以前は日本に殆どなかった竜巻も増えた。付随して家屋の崩壊

や洪水や土石流も発生し、河川の氾濫や決壊など、複合的に大災害を起こす。 

風の圧力は風速の２乗で増えると言う。感覚的には風速が 2 割増えると被害は４割増え

ると思えばいい。 

異常気象の被害は年々甚大になり保険の支払い額にも結果が出ている筈だ。財界が環境

問題に真剣に取り組むことを期待したい。１℃に満たない上昇でもこの状況にある。 

温暖化が進み、山に雪が積もらなくなったら夏場の水が足りなくなる。世界気象の分布

が変わり、居住地の気象が変わって住み難くなっても人は簡単には移動できない。３０年 

ローンの家の行く末は見当も付かなくなった。住み易い国の壁は更に高くなるだろう。 

１０～２０年もかかる巨大事業は、完成前に世界経済構造の破綻がくる可能性が高い。

完成しても後の維持は困難になるだろう。４０年を要する原発の廃炉やその費用はどうな

るのだろう。                   

繰り返し書くように、地球の歴史が示す温暖化の、人類や生命圏への１番大きな影響は、

気温が約５℃も上がると３５００万年前の昔に返り、地球上から氷が消えて海面が７０メ

ートル余りも上昇してしまい、その状態が数万年は続くことだ。 

生きものたちは、僅か 1℃に満たない温暖化でも、気象の変化が早いために順応できず、

絶滅に向かっている。 

今まで２１回もの COP 温暖化防止条約会議を重ねて２０１５年、やっと協力して危機に

対処しようとの協定を纏めたが、会議の経緯を見ていると自国或は自民族だけでも後世に

生き延びようとの暗黙の気配が、強大国に漂っているように思われてならない。 



 

 

温暖化と大陸の漂流－地球のロマンと人類の影響力 

 

恐竜たちが亡びた６５００万年前より更に１億年以上も前、地球の海に浮かんだ超大陸

があったが、その大陸が分裂し夫々に分かれて漂流を始め、アメリカ大陸はアフリカ大陸

やヨーロッパと分かれて、あたかもジグソーパズルがバラバラになっていく状態にあった。

数億年経ったら、また戻って１つの大陸に合体するという、壮大な地球物語だ。 

宇宙に在るものは繰り返し循環しながら、無限の素粒子の流れに沿って変容していく。

そしてこの大陸移動の大ロマンは、地球の温暖化にも関係がある。 

大陸の分裂劇のもと、インド亜大陸もアフリカ大陸を離れてインド洋を年に２０センチ

メートルもの、通常の大陸移動の１０倍もの速さで北上した。移動が速いのは大陸の厚さ

が薄かったせいらしい。 

その漂流の最中インド亜大陸は、海底に大量に凍って眠っていた温室効果ガスのメタン

や２酸化炭素を、強烈な移動の摩擦熱で融かして大気中に排出させ、気温を大きく上昇さ

せながら、まるで動物が這うように漂流していったのだ。 

このインド亜大陸の漂流による大気温の上昇の中でも特に１瞬、急激に温度が上昇した

時期がある。５５００万年前のことだ。 

これを「温暖化極大事件」といい科学者の興味を惹いている。原因には色々説がある。

温室効果が２酸化炭素の３０倍と言われるメタンが、特に大量に眠る海底の場所があって、

インド亜大陸がその上を通ったために、大量のメタンが吹き上がったと言うのもその１つ

だ。 

しかし急激な温度上昇「事件」と言っても５～８℃位の差だし、１瞬と言っても地球の

歴史では数千年の単位での変化だ。 

その一方、人類は唯の１００年でそれに近い気温を上げようとしている。地球への人類

の影響力はこの「事件」を遥かに凌駕している。人類がこんな劇的な変容を地球に与えた

ら、生命圏が安泰でいられる筈がない。 

インド亜大陸は大気温度を上げながら更に北上し、５０００万年前に今のアジア大陸に

衝突してその下に潜り込み、２０００キロメートルも奥地まで進んだ。そのためにアジア

大陸が押し上げられて隆起し、大ヒマラヤ山脈が形成されたのだった。 

この衝突が止まってメタンや２酸化炭素の排出が減り、それを境に地球の寒冷化が始ま

り、３５００万年前には地上に久しくなかった氷が南極に発達した。その後３００万年前

には北半球にも氷が現れ、現代に至るまで命に快適な気候が続き人類も発生した。そして



今の私が居る。 

エベレストがまだ静かだった頃に登りに行った私は、８０００メートルの岩稜で、海の

生きものたちが眠る黄色い地層に出会い、５０００万年の昔に想いを馳せ、巨大な山塊の

重みを荷った地の底からの地球の軋みに耳を澄ませたのを、今は懐かしく想い出す。 

１年に１ミリメートルの隆起でも８００万年で８０００メートルの高さになる。ヒマラ

ヤは今も隆起を続けているらしいから、地の底でインド亜大陸はまだ完全には止まってい

ないのだろう。 

 

 

異常豪雪に想う人の絆 

 

この１万年位の間、地球の気候は安定しており、こんなに永く海面が安定しているのは

地球の歴史上では珍しいという。数万年の間には氷期がきて気温が今より５℃も下がり、

地球の多くの部分が氷に閉ざされ、海面は１００メートル余りも下がり、生きものたちに

は過酷な時期が続いていたのだ。 

人類の曙の頃から、地球の気候が変化したとき、豪雪に震え暑さに耐え飢餓に苦しみ、

どのような困難を忍び人や命は生き延びて、続く世代に命を繋いでくれたかを想像する。 

私が飛行士を降りる頃には、空から見た世界の山々の氷河は明らかに後退し、積雪の量

が減り、飛行機を操縦しながら、気象が荒々しくなっていくのを実感していた。 

危機感を持って空を降りて１０年、美しい山々に囲まれた山梨県の里村に移住して、更

に１０年余りが経った。 

２０年も経てば環境の劣化は相当進んでいる筈だが、山水明媚の郷で四季は美しく巡る

日々、私にも温暖化や異常気象の気配は殆ど感じられない。 

テレビでは時折大雪や洪水や竜巻を報じているが、一般の人に危機感が薄いのは当然の

ことと思われる。 

里村での積雪は毎年２～３回、多く積もっても２～３０センチメートル位なので、積雪

の量は四季の恵みの感覚の範囲にあった。 

そのような穏やかな２０１４年 2 月、里村の歴史にないという異様な豪雪がきた。交通

を絶たれた中、米の存在が保存食として際立った。 

私の部屋の天井にある星空用天窓のガラスが、雪の重みで割れるのではないかと怖くな

って雪降しをした他は、停電や断水はなかったので、それ程慌てる必要はなく５日ばかり

孤立した家で色々と考えた。 

日々行き交う村人の笑顔や、妻の病に心を配ってくれる人の姿を想い浮かべると、心が



温まり寂しくはない。しかし、腎臓の透析療法が必要なのに病院に行けない人はどうして

いるだろう。 

孤立して思ったのは、支えになるのは人の心の温もりということだった。現在、私たち

は災害の時、人頼みで待っているのが当然の状態に居る。これが１週間や１０日の孤立な

ら、少々の不都合を我慢すれば良いけれど、車が動けない上に停電がひと月も続いたら、

多分独り暮らしの老人の多くに、餓死や孤独死をする人がでるだろう。 

普段、何如に外部との繋がりの中で生きているかを痛感する。村に人影はなく銀世界に

ポツポツと家が散在して見えている。大昔の人たちも、生き延びるときの支えはやはり、

互いを思い遣る心の絆だったに違いない。 

テレビに映された人が、行政は何をしている、と言っている。その人の表情から、孤立

の中での現代人の心の絆を想う。このような時に大切な、近隣の人との絆は、お金という

無機質な絆で薄められていくのだろうか。 

巨大地震や津波の災いにより共同体が崩壊し、人の絆をなくして仮住まいの寂しさの中、

心の傷に悩む多くの人たちが、現に居る。 

今後、温暖化が進めば、大気中の水蒸気が増えるので異常気象は確実に多くなる。その

災害対策に加えて、これから増えて行く環境汚染や安全対策に多額の費用がかかるので、 

日々に必要な予算が喰われ、被災の時の見知らぬ人頼みの社会構造は劣化する。 

その結果、身近の人たちで寄り添い支え合う、昔の社会に返らざるを得ない時代が来る

だろう。 

 数１０万年の昔から互いに支え合い、続く世代に命を繋いでくれた人たちとの絆を想う。 

 

 

地球と人類の運命 

  

私は、人類が地球と調和して生きていれば、５０億年の地球の寿命と同じく生き延びら

れる、と思っていたがそうではないようだ。 

太陽は１億年に１％ずつ熱くなるそうだ。熱くなると地球のフィードバック調整機能が

働いて２酸化炭素を地球に閉じ込めるので、４～５億年後には今とは逆に大気中の２酸化

炭素が不足し、光合成に生きる今の生物や人類は、炭素不足で消える運命にあるという。 

その時、炭素不足を補うために人類が大量に２酸化炭素を排出するのは可能かも知れな

いが、温暖化がますます加速されて灼熱地獄に向かうことになる。 

３８億年を生き延びた命の歴史も、あと数億年で終わるらしい。もし他の惑星に命が居

なかったら、この宇宙から生命という素粒子の集まりは存在しなくなる。 



 更に太陽が熱くなれば海も蒸発してしまう。水蒸気の温室効果は大変強烈なので、地球

はどんどん熱くなり、地球内に閉じ込められていた２酸化炭素やメタンは全て焙り出され

て地球をとり巻き、温暖化を加速させる。更に水蒸気の水は分解されて宇宙に逃げだし、

地球から水が無くなり、地球は最後に灼熱の金星と同じ状態になってしまうらしい。 

更にさらに太陽は熱くなり終には膨れはじめ、５０億年後に５０％も熱くなった太陽は

巨大な星になって地球を包み込み、地球をも蒸発させてしまう。 

そうなると、死んで焼かれて分子になって地球と一緒にいた私は、地球と伴に蒸発し、

ガスとなって新たな宇宙の循環の旅にでる。何だか楽しい気もする。 

私の大切だった人、私を大切にしてくれた人。私を嫌っていた人の分子も、皆一緒だ。

これは空想ではない、科学の世界である。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４章 絶滅に向かう生命圏 

                 

 

生命圏は既に絶滅期にある 

 

生きものたちは、１９８０年の頃から急激に種を減らし始め、歴史上の６回目の絶滅期

に入ったと考えられる。 

生命には、地球環境の変化で、約１億年毎に５回、生物の殆どが絶滅した歴史がある。

その度、氷に閉ざされたり巨大噴火や小惑星の衝突という、過酷な環境を生き抜いた数少

ない生きものたちが、私たちに命の希望を託してきたのだった。 

現存の生物種の数は、科学者により数１００万種から数１０００万種とも言われていて

正確な数は分からないが、私たち一般人が未来を考えるには、大雑把に１０００万種とし

ても、かけ離れた値ではないだろう。 

過去の地球の自然変化により生物が絶滅したまでの期間は、万年～１００万年とも言わ

れている。仮に生物種が１０００万種居て１０万年で全滅したとしたら、1 年に１００種

の生物が滅びたことになる。 

 一方人類を原因とする生物種の滅亡率は、保全生態学者によると、現在１日２００種も

の生物が地球から消えているそうだ。 

少なく見て１日１００種が滅びた場合でも、年にすると約３万５０００もの種が滅亡し、

ざっと３００年で全生物が地球上から消えてしまう。 

この絶滅の速さを、地球の自然の変化で絶滅した、年１００種とした場合に比べると、

３～４００倍にもなる。１０００倍以上という学説もあるのだ。 

既に６回目の生物種の絶滅期が、それも異常な早さで始まっていると考えざるを得ない。 

生物種の歴史を１００万年目盛りの図表にしたら、西暦２１００年の頃、生物種は１瞬に

して絶滅した図形になる。人類の破壊的な影響力である。 

人間や大きな生物は夫々生物ピラミッドの頂点にいるので、ピラミッド下部の生物種が

減れば上部は消える。 

大きな動物だけが生き残るとか保護されるのも無理であり、いずれ居なくなる。当然な

がら大きな動物には人類も含まれている。 

生物と言えるのかどうか、新種のウィルスや強力な耐性菌は増えている。それは人類の

激増にたいする、地球のフィードバック調整機能なのかも知れない。 

 

 



生物種の絶滅の人的原因－人類の存在意義 

 

数１０億年、命は営々と連帯して繁栄してきたが、万物の霊長を自認する人類は、他の

命に何か役に立つことをしているだろうか。 

人類の誇る頭脳は、生命圏の繁栄のために与えられたのではなかったのか。命を考える

とき、私はこのことがいつも気になる。 

人類の大量消費と残留汚染によって、生物種が絶滅し始めた。その原因を並べてみると、

先ずは森林の伐採がある。特に熱帯雨林は多様な種の存続にとって重要な生息地であり、

種の絶滅の多くは熱帯雨林帯で起きている。 

伐採の原因は、貧しいがために、裕福な国に輸出する建築材や製紙用の木材の伐採や、

農産物や食糧用家畜類の飼料畑の開拓のためなどだ。輸入された肉を食べたいときには、

伐採で荒涼と化した熱帯雨林にも想いを馳せたいと思う。 

空から見ても世界の森林火災が顕著になってきた。温暖化での気温の上昇だけでなく、

強くなった風速の影響なのだろう。私が空から見た大きな森林火災の一例だが、シベリア

航空路の下、約５００キロメートルに亘って延々と燃えており、煙が昇ってきていた。 

化学化合物も絶滅の大きな原因だ。農薬などの化合物が市場に数万種も出回っており、

天然にない物質のために分解され難く、水や大気の循環に乗って世界を巡り、生物循環の

中で濃縮されて生殖機能を蝕み、子や雛が生まれず生命圏を崩壊させている。近頃はプラ

スティック製品が劣化して微粒子化し、これも生物を痛めつけている。 

このような化学化合物質の影響なのか、狭い範囲の私の身の周りでもこの数年小鳥たち

の数が急に減っており、南への渡りを前に勢揃いして電線に並ぶツバメたちの数が激減し

た。「沈黙の春」を想わせる日々だ。 

私は子どもの頃、小鳥たちと遊ぶ時間が多かったので分るのだが、その頃よりも小鳥の

個体数は明らかに減っている。生きものが日に１００種以上も減っているのだから、当然

のことかも知れない。 

気候の変動も生きものたちに大きな影響を与える。生物種は環境に合わせて生息する。

気候が変動すれば移動して新しい生息地に適応し生存する。 

植物は自ら移動できないので種を飛ばし、或は動物に種を運んでもらい世代間の交代で

生息地を変える。 

したがって植物は移動が遅く、等温線が早く北上や南下すれば追いつけない。その植物

に特化して共存している動物も伴に滅亡する。 

現在、１℃に満たない温暖化でさえ、等温線が１０年毎に北半球では北へ５０キロメー

トル、上に５０メートル昇っているという。         



生物が適応できる移動の速度は大雑把に、１０年で水平に５キロメートル垂直に５メー

トルと言われるから、生物の適応能力の１０倍の速さで生息地は逃げていく。 

高山の可憐な植物や、極地の白熊たちに逃げ場はない。気候に追いつけない生物種は現

に絶滅しているのだ。更に気温が上がれば、種の絶滅率は加速されるだろう。 

１９８０年の頃から、ジェット気流の蛇行が大きくなったのが目立ち始めたが、気流が

南北に移動すると地表の気候は乱れ、生きものたちの生息地は安定を保てず劣化する。 

外来種の侵入も種の絶滅の大きな要因である。温暖化で移動してきたり、持ち込まれた

りした動植物の外来種が、天敵が居ないために爆発的に増えて在来種を駆逐し種の多様性

を激減させている。私の身辺にもそのような植物や動物が、目に余るほど増えている。 

開発による湿地の減少によって、或は単一植物の栽培によっても、種の多様性は大きく

損なわれてきたのだ。 

人類の水の独占もある。命たちの水場を含め、命の大元の水を人類が独占的に消費して

汚し、土に戻さず下水道に流すので、生物全体の飲み水は不足する。 

特に家が疎らな里山の長い下水道は水循環を短路するので、生きものたちの水場が減る。 

そして、疎らな隣家までの距離が長いために、下水道の設備費は１軒当たり高額である。

人類の都合のみを考えたとしても、里村での大型下水道設備は、合理性に欠ける。 

現在の小型合併浄化槽は、イワナが住む渓流と同じくらいに下水を浄化できるほど能力

が高い。 

使った水はその場で小型合併浄化槽で浄化して土に戻せば、水循環を豊かに保てるし、

１軒当たりの設備費も少なくて済む。命の多様性のためにも、大型の下水道設備は住宅が

密集した大都会に限定すべきではないのか。 

現在の大型下水道施設の水は、微生物の浄化力の援けと科学技術の懸命な努力にも拘ら

ず、一部の水は浄化不足のまま海に流れ、海洋生物を苦しめている。 

海では、人類が大気中に排出した大量の２酸化炭素の約３分の１を海が吸収する結果、

海の酸性化が進み、生物ピラミッド最下部の、藻などの微小植物プランクトンが減って、

海の生態系は土台から崩壊しかけている。植物プランクトンは陸上でいえば緑の森であり

海中生物の命の大元だ。 

海洋の酸性化の影響は既に、殻にカルシュウムを必要とするサザエやカニなどに及ぶ。

そして珊瑚礁を劣化させ、魚たちの楽園の棲家を奪い、海の種の多様性が消えていく。 

海流は、大雑把には極地方と赤道との温度差や塩分の濃度差で流れており、北半球なら

赤道で温められた海流は北に向かい極地方で熱を放出し、冷たく重くなって海底を南下し

赤道付近で熱を得て湧き上がる。                    

問題は、赤道と極地方とでは温暖化で上昇する気温に差があることだ。気温が赤道で



１℃上がれば極地方は３倍の３℃上がる。 

極と赤道の温度差が変われば、海流の位置も流量も変わる。海流の位置や流量が変われ

ば海の生態系も大きく変化し、海の種の多様性を劣化させる。当然ながら、漁業は大きく

衰退する。 

そして核廃物の汚染は、人類の１時期の欲望のために、万年～数１０万年も残留する。 

例え核廃物を科学技術で完全に隔離し保管できたとしても、何も生み出すことなく、続く

万年単位の人類に、不毛の管理費用と強制労働を押し付けるのだ。 

その間に人類が滅びれば、保管状態が崩壊して汚染が地球の循環に乗って拡散し、陸上

と海洋の生きものたちの体に濃縮蓄積されて生殖を蝕み、子孫の継承を妨げる。 

付記にも書いたが、原発へのミサイル攻撃や破壊活動が起きる確率は高い。この確率を

考慮しない原発の安全性は現実離れしている。原発の科学的な安全基準は安全性の一部分

と考える。 

現代人は発生から未だ２０万年しか経っていない。種の絶滅の多くの原因を想うとき、

生物循環の中での、私を含む人類の存在意義をどのように考えたらいいのか、戸惑ってし

まう。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５章 地球の限界と科学者の警告を無視した未来    

 

                                     

科学者の警告―欲望の自由が生んだ大量消費 

          

「人類は、自然界との正面衝突への道を進んでいる。もし今の私たちのやりかたを抑制

しなければ、生命を維持しつづけることができないほどに、世界を変えてしまうだろう。

衝突するのを避けるには、根本的な変化がただちに必要である。今この機会を逃せば１０

～２０年かそこらのうちに危機的な事態を回復する機会は永久に失われ、人類の未来はほ

とんど閉ざされてしまう」。 

これは私の文章ではない。１９９２年のブラジル地球サミットの結果に危機感をもった、

世界７０ヵ国の１６００名以上の著名な科学者たちの署名による、「世界の科学者たちから

人類への警告」という警告書の概要だ。 

ブラジルの地球サミットのわずか数ヵ月後に、普段は大変慎重な科学者たちの多くが、

この種の声明に署名したのは極めて異例であり、余程のことだからだろう。 

ノーベル賞に学術的権威があるのなら、当代のノーベル賞受賞者のうち、科学分野の殆

どの受賞者が署名しているこの警告書の内容には、重大な科学的根拠がある筈だ。 

英文は「1992 World Scientists’ Warning to Humanity」。内容はインタネットで読める。

米国のノーベル賞物理学者であり、山を愛したヘンリー・ケンドールが起草した。 

生命圏の危機は子孫存続の危機であり、どのような事件や戦争にも優先して世界に知ら

せなければならない報道だ。しかしこの警告書は、訝しいことに殆ど報道されなかった。 

当時の米国はブッシュ（父）政権だった。子孫存続の危機は最重要であり毎週或は毎日

にも報道が必要な筈だが、なぜか現在でもこの種の問題は偶にしか報道されない。 

政治家は科学者の未来への危惧よりも、任期中の経済問題や何よりも企業献金に影響さ

れる傾向があるが、地球の限界は宇宙の理であり妥協や先延ばしの世界ではない。 

経済学には、欲望を無限に可能にするお金という幻想が基本にあるが、有限の地球での

活動を律する経済理論に、地球の物理的制約がないのは何故なのか。地球の行く末を案じ

る世界の科学者たちは、今頃どんな気持ちで過ごしているだろう。   

私が生まれた１９３４年の頃の地球は、まだ無限に広く夢と冒険に溢れ、人間は小さく

儚かった。しかし既に人類には貨幣という欲望を腐らせずに際限なく貯め込む手段があり、

大量消費への準備はできていた。 

「日本人の生活は、自然が与えてくれたものと親密に結ばれているが、その生き方を忘 

れないで欲しい」との主旨をアインシュタインも日本旅行記に書いているように、日本に



は自然の循環と調和して生きるという素晴らしい文化があった。その生き方は俳句や詩歌

や童歌などの背景になってよく詠われている。 

けれど、日本は近代化と２度の大戦を経て、その精神から徐々に遠のきはじめていた。                    

日本人は戦争中、言葉も行動も縛られた生活をしていた反動もあって、１９４５年の敗戦

後は、何かにつけて自由や権利と平等、という言葉が流行っていた。揉め事の際に言う決

まり文句は、「何をしようと個人の自由であり権利」だった。 

自由や権利という自己主張と一緒に、平等も謳われていたのだから、相手の心への思い

遣りも含まれる筈だったが、私たちはそれを無視し自分の都合のいい方に考えがちな人間

に自らの心を育ててしまった。今も、権利ばかりを耳にする。 

２０世紀後半に始まった石油での大量輸送文明は、私と同時代の若者たちにより担われ、

「成長の世紀」と言われる時代を過ごした。この大量輸送が大量生産と結びつき、大量の

物流と人の移動により地球は小さなものになっていった。 

その物の流れに、自由市場が生んだ欲望の自由と、公平さよりも個人の権利を容認する

法律と、際限ない欲望の貯えを可能にする貨幣とが結びついた。その結果は； 

「消費は美徳」、生きる喜びに充分な量を遥かに越えて、大量に消費するのが良いこと

のような風潮が広がった。 

この際限のない欲望の自由によって、１９８０年の頃、人類の消費が地球の持続可能な

扶養の限界を超えてしまったのだ。 

この頃を境に生物種が激減し始め、大気の２酸化炭素の濃度は北半球の氷の存在可能限

度と思われる３４０ｐｐｍを越えてしまい、現実に氷が眼に見えて融け始めたのだ。 

それでも地球は無限に恩恵を与えてくれるもの、という人類の感覚は変わらないらしく、

科学者の警告を無視し、地球の限界内に戻ろうとせず、今も経済成長を志向している。 

  

 

エコロジカルフットプリント―地球の限界を表す指標 

  

文献によると１９８０年の頃、人類の活動の足跡としての消費と汚染が、地球の持続可

能な扶養能力の限界を超えたとある。その論の基になる指標がある。指標は資源の消費と

汚染の総量を表したもので、エコロジカルフットプリントという。 

この指標は地球環境への人類の負荷量の分析に利用されるが、この指標には人類以外の 

命たちの消費生活の場は含まれていないので、現在の環境の危機に対しては楽観的に過ぎ 

る指標とも言える。                         

私は科学者ではなく、この指標が地球への負荷をどの程度正確に示すのか判らないが、 



何よりも１９８０年の頃に生物種が激減し始め、同時期に地球上の氷が融け始めたのは、

生物種だけではなく人類絶滅への警告であり、この指標は人類の未来を考えるのに重要な

役割を持つ。     

大量輸送の開始以来、温室効果の高い２酸化炭素が残留汚染となって大気中に増え始め

た。そのために温暖化が進んで山岳の氷雪が融け始めるなど、生物たちの減少と併せて、

１９８０年の頃から生命環境の劣化の兆候が、眼に見えて起き始めていたのだ。 

 このような眼に見える程の地球の変化は、地球の歴史では１瞬の激変を意味するから、

山の雪の減少や氷河の衰退や生物種の激減は、地球の限界を超えている証しと言える。 

その頃、飛行士の私は上空から観て、山の雪が減少しているのが気になり始めていた。

スキーでは深い新雪を滑るのが私は大好きなので、飛びながらも下に見える山の積雪量が

気になるのだった。最初は気のせいかと思っていたが、私が登った高い山々などの氷雪と、

登山の書にある以前の写真とを見比べると、明らかに雪の量は減っていた。 

飛行士が、飛行航路を選定するときに重要な要素となるジェット気流の位置も、大きく

蛇行し乱れ始めていた。ジェット気流の位置は地球の気象に大きな影響を与える。 

エコロジカルフットプリントの指標の採り方には反論もあるし、経済界の強烈な抵抗が

あるだろう。この指標を用いると、経済成長を進められなくなるからだ。 

「２０年前、成長の限界を言った人たちが居たが、我々は成長が変化の原動力であるこ

とを知っている。成長は環境の友人なのだ」、と当時のブッシュ（父）米国大統領は、成長

の限界論をこのような言い方で否定した。 

農薬の害を告発した「沈黙の春」や、フロンガスによる「オゾン層の破壊」の場合の、

企業の強烈な抵抗の歴史を想う。成功例と言われるオゾンホール対策でさえ、有効になる

までに２６年もかかった。オゾン層の状態が落ち着くのは、まだ数１０年先だ。 

現在、日に２００種の生物が絶滅しているという。この絶滅率は、過去の歴史上で生物

が殆ど絶滅した時の率の、数１００倍もの驚愕的な速さだ。人類の大量消費が地球の限界

を超えている何よりの証しであり、生物が絶滅期に入っている証しでもある。 

人間も生物種の１つであり生態系の１員である。食べ物は命が死んでくれた姿。私の体

は多くの命たちの屍骸の変化したものだ。病気を治す薬の殆ども命たち、汚染を分解して

くれるのも小さな命たちだ。 

人類は、他の命たちの助けや支えがなければ生きられないのに、多くの命たちを痛めつ

けている。生物種の絶滅には、当然ながら生物ピラミッドの頂点にいる人類も含まれる。

人類のみで生き延びることは不可能事だ。  

COP 温暖化防止条約会議で、対策は急務と言いながら有効な条約を打ち出せず、初会合

から既に約四半世紀が過ぎた。 



COP や IPCC などの対策会議で、何故かエコロジカルフットプリントは議題にならない。

一方、同じ指導者たちが集まった世界経済会議では、今も経済成長が謳い上げられている。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６章 GDP が増えれば幸せになれるのか？ 

 

 

倍々ゲーム経済成長と消費の未来     

 

現在の消費が２倍になったとしたら未来はどうなるだろう。例えば GDP が３％で成長し

たら何年で２倍になるのか。２倍になる年数を、暗算で簡単に計算できる式がある。          

７０を成長率（％）の３で割る。約２３年で倍になる。（７０÷Ｘ％＝２倍になる年数） 

例）７％の成長を目指す国では１０年毎に消費が倍々に増えて、７０年で約１３０倍。 

  この様な消費が可能な筈はない。生命圏が崩壊するからだ。 

消費が１９８０年に地球１個の限界を越えているのに、３％の成長が続けば２３年後に

消費が２倍になり地球が数個必要になるが、その前に社会システムは崩壊してしまう。 

２％の成長でも３５年で消費が２倍になり、その結果は明らかである。 

  （参考；２０１５年の世界の経済成長率をＩＭＦは 3.1％としている） 

１％の成長でも７０年で消費は２倍になり、子や孫や続く世代に破壊的な結果を残す。 

これらの倍増率からだけでも、現代社会の経済構造の崩壊の時期は、概ね想定できる筈だ。 

現在の３％の経済成長を無理につづけるなら、危機は遅くても２０年以内にくるだろう。

汚染の増加率は終盤に近いほど急になり、経済社会構造の崩壊も急激にくる。 

「欲望を抑制しなければ生命を維持し続けることが出来ない世界になる」、と１９９２年

に著名な科学者たちの予測した世界が現実になる。 

 効率を上げれば経済成長の持続は可能とする風潮があるが、効率の向上は、言うなれば

足し算の世界であり、指数関数で増える経済成長に追いつける筈はない。 

 当然のことながら、生きる上に資源やエネルギー効率を上げるのは、経済成長とは関係

なく必要であり、それは生きものとしての掟、或いは宇宙の理と言ってもいい。 

地球１個の限度内に戻る。持続可能社会への対策は、物理的にも叡智的にも他にはない。 

 

 

GDP が増えれば幸せになれるのか？ 

 

政府や報道機関が経済成長を謳い上げるので、私たちにはＧＤＰが増えれば幸せになれ

るという幻想があるようだが、１９８０年の頃以来この数１０年、幸せ感が増えないのは

どうしてか。        

成長を謳うなら、生活の質として衣食住の保障や福祉などが向上し、幸福感がなければ、



ＧＤＰは「人間にとっての生活の成長の定義」にはならない筈だ。 

ＧＤＰは働いた合計を凡て生産として計上している。従ってＧＤＰを増やす簡単な方法

は、使えるものを壊して新しいものを造り、広告で消費を煽ればいい。雇用も増える。 

耐用年数の短い製品を造って、部品の補給期間も短くすれば、製品の消費の回転が短く

なって企業の利益は上がる。例え廃品の捨て場がなくても川が汚れても森が削られても、

病気が増えても刑務所が増えても、消費が増えればＧＤＰと雇用は増える。 

他社との競争上、耐用年数を増やさざるを得なくなった現在も、欲望を煽ることで消費

を増やそうとする基本に変わりはない。 

そして１９８０年の頃、人類の消費が地球 1 個分の限界を超え、超えた分が汚染となっ

て残留し始めた。それでも経済成長を続けてＧＤＰと雇用を増やそうとしている。 

しかし、地球の限界を超えた分のＧＤＰは「外部不経済」となり、残留汚染などの処理

のための多額の費用が発生し、その費用は経済成長に伴って指数関数で上昇する。 

そのために、日常必要な社会構造の維持管理費や福祉などの固定経費が削られる。地球

の限度を超えた以降のＧＤＰ分は、経済成長するほど生命環境の劣化への対策費用の支出

を増大させるので、生活の向上や幸福感には貢献しないのだ。 

幸せを求めて、こんなに地球を傷めても生活が豊かになった実感がない、と言うよりも

不幸感が増してきたのは、貧富の差と併せて、この様な理由があるからだ。 

ＧＤＰは労働量の指標であり、生活を劣化させる指標も含まれているのだから、ＧＤＰ

から外部不経済分のＧＤＰは差し引いて、実体ある経済構造に変えるための指標が必要と

なる。幸せな社会の成長を謳うなら、貧富の差は最重要の指標になるだろう。 

私たちが生活を豊かに感じられないのは、外部不経済や貧富の差が増えたことにもよる

が、経済競争で他人の時間を奪い合い、時間までが加速される感覚も大きな原因だろう。

エンデという人の書いた「モモ」という児童文学にもそのようなことが書いてあった。 

政府は任期の短さから、数１０年或いは１００年後の世代のことより、同じく短期収益

を求める企業の役員と株主などを満足させ、且つ雇用を増やすのに簡便な方策として経済

成長路線を採り、困難が起きる度に金融技術で切り抜けてきた。 

しかし困難を先に延ばし、大量消費優先の考え方を変えずに経済成長を続ければ、対策

を遅らせた分だけ、資源の枯渇や残留汚染の増加が次々に起き始め、大気中の２酸化炭素

の残留汚染による温暖化だけではなく、あらゆる方面から新たな困難が集団化して押し寄

せてくる。               

その時期は、種々の要素を入力したシミュレーションによると、どの結果も２０３０年

の頃のようだ。これに対する政策を採っても、効果のでるのは少なくとも１世代後になる。 

今は２０１６年、時間の余裕は既に使い果たした。だが世界の権力者たちは、未だ協調



態勢にも入っていない。 

 

 

地球の物理的制限を含まぬ経済会計の実態 

                                 

世界経済の母体は、世界各地に点在する地球資本である。以前の地球は無限に大きく、

人類の消費が少なかった頃は、この資本が無限に考えられ、資本の量として会計に計上す

る必要もなかった。 

資本の量を会計に入れずに済んでいたのは、まだ大きかった地球が豊富な資源を提供し、

汚れが残留しても「外部不経済」と言い、地球の汚染浄化能力に任せておけば無償で消え

てしまい、他人事で済んでいたからだ。 

ところが１９８０年の頃を境に、人類の資源の消費と排出する汚染の量が、地球の限界

を超えてしまったのだ。したがって、地球資本や残留汚染の処理費が無償で済んだのは、

１９８０年の頃までだ。 

この頃を境に、地球資本の無償の恵みや残留汚染の処理費が有償に変わったのだから、

無償として記載しなかった分を、有償として会計に計上しなければ地球の物理的制限を含

まぬ、実体に合わない経済学ということになる。 

外部不経済の身近な例として、大気中の２酸化炭素の残留汚染の処理費が会計に計上さ

れていない。そのために地球の温暖化も始まってしまったのだ。 

計上していなければ、消費で地球資本が減っても残留汚染が溜まっても、会計上は赤字

とは言わずに済むが、いわゆる粉飾決算になっている。 

１９８０年代以降、地球を資本とする、世界経済構造という大企業が債務超過になり、

地球の循環という自然資本の取り崩しが始まっているのだ。 

個々の企業では資本の量が見えるので、資本を食い潰すことはしない。すれば倒産する。

これは実体経済だ。 

世界経済構造も個々の企業も同じなのに、直ちに倒産せずに済んでいるのは、地球資本

の消滅は数１０年先になるからだ。地球資本の倒産は１企業の倒産とは違って、世界経済

生活構造の崩壊である。 

残留汚染の問題は２酸化炭素だけではない。有害化合物など、あらゆる種類の残留汚染

が地球の循環に乗って拡散し始め、水や土壌や大気に含まれる残留汚染の蓄積が深刻にな

ってきたのだ。汚染の除去を怠れば生命環境は急激に劣化する。 

現状では、地球資本の取り崩しの限界よりも、地球の温暖化をはじめ、残留汚染による

生命環境の劣化の進行の方が遥かに深刻な状況にある。生命圏が別物に変化して、数千年



或は万年に亘り、その状態のままになってしまうからだ。 

現在の世界経済状況は１９８０年来、車の燃料タンクが空になりかけているのに燃料計

は作動せず、排気ガスが車内に漏れて充満しはじめた状態と言えるだろう。 

 

 

現代経済構造の巨大化－生命環境への影響 

 

企業利益は寡占のために再投資され、大企業が赤字になれば存続のために政財界が一体

となって再生させ、黒字に転じれば更に寡占を求めて企業は巨大化の一途をたどる。 

しかしこの構造を存続させるには、市場の需要というよりも生産能力に見合った需要を

作り出さなければならず、そのためには消費の拡大が必要となり、政経一体での経済成長

政策がもっとも安易な方策となっている。 

この世界経済構造の中、巨大化した企業が１国の年度予算にも匹敵するような巨大赤字

で倒産したらどうなるか。出資している金融機関や株主や、世界中の関係企業や取引先、 

或は従業員の雇用など、影響は世界同時不況を誘いかねない。 

しかし、「短期運営に責任を持つ当事者」の役員や政府の立場としては、例え地球資本

を減らし、生命環境を劣化させるようなことになっても、自分の任期中に潰すわけにはい

かなくなる。 

巨大赤字の当面の処置として、金融や証券界と政府が一体になり、金融技術に頼り巨大

企業の延命処置を採る。だがこれは投資者の思惑を操作することであり、地球資本の量に

合った実体経済ではないのでいずれ破綻する。 

企業の巨大化が地球の限界内にある内は、少なくとも地球環境に対する問題はなかった

が、大企業が存続と寡占を求めて建造物と消費を拡大化してきたために、生命環境が劣化

し始めるまでに、事業規模と消費が巨大化してしまったのだ。 

法律も税制も地球の限界は考慮になく、株式資本経済の成長を持続させるように長期に

亘って構築されてきた。そして、生命環境を守るためには破綻させた方がいい企業であっ

ても、巨大が故に潰せずに存続させようとする先送り政策が、地球の限度内への経済移行

を更に難しくしている。 

しかし、地球の限界を超えた状況下では、どのような処置をしても地球の限界内に戻ら

ない限り、何年か後には同じ困難が増幅した形で揺り戻しがくる。対策を先送りするほど

崩壊の度合いを巨大化させてしまうのだ。 

大戦後の巨大軍需企業に例をみると、平和がくるのは恐慌の到来と同じことだ。巨大な

軍備設備を民製品用に切り替え、その供給に合わせ、国を挙げて消費を煽ったのだ。 



平和利用の名の元に、核兵器産業が原子力発電に踏み切ったのも同じ理由だ。或いは、

その産業の戦争目的の本質を、形を変えて残す意図のためだろう。 

企業の巨大化の問題で付け加えると、企業の責任の対象が株主にあるというのも奇妙で

はないか。例えば原発事故など、未来に大きな影響を与える企業の役員の責任は巨大であ

り多くの人の生死を左右する。 

巨大事故の場合株主への責任で辞任すれば済む筈はない。事故の結果は想定外では済ま

ず、未必の故意にならないだろうか。責任も巨大化した以上、法改正が必要と考える。 

巷では「地球に優しい企業」という装いをよく見かけるようになった。しかし一方では、

より巨大な構築物の構想や計画が次々に発表される。 

「グリーンウォッシュ」という言葉がある。地球に優しい企業を装いながら片方では、

消費が幸せを呼ぶと宣伝して大量消費を勧める。この装いの態度をグリーンウォッシュと

言うらしい。 

地球の限界を越える経済成長を政財界が進め、政府は補助金を出してまで消費を煽る。

その同じ政府や企業が、リサイクルを奨めるのは奇妙なことだ。 

使い捨てを誘う大量消費とリサイクルとは相反する生き方だ。採算の取れるリサイクル

は殆どなく捨て場を枯渇させている。リサイクルは大量生産の免罪符にはなり得ない。 

リサイクルは昔から健全に暮らす人々の日々の生き方だった。そのまま使い切ってから、

循環に戻りやすく捨てるのがリサイクルであり、大量消費以前の日本は、経済構造自体が

リサイクル市場を含んだ循環型社会だったのだ。 

地球生命環境の危機を前にして、人類の心の連帯は進まず、原因の分析ばかりで自らの

生活を脅かす不利な法律は作れず、身動きできないで対策を打ち出せないのは、先に逝く

身として寂しいかぎりだ。 

            

 

世界人口の推移 

         

２０世紀の１００年で４倍にも増えた人口は、人類による過剰消費と伴に、地球に負荷

をかける最大の要素だが、出生率が下がる条件が理解されるようにもなった。 

幼児への基礎保健や母親の初等教育により出生率は低下する。この政策へユニセフなど、

世界が力を入れるようになったことに加え、都市人口の増加で出生率が下がってきた。 

今世紀中に世界人口は９０億人弱で落ち着く可能性もあるが、その場合にも貧富の差を

減らさない限り、環境や人口の根本の問題は解決しない。それに３～４０年先の人類社会

や生命圏の状態は混沌としていて、人口の想定は殆ど不可能だ。 



次に書く≪世界人口の推移≫を見ると、西暦元年から産業革命までに約９億人が増えて

いる。年約５０万人の増加率だ。 

産業革命当時の１８００年から１９５０年までの１５０年間に約１５億人が増加した。

年に１０００万人の増加率だ。石炭文明になり人口が急激に増えたことが分る。 

１９５０年の頃から石油大量消費文明に入り、２０年間に毎年約６０００万人増加した。

高度成長期に入ってからは、年約８０００万人の増加が続いている。これは石炭文明期の

７～８倍の増加率となる。 

この増加率を、化石燃料を使用する以前の年５０万人の増加率に比較すると、石炭文明

で急激に２０倍、石油文明では爆発的に約１５０倍に増えたことになる。 

 

≪世界人口の推移≫ 

注；人口の数値は、人口の増加の流れが分かり易いように切り上げ下げした。 

 

１万年前― 数１００万。             （農耕を始める） 

西暦元年―１～２億。  １万年で約２億人の増加  （増加率の少なさに、生き抜く 

厳しさが偲ばれる）                               

１０００年― ３億。１０００年間で１億人の増加           

１８００年―１０億。 １００年毎に１億人の増加  （産業革命。大気中の 

２酸化炭素２８０ｐｐｍ） 

１９００年―１５億。 １００年間で５億人の増加           

１９３０年―２１億。  １０年毎に２億人の増加            

１９４０年―２３億。   １０年で２億人の増加  

１９５０年―２５億。   １０年で２億人の増加 

１９６０年―３０億。   １０年で５億人の増加  （大量輸送はじまる） 

１９７０年―３７億。   １０年で７億人の増加    

１９８０年―４５億。   １０年で８億人の増加  （消費が地球１個の能力を超過） 

１９９０年―５３億。   １０年で８億人の増加 

２０００年―６１億。   １０年で８億人の増加 

２０１０年―６９億。   １０年で８億人の増加   

２０１５年―７３億。 大気中の２酸化炭素４００ｐｐｍ、年２ｐｐｍ上昇中。 

 

      

 



第７章 エネルギー問題を考える 

                                    

 

新エネルギー開発問題－クリーンエネルギーとは      

 

初めに書いておきたいのは、人類の危機は大量消費に必要なエネルギー不足にはなく、

大量消費が地球の浄化能力を超えたために、蓄積された残留汚染によって生命環境が劣化

することにある。大気中の２酸化炭素の残留汚染による温暖化は、その証しの１つだ。 

経済成長し、物を多く持ち消費するほど幸福になるというのは幻想だった。大量消費の

結果、人類は自分たちが住む生命環境の破壊という、大きな不幸を招いてしまった。 

製品を造る過程は、エネルギーという拡がる熱の力を使って、原料から不純物や不要な

部分を分別することだから、エネルギーを使えばエネルギー自体が出す熱と汚れと、製品

から出た熱と汚れが空間に拡散される。 

現在クリーンエネルギーの開発に懸命だが、汚染を出さない「クリーンなエネルギー」

が無限にあったとしても、そのエネルギーを使って地球の浄化能力以上に製品を造り続け

たら、製品の出す汚染が溜まって生命圏は崩壊してしまうのだ。 

通常、汚染は地球の浄化作用で浄化されて元の循環に戻るのだが、エネルギーや製品の

原料の種類によって、循環に戻るまでの期間には差がある。 

例えば、１０年で浄化されて循環に戻るものを５年で消費すれば、５年分の汚れが残留

するので、持続的な消費はできない。 

核廃物も万年の単位で循環に戻るけど、数１０年の人間の寿命には合わず、持続しては

使えない。 

人の日々の生活に最も合っているのは、生きものたちが奏でる四季の巡りという循環だ。

四季の巡りは他の命からの無償の恵み、人の身体は移り変わる四季の恵みに合わせて進化

してきた。だから四季を美しく感じるのだろう。  

太陽エネルギーはクリーンと言われるが、地上に着いたときには既に地球の営みに使わ

れて拡がってしまい、人間が求める程の大きな拡がる力は残されていない。 

この残り少ないエネルギーを集めるためには別のエネルギーを必要とする。しかしこの

別のエネルギーも拡がりながら汚れを出すので、その汚れの量を差引けば、多くの収支は

期待できない。 

太陽や風力などの天の与えるエネルギーは、面積当たりの拡がる量が残り少ないので、

そのエネルギーを集めるには、広大な面積と設備が必要になる。 

設備の製造や設置に使ったエネルギーは、集めた太陽や風力エネルギーから差し引かな



ければならない。クリーンエネルギーの開発が採算に合い難い理由はここにある。 

洗濯物を干すように、労力も殆ど加えず太陽熱をそのまま使った場合は確かにクリーン

なエネルギーだ。 

広大な土地が必要なクリーンエネルギーを貪欲に求めて設備を増やせば、森は切られて

故郷は命の環境の劣化した無残な風景になる。太陽エネルギーを無償で集めて多くの命を

養ってくれる森を切るのは、愚かというより何と強欲なことだろう。 

緊急にするべきことは、地球の限界内に消費の量を戻す努力であり、新しいエネルギー

の開発ではない。地球の限界内に戻らなければ生命圏の危機は減らないからだ。 

考えられる方法として再度書くが、税制改革でお金の流れを変えて大量消費を抑制し、

石油エネルギーと現在ある施設を有効に使って残留汚染を減らしながら、地球の限界内に

戻る方向を選択するのが最良で最短の路であると考える。 

何故なら、現在ある中で大量に使えて使い易い、一番クリーンなエネルギーは石油だか

らだ。 

経済成長を固持し、石油よりも汚れの多い資源を使って新しいエネルギーを開発すれば、

GDP と雇用は増えるが残留汚染を増やし、汚染の処理費用が更に増えて困難を大きくし、

社会経済構造の破綻までの時間を、自ら縮めることになる。 

残留汚染は科学技術で解決できると期待する風潮があるが、科学技術で汚染を消せるか

どうか、簡単な物理的な知識があった方が分かりやすい。 

膨張する宇宙の中では、物ごとは時間という１方向にしか変化できない。拡がった汚染

を科学技術で元に戻そうとすれば、時間の流れに逆らって大きなエネルギーを必要とする。 

その結果、消したい汚染は消えても、消した汚染より更に多くの別の汚染が発生するの

で汚染の量は元の汚染よりも増えてしまう。したがって科学技術で汚染は減らせない。 

これが宇宙の法則の概略的説明だ。科学技術が如何に発達しても、時間の流れる方向を

科学技術では変えられない、ということだ。 

 

 

命にとって基本のエネルギー―自然の循環動力の恵み 

 

生きものたちは、天の与える無償の恵みの範囲で、お金も必要とせず連帯の本能だけで

数１０億年を生き抜いて、続く世代に命の希望を託してきた。 

命にとって、生き残るための基本的な経済価値とは、自然が無償で働いてくれる、地球

規模の循環動力が生み出すエネルギーである。 

地球には、真っ白い雪や雲や雨や小川や海による水循環の輪と、樹や草や花や大きな生



きものから微生物までの、命の連鎖の輪が創る生物循環がある。地球に命が存続できるの

は、これら２つの循環の相互作用による無償の恵みがあるからだった。 

それは、生物循環というエンジンを太陽熱で回し、水循環で冷却する動力の恵みであり、

エンジンが排出した熱は、水循環が吸い取って冷却し蒸発し地球の上空で熱を宇宙に戻す。

車に例えるなら水冷式熱エンジンといえる。 

これが生物循環と水循環が協力して与えてくれる、無償の天の恵みだ。そして生物循環

というエンジンは、生物たちが連帯し協力し合って、数１０億年をかけて営々と創りあげ

てきたものだ。 

生物循環を簡略化すると、植物が水と太陽の熱を使って無機物を食べものに変え、動物

がそれを食べて「汚れ」に変える。この汚れを微生物が食べて元の無機物と熱に戻す。 

私たちが堆肥を作る時に８０℃もの熱がでるのは、微生物が汚れを元の太陽熱と無機物

に分解している過程の現象なのだ。 

微生物による汚れの分解のことを「腐る」と言うが、微生物が居なかったら僅か１年で

地球上は汚れの山となる。土壌は小さな生きものが無償で働く汚物処理工場である。 

但し、「汚れ」とは人間にとって不要なものをいうのであり、次に待つ生きものに必要

なものだ。生物循環の中に、汚れという無駄は一切ない。 

命は死ねば次の命の食べものになり、捨てた物は微生物が分解して土に還す。土に還っ

た養分は植物となり他の命を養う。このように生きものたちは連帯して種を増やし、地球

の隅々まで生物循環の環を拡げていったのだ。 

生物循環を太く豊かにしているのは植物である。植物は太陽エネルギーを利用し、大気

中の２酸化炭素を、地面から吸い上げた水を使って光合成し、食べものに換えて生きもの

を養い、光合成の際に廃物として酸素を排出する。 

また植物は、光合成に使った水を水蒸気に変えて大気に返す。森が雨を呼ぶのは森の上

に水蒸気が多いからだ。 

このように植物は、炭素や酸素や、更には太陽からの熱の循環にも大きな役割を果して

いる。植物は生物循環の命の大元と言えるだろう。 

 一方の水循環は、微生物により汚れが元の無機物と熱に分解され、水がその熱を吸い取

って蒸発し、空高く昇り地球の外に熱を返す。 

蒸発は不思議な力。重力に逆らって年に約５００兆トンもの水を空高く運び上げる巨大

な無償の恵み。水蒸気は上空で熱を捨てて冷えて雲になり、雨になり雪になる。雲は空の  

巨大な貯水池なのだった。 

恵みの雨や雪は地上に返り、生きものの体を潤し、熱や汚れを吸い取って命を養ってく 

れるのだ。 



雪は、水よりも多くの熱を吸い取ってくれる有り難い存在である。だから白い雪は特に

美しく見えるのだろう。命に善いものは美しい。 

地球上のあらゆる循環は、この熱の流れを介して宇宙の大循環に繋がっている。それは、

生物循環の中の小さな循環である私たちの体も、熱を介して大宇宙に繋がっていることを

意味する。 

２～３００年前、元は生物だった化石燃料という動力に使えるエネルギーに出会うまで、

人類も他の生きものたちと殆ど同じく、無償の循環の恵みの中で生きてきたのだ。 

生物循環が与えてくれる価値は、生きものたちが無償で働いてくれる労働であり食べも

のであり命の育成であり、提供し続けてくれる無償のエネルギーの恵みである。 

近代経済は、市場でお金に換えられるものを価値とし、欲望というその時により変化す

る幻想を原動力とし、地球の循環という熱エンジンの無償の恵みを無償がゆえに市場では

無価値としている。 

しかしそれは、最も経済的で命に大切なものを無価値とし、その命の大元の循環の構造

を浪費し破壊してきた歴史と言えるだろう。 

生物循環の動力は、生きものたちが本能により営々として創りあげてきた、命の連帯と

いう、たった１本の糸で編み上げた美しい織物のようなものだ。それはとても繊細で一所

が綻びると次々に伝線し広がって行く。  

この有難い、無償で働いてくれる生物循環や水循環という恵みを壊してまで、一時的な

欲望を満たすのは、経済活動としては大変奇妙ではないか。 

人類の誇る知性は、未来を見据えて続く世代の命たちに、より循環豊かな生命環境を残

すために与えられたのではないのだろうか。 

人類は与えられた特殊な大脳の働きによって、この循環という無償の恵みを大きく育て

るのが、生きものの存在としての役割であると私は考える。 

政財界が環境保全条約などに反対するのは「この条約は現在の経済に悪影響を及ぼす」

という理由だ。 

それは未来という観念不在の短い任期内の経済であり、森林の伐採やダムの建設などに

よって、長期的に無償で有難い天恵を破壊したりすることになる。 

市場で売れるかどうか。貨幣の多さに生きる価値を求めることに慣れてしまった人類は、

何でも、心までも貨幣で計ろうとする。 

心を貨幣で測れるなら、スーパーコンピューターを使って、生物循環や水循環を部分的

にではなく、長期的に全体に亘ってしっかりとした貨幣価値に換算すればいい。 

循環の価値は眼には見え難いので充分には換算できないだろうが、元々貨幣そのものが 

幻想で成り立っているのだから、大雑把でいい。無償の価値を価値とする実体経済学への



変革への道となるだろう。 

他の命たちの恩恵を受けながらそれを悟らずにきた人類に、「命は連帯している」こと

を気付かせてくれるだろう。 

私たち老人は続く世代の命たちに、傷めた地球の循環を回復して残す努力をせず、この

世を去っていい筈はない。 

 

 

地球環境問題の推移―消費が地球にかける負荷の概念       

 

 学術書関連の文献の頁を探し読み直すのに手間がかかった。大雑把な推移があれば理解 

が早いだろうと考え、受験ノートの様で味気ないが、繰り返して列記する。 

 

１９５０年頃―大量消費文明始まる。商業用原子力発電の稼動。（１９４５年日本敗戦）  

１９６０年頃―大量輸送時代始まる。化学物質や煤煙、川や海の公害が循環を蝕み始めた。 

化学物質の拡散の危険につき「沈黙の春」が出版され世に問うた。 

１９７０年頃―国連事務総長が「世界の国々が協力して１０年以内に対策を講じないと、

地球環境は抑制不能にまで悪化するだろう」、との警告の声明を発表した。 

同じ頃「成長の限界」が出版され、消費は地球の能力を越えることが出来 

ないと警告。日本は敗戦後早くもＧＮＰ世界２位。 

２回の石油ショック、経済成長への警告。 

これら警告を受け入れて対策を採っていれば、人類は持続可能で満足でき 

る生活ができた筈だが、オイルショックの警告にも世界は動かなかった。 

１９８０年頃―人類の大量消費が地球１個分の持続可能な扶養の限界を超えた。 

これ以後のＧＤＰ成長分は何らかの形で残留汚染となる。 

北半球の氷が眼に見えて融け始めた。生物種が急激に減り始めた。眼に見

える地球の変化は、人類の大量消費が地球の限界を超えたことの証しだ。            

この年の大気２酸化炭素濃度は、北半球に氷の存続可能限度３４０ｐｐｍ。

この濃度に連動して気温は徐々に上昇し、北半球の氷は消滅に向かい、海

面も連動し数世紀をかけて徐々に約２５メートル高に向かう。 

１９９０年頃―期待の地球環境サミットの成果ない。千数百名もの世界の著名な科学者が 

「根本的変化が直ちに必要。欲望を抑制しなければ生命を維持し続けるこ 

とが不能な世界になる」との警告書を出したが無視された。 

気象の異常が目立ち始めた。空から見る気象や環境の異常は更に進んだ。 



２０００年頃―地球 1.2 個分が必要な消費をした。0.2 個分は残留汚染となる。 

南極の棚氷が崩壊し始めた。 

温暖化対策で京都議定書を纏めたが、２酸化炭素排出主要数ヵ国が、離脱

又は協調せず炭素排出権の売買も効力薄く、２酸化炭素濃度は更に増えた。

会議は続くが人類は未だ行動を始めない。経済成長志向は更に強い。 

２０１３年 ―ＩＰＣＣ温暖化防止会議が、今世紀末に気温が 2.6℃～4.8℃上昇すると発  

表。 

生物種は過去約１億年毎に 5 回絶滅に瀕した。現在は、過去５回の絶滅率 

の数百倍もの驚愕的な速さで生物種が減っており、生物は 6 回目の絶滅に 

向かっているのは確実と言える。 

２０１５年 ―大気中の２酸化炭素濃度が４００ｐｐｍを越えた。年に２ｐｐｍ増加中。

２５年後の２０４０年には濃度が４５０ｐｐｍを超える。 

以下は氷の歴史の概要； 

氷の歴史では気温１℃の上昇で海面は徐々に５メートル上昇する。 

大気の２酸化炭素濃度が３４０ｐｐｍを越えると連動して気温は２～３℃ 

上昇し、北半球の氷が消滅し海面は２５メートル上昇する。 

濃度が４５０ｐｐｍを超えると連動して気温は４～５℃上昇し地球上の氷

は消滅に向かい海面は７０メートル余上昇し、その状態が万年単位で続く。 

注）海面上昇の速さ；       

過去１３万年の例に、１℃の自然上昇で１００年に５メートル高がある。 

今世紀中に急激に５℃も上がったら、海面の上昇率は加速するだろう。 

万全の対策を採る時間の余裕は既に使い果たした。現在は生命圏の劣化を 

如何に少なく抑えて続く世代に残すかの段階にある。 

２０２０年頃―１９８０年には充分な筈だった同じ環境保全対策が、２０２０年では残存

汚染の４０年に亘る蓄積増で、全くの不足になる。人類が消費しているの

は資源と伴に時間と言える。 

２０３０年頃―資源や汚染の壁が次々に現れ、色々な困難が同時期に押し寄せるだろう。 

国家破産を含み、世界経済社会構造が崩壊している可能性は高い。 

地球の循環量の限度内に戻らない限り、対策が遅れるほど生活質の劣化は

深刻に、遅れるほど社会の崩壊度が大きく、遅れるほど崩壊は瞬時にくる。 

２０４０年頃―大気の 2 酸化炭素濃度が終に４５０ｐｐｍを超える。この濃度を超えると 

気温は４～５℃上昇し地球上の氷は全て徐々に融けて、行きつく先は海面 

が７０メートル余り高くなった世界だ。 



２０５０年頃―子や孫は、残留汚染の中で劣悪な生活を強いられているだろう。 

２０７０年頃―生命圏の状態は想像がつかない。何らかの物理的影響を原因として寿命が 

       著しく減少し、世界人口は崩壊し始めているかも知れない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第８章 貧富の差は諸悪の根源 

 

 

拡大する貧富の差は諸悪の発生源            

 

貧富の差は、テロリズムや難民問題を始め世界経済や国家間や国内の軋轢の大元であり、

心と物の両面から人間社会を崩壊させ、地球環境を劣化させる諸悪の発生源である。 

貧富の差が犯罪を生むとしたら、貧富の差が犯罪そのものだ。現代世界の宗教間の対立

や紛争も、元を辿れば貧富の差に辿り着く。 

世界の自由市場で経済成長を続けたこの半世紀、途上国と先進国の間にあった南北格差

や貧富の差の問題は、今では先進国の国内にまで転移蔓延し、世界中の若者たちの多くが

ワーキングプアに追いやられてしまった。 

「ワーキングプア」というもの悲しい言葉は、自由市場が生んだ欲望の自由を肯定する、

言い換えれば、貧富の差を肯定し、他人の困窮や他の命に無関心な知性と法律の社会が生

み出したもの、と言えないだろうか。 

若者たちは、国の天文学的借金や年金や高齢者医療の支払いを担い、劣化した生命環境

と有害化合物や核廃物の管理を強制された社会の中で、今後を生きることになる。 

敗戦後の約３０年、日本は他国に比べて安全な場所だった。貧富の差の大きな国を飛び

回りながら、私はそのことをいつも強く感じていた。 

その頃、日本の累進課税の最高税額が７５％だったこともあり、貧富の差はそれ程大き

くなく安全な国だったのだ。それに、戦争の苦しみから解放されただけでも、人々は幸せ

だった。 

だがその日本も富裕層に甘くした累進税率の変更で、今は GDP 大国中での貧富の差の

大きい国順の第２位に在る。人心は荒廃に向かい、理由すらはっきりしない凶悪で不可解

な犯罪が増え、子どもの通学中の心配までが必要になった。 

貧富の差の弊害は、人間社会の殆どの問題を網羅する。消費を煽る経済制度に加えて、

上に甘い税の制度である限り、格差が生じ社会に妬みと敵意が育つ。 

更に、世界の経済競争に負けるとの理由で採用された「非正規雇用制度」は、低賃金を

固定化された国の日本版だ。時給も先進国中では最下位に近い。憲法の定める「人間らし

い生き方」の生活には程遠い制度であり、採り入れた指導者の心を悲しく思う。 

「人間らしい生き方」の不可能な低所得の人たちを、雇用者数として統計に入れるのは

慎むべきではないのか。憲法の違反にはならないのだろうか。 

原子力発電所の現場には、所謂ワーキングプアの人たちが非正規雇用で派遣され、被曝



の実態も分からない健康の犠牲の上に、原子力発電は成り立っている。 

貧富の差の大きな社会は、人心が荒廃し犯罪を呼び、いわゆる「外部不経済」としての

安全管理対策の費用が増大する。これら安全対策の費用の増加により、福祉や教育や社会

を整備し維持する費用が減らされ、幸せのための必要経費が削られていく。 

その結果、殺人や社会への復讐という無差別の殺戮など、憎悪や猜疑や虚無の心が拡が

って、人の絆が断ち切られ寂しさと孤独は自死を呼び、親子や夫婦の間の心の絆が薄れ、

道を歩く人の顔や色々な窓口から微笑みが消えていく。 

世界の格差を眺めてみた。国連の資料によると、世界の総ＧＤＰは約７０兆ドルであり

世界人口は約７０億人。平均すると年に 1 人約 1 万ドルだ。 

更に資料は、世界の半分の約３５億人が１日に２ドル以下の生活をしている、と書く。 

１年中、休みなく働いて１日２ドルとしても、年に約７００ドルだ。 

この貧しい３５億人への配分は、あまりの少なさに何度も計算し直したが、２５兆ドル

ではない。僅か２.５兆ドルである。 

残り３５億人が７０兆ドルの約９５％を取得する。これで平和を求めて会議を開いても、

満足する結論がでる筈がない。格差をそのままにして世界平和を望むのは無理だ。 

この半世紀で、知性の崩壊を思わせるような貧富の差が拡がった。経済成長に世界人口

の急激な増加が伴い、その格差は今も拡大の一途を辿っている。 

安い労賃に閉じ込められた人たちの、貧富の差への怨念や食料不足はテロリスト組織の

温床であり、中東や世界平和の不安定要因となっている。 

貧富の差が大きいと別の問題も生じる。食料を移動させるとお金のある国に食料が集ま

ってしまうのだ。多国間流通という要素が介入して他国の農地を安く開発し、安い労働力

で食料を生産し、産出国で売るよりも高く買う国に輸出する。「南北問題」の原点である。 

この流通の構造から別の悲劇も起きてくる。余っている食料を輸出するならまだしも、

飢餓の蔓延する国からでさえ、高く買う国へ食料が輸出されてしまうのだ。 

このように、食料の分配だけを考えても、食べものはお金のあるところに流れていく。

飢えた人たちが多いのは、食料が足りないからではなく買うお金がないからだ。 

買うお金がないのは働かないからではなく、いくら働いても日に１～２ドルしか労賃を

貰えない上に、労賃を上げて貰えないからだ。労賃が上がらないのは、他の国の人たちに

働かされているのが大きな理由である。遠くは植民地政策以来、労賃の低い国が溢れてい

るので、労賃は買い叩かれてしまうのだ。 

こうして生産された物は裕福な国の消費者に渡っていくが、裕福な消費者は、遠くの貧

しい国の低賃金労働者の顔や実状や生産過程を知らず、より安い方を求めてしまう。 

したがって世界経済が成長しても、低賃金の立場はそのままに置かれ、貧困が固定化さ



れてしまうのだ。                             

国際人として働くには、流暢な外国語の習得や貿易で利益を上げる方法だけではなく、

世界の人たちとの心の絆が大切であり、「命の連帯」が伴に生きる基本と考える。 

相手を同じ大切な命として、相互の幸せを願い合う間柄を基本に置いて働きたいと思う。

命と心の絆を世界に広げて欲しい。お金の絆では、平和も仕事も長くは続かないのだ。 

貧富の差の大きな国々に飛ぶ機会の多かった私が見たうちで、最も滑稽に思えたのは、

牢獄と同じような造りの高い塀の中に、銃を持つ私兵に守られて、裕福な人たちが集団で

家を建てて住んでいる光景だった。 

「牢壁」の塀の外には長閑な風景は皆無だ。在るのは眼を背けたくなるような人たちの

姿と貧しい生活だった。 

続く世代の幸せを本当に望むなら、空想と言われても、分ち合うという人間の常識的な

知性として、公平な税制を含む経済構造に変革する他に方法があるだろうか。 

命の連帯を忘れた貧富の差は人類の知性が犯している大罪であり、環境の破壊を含めて、

人類社会の諸悪の根源という他はない。 

 

 

貧富の差と地球環境―先進国は途上国の手本になり得るか 

 

地球環境の破壊には貧富の差が関係する。貧しい国は外貨を得るために、自国の環境を

荒廃させてまで、資源や農産物や労働力を富裕国に安く輸出せざるを得ず、その輸出物が

富裕国の消費と汚染を拡大するのだ。 

貧困のため環境を壊して売らなければ生きられない人が多い一方、世界の田園森林地帯

を開発してビルを建て、車や商品を並べて消費欲を煽り、環境を壊す裕福な人も多すぎる。 

貧富の差と平和と環境には連鎖的に密接な関係がある。平和を望み、美しい地球環境を 

取り戻したいなら、貧富の差を減らすのは最優先の課題と考える。 

気の進まない書き方だが、地球環境の劣化につれて経済成長が減速した裕福な国々が、

人件費の安い国に資本を投入し、民主化を標榜に欲望の自由を煽り経済を成長させ、自国

の経済成長の源動力に変えているように私には見える。その結果、最も好ましくないのが

貧富の差の誘発である。妬みと人心の荒廃を生むからだ。 

貧富の差には環境破壊が伴う。資源や人件費の安い国で製品を造らせたらどうなるか。 

テレビの画像でも分かるように、巨大ビルや大型工場が立ち並び、車やオートバイが道に

溢れ、水の汚染と森の破壊を見る。大気の汚染も凄まじく有害化合物の拡散を想像する。

貧富の差が拡大して初等教育もままならない国に、原発まで売り込む話を聞く。 



これでは、成長でも幸せでもなく、相手の国土と人心を疲弊させる行為ではないのか。

途上国の環境に負荷をかけて利益を上げ、貧富の差を拡げて先進国が自国の環境は守って

いる構造と言えないだろうか。 

人口の多い途上国の人たちが、先進国と同じ水準の消費をしたら地球環境はどうなるか

と心配する論調がある。片方で大企業は途上国に投資をして欲望を煽り、貧富の差を助長

し人心の荒廃を持ち込んでいる。 

私の疑問だが、大企業には心優しく頭脳も優秀な人が多い筈なのに、どうしてこのよう

な結果になるのだろう、と考えてみた。 

企業の組織は体質として、企業で働く人たちの常識的な心を超えて、法律に違反しない

限界の範囲で最大限に利益を上げるように動いていく。その動きは最貧国に武器や原子力

発電を売り込む行為にも見て取れる。 

法律に書いてなければ、如何に多くの残留汚染や不公平を相手国に積み上げて疲弊させ

ても、法律と利益で動く組織が人の心の優しさや責任感を超えていく。これは企業の組織

や心の問題というより、法律に不備があるのか、或は国の在り方としての憲法にも原因が

あるのではないか。 

日本には、武器の部品でさえも輸出してはならない法律もあるのに、凶悪な武器に早変

わりが可能な原子力発電の輸出は、法律に書いてないから輸出できるのだ。 

途上国の幸せな発展を願うなら、短期的な利益を求めず、本来の民主化を願い貧富の差

が拡がらないよう細心の注意を払いながら、途上国が平和で幸せな国になることを願って、

福祉と教育への投資を最優先にすれば、途上国に公平さと幸せと落ち着きが生まれ、宗教

の対立も薄まり平和を呼ぶだろう。美しい田園風景と、民の心に微笑みが残るだろう。 

先進国に物は溢れているが、一部の人だけが裕福で心荒々しく、今は貧富の差も大きく

なり牢獄人口も多い。余った物や食べものが捨てられ、街をいく人に微笑みはない。 

裕福な国のこのような現状を知れば、静かな国に生きる人たちは、先進国を手本として

後追いをする気持ちも薄れるだろう。 

世界では国家間の格差でテロリスト集団を生み、国内の格差で内乱になり、双方に兵器

が売り込まれて生活環境が無残に破壊されていくのを、毎日のようにテレビで見る。 

近代化時代の列強の競争の末に、資源の争奪と民族の支配や植民地化の後遺症と併せて、

折角独立した後に貧富の差が残された。そのために地球環境も大きく劣化したのだ。 

社会主義の国が市場経済を採り入れた時、貧富の差の少ない穏やかで豊かな国になると

期待した。 

しかし自由市場経済の欠点を増幅したような、貧富の差を更に大きくし農村を疲弊させ、

環境汚染の激しい国になっていった。今後、劣化していく地球環境の危機に際し大きな障



害になるだろう。 

これは近代化の時、文化として根付いてきた「循環の思想」を離れ、そして軍を制御で

きなかった日本に似ている。   

軍縮の議論のありふれた言い方だが、軍備は使わなければ無駄であり、使えば社会構造

を破壊し、敵も味方も消耗する。生み出すものがあるとしたら増幅された敵愾心だ。 

問題なのは、兵器は使われなくても平時の軍需産業の成長のために、強力で高額な兵器

と防御兵器へ造り換えられ、幸せに必要な費用を減らして国を疲弊させる。使わなければ

役に立たず金を喰い、使えば世界を崩壊させる軍備は、まさしく外部不経済に相当する。 

他国の内乱に何兆ドルもの軍事費を使うより、知性を誇るなら発想を逆にし、非難制裁

応酬外交を洗練し、命の連帯を基本に、相手国の福祉などに巨額の軍備費を振り替えれば、

敵愾心は友好の心に変わり貧富の差も縮まり、世界は自然に平和に向かうだろう。 

多くの命と数兆ドルを無駄にせず、環境対策と平和外交に使えば、平和で美しい世界を

取り戻すのは、今からでも可能と思われる。 

 

 

物の所有と幸せの原則                 

 

物質的な幸不幸には簡単な原則がある。周りの人と自分との間に貧富の差さえなければ、

物質的には平和でいられるし、心も穏やかでいられるのだ。人に優しくもなれる。 

物がなければ不幸になるのなら、便利なものの無かった昔の人たちは皆不幸だったこと

になる。物のないのが不幸ではなく、物を持てば幸せでもなく、自分だけ或いは特定の人

だけが物を持つと、心に妬みや争いごとが増えてみんなが不幸になる。 

裕福であるとないとに拘らず、貧しくても貧富の差の少ない国の特徴は、旅先での心が

和むことだ。微笑みと身に沁みる親切は、旅路の嬉しい「おもてなし」。私の、８０余年の

旅路も同じだった。生涯の心の旅路での幸せは、優しい心に出会える喜びにあった。 

私には貧富の差の大きい国を訪れる機会も多くあったが、そこでは常に心が落ち着かず、

近代的なホテルの外の貧困を前に、私が私であることに心が滅入った。 

これは飛行士として飛んでいった先の色々な国を見たり、山に登りに行った時に、心に

しみ込んだ経験でもある。 

その現状と私の生活を比べて考えたことがある。私が物質的に贅沢であるかどうかの基

準のことだ。思いついたのが、世界のＧＤＰを世界の人口で割ってみることだった。 

結果、赤ちゃんから老人までを入れた世界人口の頭割りＧＤＰは、約１万ドルだった。

為替は変動するが年 1 人約１００万円だ。現在私は妻と２人なので年に２００万円になる。



これを基準に生活を考えると、何をするにも贅沢に思えて恥ずかしい。 

国連の報告書によると、１日２ドル未満の生活をしている人が世界人口の半分も居ると

のことだ。世界の貧しい人たちを想うと、残り少ないこの世での居心地が良くない。 

今ひとつ、物の所有と幸せの見方だが、人はある程度の物やお金を持ったら、それ以上

お金や物を増やしても、増えた量に比例して幸せ感は増えないことだ。 

生きるために必要な物が揃うまでは、物欲の満足度は増えていくが、ある水準に達する

と、それ以上に物を増やしても満足感は減っていく。その減る度合いと持ち物の増える量

には、交点がある筈だ。食事の満腹感のようなものだ。 

これは私だけの考えではない。国連などの資料を調べている内に見つけたのだが、その

交点は１人年 1 万４０００ドル位だったように記憶している。人の欲望のレベルと、贅沢

や幸せを考える上にとても興味のある値だ。 

私は８０年余の生涯で幸せそうな人にも会ったけれど、お金や物があるから幸せには見

えなかった。裕福なのに常に不機嫌な顔の人も多く見た。この経験からも、ある程度を超

えたらお金や物の裕福さは心の裕福さとは関係がない、と言い切っていいと思う。 

もし多くのお金や権力や地位を得ると、私はどう変わるだろう、とも考えた。ひと様を

疑う心が生まれないだろうか。心配なのは孤独という最も不幸な状態に陥る可能性、これ

は怖い。孤独の恐怖は財産が多いほど、権力欲が強いほど深くなるのかも知れない。 

結局は、ある程度の持ち物が揃えば、それ以上は反対に、財産の管理や見栄や優越感に

心と時間を奪われて心が貧しく卑屈になる、と考えた方が良さそうだ。 

卑屈にさえならなければ、貧乏の方が物やお金に心を費やす時間が少なくて済むので、

他の命を考える時間も増えて心が豊かになっていい、とは思う。しかし生きていく上に、

いくら働いても物が少な過ぎると、物が多過ぎるのと同じく心が貧し孤独になってしまう。 

どうやら、有り過ぎても無さ過ぎても心は貧するようだ。これは昔の賢人たちの考えに

も合致すると思う。 

今の世は、時間泥棒という幻想に追われて忙しい。心を亡くすと書くその漢字のように、

富豪も貧乏も忙しければ心が貧する。世界を動かす人の忙しさは、見ていて気の毒だし、

心配になる。国の首脳は、何よりも命の連帯を大切に考える人であって欲しい。 

お金に囲い込まれて成り立っている現在の都会生活は、お金がなければ盗むか強奪しな 

ければ生きられない構造だ。刑期を償い出所しても同じ道を繰り返すしかない。貧しい人

がお金に困る場合には、日々が直ちに死活問題になる。 

物を買う時に何を基準に考えるだろうか。欲しいと考えていなかった物を広告で知り、

欲望を開拓されて買わされる。現代社会には、子どもたちの心に欲望を掻き立てて不要な

物を買わせる仕事をしていても、心の傷まない大人たちが増えている。 



このような環境に育った子どもたちは心を蝕まれ、命の絆よりも、物を持てば幸せにな

れるような幻想を心に刷り込まれながら、成人になっていく。命への思い遣りの心が育た

ないまま、社会や国を動かす地位に就くかも知れない。 

広告に釣られて買った物を後になってみると、本当に必要なものは殆どない。使い勝手

がよくないことが多く、物置に入れてしまえば存在さえも忘れ去る。必要な物を取り出そ

うと物置を捜せばガラクタの山に遮られて、何がどこにあるのかも分からない。 

 それでいて、買ったものは可哀想なのと勿体ないのとで、捨てることもままならない。

旅先で買ったもの、少しでも想い出のあるものは尚更だ。子どもや孫が育った後に残して

行った壊れた玩具や人形や、古着などへの執着心まで捨てることの難しさを、納戸の中で

思い知る。 

死んだ後には何も残っていないのが私の理想ではあるけれど、物を減らすのを先延ばし

にしている内に、残された日々の方が減っていく。 

残ったお金は例え少なくても同じだ。年収１００万円に満たない人の福祉にでも渡るよ

うな特定の税制になっていれば、旅立ちを前に困っている人たちを自分で捜さないで済む。 

生きていて使えない多くの資産がある人は、死ぬ時さぞや面倒なことだろう、と余計な

ことまで頭に浮かぶ。旅立ちが近くなってみれば色々と、今まで考えもしなかったことが

気になるものだ。 

持ち物は少ない方が、凛とした日本の床の間のようにすっきりとしていて、心も幸せで

いられると、つくづく思う。 

幸せは、物質豊かな文明の中にないことは確かだ。 

 

 

貧富の差への私の想い―ひとは自分を選んで生まれたのではない   

 

能力のある人もそうでない人も、夫々の能力に応じ、自分の居る場所で、伴に他の命の

幸せのために働き分ち合い喜び合えたら、生きていて何と素敵な世界だろう。貧富の差や

地球環境や世界の揉め事を考える時、いつも想うのはこのことだ。  

学生の時、初めての海外経験で、コルカタでの全インドテニス選手権に招かれて行った

折に、凄まじい貧富の差を見た。ホテルでの朝、外の路上に人が冷たくなっていた。 

飛行士になってからの私は、貧しい国々へ飛ぶ機会が多かった。そこには、私が私に生

まれたことへの理不尽さが溢れていた。 

私は自分を選んで生まれたのではなかった。最貧の人に生まれるのも、私を嫌っている

人や、人間以外の生きものに生まれる、或は無機質な分子のまま、命には生まれなかった



可能性も考えられる。私たちは皆、偶然に生を受けたのだ。 

勝れた才能もそうだ。理解力、組織力、記憶力やＩＱの高い人など、優れた才能に恵ま

れ生まれた人たちがいる。そのような人は、与えられた才能を他の人や命の幸せのために

役立てて欲しい。 

 偶然に与えられた生であり才能ならば、それは自分だけのものではない。才能で得た富

は分ち合って他の命のために使い多くの命を喜ばせ、幸せを願って生きていく。。。 

私の生まれた日本が世界に先駆けて、このような国の在り方を世界に示せたら何と素敵

なことだろう。日本に生まれたことが大きな喜びになるだろう。それは、命を大切にする

条文の在る憲法と、税制の在り方で可能と考える。 

私に凄い能力があったらなあ、とよく思う。そしたら多くの人たちを喜ばせるという、

喜びの中に、伴に生きる日々を過ごせただろう。叶わぬ愚痴だ。 

しかしそうでなくても、与えられた能力一杯に他の命を喜ばせるために生きればいい。

私の見つけた「青い小鳥」、他の命の喜ぶのを見るのがこんなに嬉しいということを、早く

青年の頃から知っておけばよかった。 

見方を変え、勝れた能力で得た富を自分の我欲や特定の組織だけに使ったらどうなるか。

他の命との絆に基礎に置かない勝れた才能や知性や欲望は凶器になる。それに勝れた能力

は、見栄や権力や名誉やお金の我欲と結びつき易いようにも見える。 

人には程度の差はあっても見栄がある。見栄は特に手強い相手だ。見栄はあらゆる我欲

と伴に在る。追い出すことに私も生涯で時間と心のエネルギーを費やしたけれど、心静か

な心境にまでは、今少し達していない。 

世界を導く立場に居る人は余ほどの才能があったからだろう。けれど地球の生命の危機

というのに世界は動かず、今だに争っていて一触即発の情勢にある。 

心理の本に、見栄の強い人の周りの人や存在は、見栄の強い人にとって見栄を満足させ

るためにある、と怖いことが書いてあった。心が凍る想いがする。才能を凶器としてでは

なく、続く世代に美しい地球を残すことに使って欲しい。 

    

 

 

 

 

 

 

 



第９章 輸出入の自由化と環境問題 

 

 

物の移動と循環の破壊 

 

地球環境を考える上で、環境を循環と読み替えると分かり易い。環境破壊とは、水循環

や生物循環など、自然が無償で与えてくれる循環を破壊することだ。その循環の量を増や

せば地球の浄化能力も増えるので、消費を増やすことができる。 

循環の量を豊かに保つ基本は、物資の移動距離を短くすることにある。物資の移動距離

が長いほど循環の環はバイパスされて細り、全体の循環量が減るのだ。 

輸出入の例で言えば、食料を輸出するのは水と土壌を輸出することだから、持ち出され

た土地は痩せて循環量が減るので、生産量が落ちる。 

土壌を化学肥料や地下水で補えば、砂漠化する。輸入を強いられた国では、田畑が不耕

地となり放置され土壌は崩壊する。農産物の移動による国際分業は、農地の土壌を破壊し、

世界の総生産量を減らすのだ。 

そして、移動中は多くの２酸化炭素の汚染を拡散するので、循環破壊の規模は輸送距離

に比例して遠いほど大きくなり、生命環境の破壊に直結する。 

製造業を端的に言えば、輸出国が１０トンの原料を輸入し３トンの製品を輸出すれば、

７トンの廃物が汚染となって残り、輸入国側の製造業は衰退して雇用が減る。 

現在色々な自由貿易協定の交渉が行なわれているが、交渉の前提に、土壌の保全や輸送

が排出する２酸化炭素などを含む、地球環境問題が交渉の基礎にないのは、姿を現し始め

た生命圏の危機が他人事のようで、奇異に思える。 

今の自由化会議のように、相手が不足していない物を安く売りつける競争が、消費者の 

幸せになるとは思えない。別の項の「なぜ輸入品は安いのか」に述べるように、安いのは、

生産過程の何処かに無理がある。 

貿易の本来の目的は「不足するものを補い合い分ち合う」のが、人類が連帯して生きる

上での基本ではないのか。売りつけられるのが嫌なら、相手の欲しがらないものを売りつ

けなければいいのだが、そこに影を落とすのが、寡占を求める巨大企業からの政治献金で

ある。 

輸出入の自由化交渉の推移を見ていると、政治献金の額によって結果が決まるように思

えてしまう。結果は公平性を欠き、途上国には不利な影響を与えるだろう。 

今にして思うと、日本が大店舗法を導入した裏には、国際資本の遠距離大量輸送による、

グローバル化の長期的な戦略があったのだろう。大店舗法の導入は、遠距離輸送で地球の  



循環を断ち、生命環境を劣化させる要因になっている。 

無理を承知で書くが、生命環境を守った上での自由化は、人間が移動し居住する自由で

はないのか。小鳥や動物たちは、そうやって地球を傷つけないで生きてきた。  

国境とは今や権力者の幻想のために在るような気がしてならない。これは飛行中、国境

を越える度に私の心にいつも感じていたことである。 

感覚は違うけれど、多国にまたがる巨大企業の意識には、国境や祖国は無いと思われる。 

 

 

地産地消は循環を豊かにする―小さいことは良いことだ 

 

地域の循環を豊かにし、廃物汚染を減らして生命環境を守るのに最も適している方法は、

生産したものはその土地で消費してその土地に返すことだ。 

近頃、自国の経済を守る方策の１つとして、地産地消が言われている。そうでなくても、

地産地消は本来、循環を豊かにし環境汚染を少なく生きる知恵の文化である。 

地産地消の地域内経済は、輸送が短い分だけ循環の環のバイパス距離が短いので、土地

の循環は豊かになり、エネルギー消費も残留汚染も少なくて済む。 

地域経済の良さは、生産した相手の顔や心や産物の生産過程が見えることだ。地産地消

の経済は、薄れかけている人の絆への回帰につながるだろう。今後、生命環境が厳しくな

るにつれ、身近な人の絆は益々大切になる。戦時中の生活もそうだった。 

地域で買う物の値段は、その地域の人の絆や文化や生活様式や、色々な必需品との均衡

の上に成り立っている。大店舗輸入商品が安いからと飛びついた結果、他の商品との繋が

りが断たれ、人の絆である地域共同体の活気を萎縮させてしまった。 

里村に住み、地域産業の衰退と近くの大店舗を見ると、「スモールイズビューティフル」、

小さいことは良いことだ、と言った経済学者がいたのを想い出す。 

グローバル化した経済構造よりも、地域産業に基づく地産地消の小型近距離経済の方が、

環境汚染が桁違いに少なく、危機にも強く、救済も小型であれば楽である。 

生命環境の劣化を修復し、つづく世代に少しでも住み良い世界を残すには、例え大きな

困難を伴っても、グローバル化した世界経済構造を、地産地消という地域経済構造に戻す

ことが、是非とも必要なことだ。 

輸出入という無機質なお金のやり取りでは人の心の絆を薄くする。それは現に輸出製品

への責任感の薄さになって現れている。 

国家間で何か悶着が起きたり食料が足りなくなれば、人の絆の薄い輸入は援け合うこと

なく直ちに止まる。世界の環境が劣化に向かっている今、輸入が止まるような事態は、今



後増えると思われる。 

国に豊かな土壌の耕地があっても、貿易価格競争に負けて食料を輸入すれば不耕地が増

える。土壌はその土地の文化と密接な関係の上に、長い歳月をかけて豊かになったものだ。  

それを不耕地にしてしまったら、国家間の悶着で輸入が止まったときに、土壌を元に戻

そうとしても、少なくとも１０年の歳月を必要とするだろう。不耕地という空洞化である。

これは食料だけではなくあらゆる製品にも言える。 

輸出入だけではなく、色々な世界会議も、続く世代に如何に循環豊かな住み良い地球を

残すかを議題の中心に据えて欲しい。 

循環を豊かに保ち残留汚染を減らし、持続可能な消費経済に戻すという考えからすると、

遠距離輸入に頼る日本の食糧自給率の低さは異常である。 

続く世代に残したい故郷の美しい風景は、水とみどりと命豊かな循環豊かな、地産地消

の土地のことのように思える。それは、命の故郷に他ならない。 

 

 

なぜ輸入品は安いのか 

 

補助金と農薬や機械化などの石油産業に支えられた富裕国の、大量生産型農産物を別に

すれば、輸入農産物や製品が安いのは、輸出国の労働力が極端に安く輸送費の石油が安い

からだ。 

輸出国の労働力が安いのは、国家間の貧富の差が大きいからだ。輸送費の石油が安いの

は、石油の残留汚染の処理費用が含まれていないからだ。 

基本的に、輸入された安いものは極端に安い賃金で働いた人たちにより造られている。

その人たちの賃金が少しでも上がると、仕事は賃金の安い別の国へ移っていく。 

このように低賃金を固定化された国からの輸入は、公平な自由競争とは言えない。この

構造は途上国の貧富の差と社会不安を固定化し、世界平和の犠牲の上に成り立っている。 

輸入することが輸出国の雇用に貢献しているとも聞くけど、貧困を固定化させて利益を

得ている輸入国側の、安く買う人の解釈だろう。その理由は、この構造のままでは世界に

平和は訪れないからだ。世界が平和でないために払う税金が、最も高くつく。 

私たちは輸入された安い製品や食べものを、値段だけを見て買ったり食べたりするが、

その時には、貧富の差の激しい国で、仕事があっても１日１～２ドルの低賃金で働いてい

る日雇いの大人や子どもたちの存在に、心を馳せながら選びたい。 

身の周りのブランド品や、美味しいと言って食べている有名ブランドのお菓子の原料が、 

攫われてきた子どもの過酷な不法労働により栽培生産されている可能性は、かなり高い。



お金に困った大人たちが、弱い立場の子どもたちを情け容赦なく喰いものにしてしまう 

のだ。貧富の差は、あらゆる悪の温床になる。                       

食料や製品が、どんな会社によりどのような方法で作られ、どのような経路で店頭に並

んでいるかを考えてみるだけでもいい。世界の人たちとの心の絆も芽生えてくるだろう。    

つづく世代に平和な世界を望む上で、この世界の貧富の差の実情と生産過程を、消費者

の思慮として或は食育として、学校の教科に是非採り入れて欲しい。 

 

 

農村と都市工業の水競合―世界の都市化と日本の食料輸入 

 

一般に穀物１トンの生産には１０００トンの水が必要と言われる。しかし工業生産にも

冷却水と洗浄用の水が必要だ。１リットルの石油を使えば数１０リットルの水を消費する

ので、農業と工業は水を介して競合関係にある。 

水不足の国では、農業よりも付加価値の高い工業生産に水を使う方が、より多くの外貨

を得られる。その様な国は地産地消の循環型農業を捨てて、農業用の水と農地を工業生産

に回す傾向にある。これは世界の農産物が減る原因になる。 

水と農地を奪われた農村からは、難民ともいえる失業者が都会へ流れ、社会不安の原因

となっていく。 

今世界で、都市人口が急激に増えているのは、この農村難民が大きな原因であり、これ

が貧富の差の大きい国の都市化の特徴をなしている。農地を失くした人や、都市で仕事の

ない人たちが、テロリスト組織に組み込まれる可能性は大きい。 

日本の食料の大量輸入には別の問題があることを付記しておきたい。 

食べものは水とみどりの変化したものだ。その水とみどりの豊かな日本が、水とみどり

の乏しい国から、大量に食料を輸入するのは奇妙ではないか。 

その結果、相手国の水と土壌を疲弊させ、低賃金労働者を搾取し、自国の耕作地を減ら

し農村を過疎化させ、その上に食料の自給率を減らしているのではないのか。 

国の在り方の基本に関する事だと思う。 

 

 

命の資源豊かな日本－水田稲作は循環の知恵 

 

日本は森の国と言われる程、みどりと水の資源が豊富にある。私はみどりの少ない世界 

を飛んで周り、豊かな四季に恵まれた日本に帰ってくるとホッとするのだった。 



命の最終的資源は水とみどりと土だ。太陽はいつもある。「日本は資源の無い国」と言

われるが、生命圏の劣化を前に、生き残るための資源が豊富な日本なのに、不思議な表現

に思う。私は色々な国を観て来たが、日本は命の資源豊かな数少ない国だ。 

温暖化によって日本の気候が変わり、水やみどりがなくなることもあり得るが、基本的

に、水とみどりの資源のある場所で、生命力の強い命が生き延びることになる。 

私は物心ついて以来、きれいな水は何処にもありお金を払って飲むという感覚はなく、

外国に行って初めて、水道の水の不味さと水は買って飲むものと知って驚いた。 

大河の水が河口まで流れていないほどの、世界の水不足の情報から判断すると、今後は

石油不足よりも水不足が深刻になっていく。石油は重宝で大切な資源だが、命には２次的

であり循環しない資源なので、どのみち無くなってしまうものだ。 

数１０年後、生命環境は劣化し、水の豊富な土地は産油国以上に命には大切な地域にな

り、水争いが増えるだろう。命の水はしっかり守る時代になった。 

世界の深刻な水不足の現状を思うと、日本の豊富な水が国境を越えて仕事をする企業の

水ビジネスの標的である可能性は高い、と言うより既に現実だ。 

水ビジネスを許すなら、国外に持ち出す水に累進で高くなる料金を課し、大量の水の流

出を防ぎ命の水を守る必要がある。国境を越えて仕事をする企業に、郷土への愛は期待で

きない。 

他国の人による土地の買占めの話を聞くが、水ビジネスのための土地の購入だとしても

他国の生き残り政策が背後にあるかも知れない。問題になる前に策を講じる必要がある。

外交の現実は冷徹なもの、生き残りの問題ともなれば最後は武力になる。 

水の循環は天からの最大の無償の恵みだ。水田稲作はこの恵みを最大限に利用し、循環

という自然の力に無償で働いてもらう知恵の文化である。水田は人が循環の恵みに心身を

委ねて生きる文化そのもの、水田と森があれば生き延びられる。 

身体の３分の２は水であり１日に数リットルが排出される。それを補うのは綺麗な水し

かない。私たちの体は水そのものといっていい。６０キログラムの人の体は、水を除くと

２０キログラムしかない。水を飲まずに１０日もすれば発汗と排尿で水分を失い、循環が

滞って、体中に汚れが溜まって死ぬ。  

水は命を守る最終的な資源であり、援け合いを除き、財政を補うために水を売るのは、

命の切り売りと同じだ。 

大河の水が河口まで辿り着かない程の水不足の状態にある国が増えてきたが、そのよう

な国からの食料の輸出を日本はいつまで当てにするつもりだろう。 

      

 



第１０章 税制の改正が希望への路―若人による累進税の党    

                                     

 

税制の改正 

 

学者ではない私が書いたこの章の内容には、批判もあると思われるので、書いた経緯を

最初に記しておきたい。 

私が累進税のことを考えたのは、飛行士として最貧の国に飛ぶ機会が多く,凄まじい貧富

の差に心を痛めたからだ。それ故に数１０年、ユニセフの普及にも努めてきた。 

累進税に考えが纏まったのは１９８０年の頃、最も裕福な国の累進税率が何故か大幅に

緩和され、知人類の性を疑いたくなるような貧富の差が広がったのを見た時だった。 

現代社会の問題の根底には、貧富の差と環境破壊と世界紛争が連鎖している状況がある。

貧富の差を置き去りにした欲望の自由の倍々ゲーム経済成長の前に、地球は小さ過ぎたの

だ。 

漠然と怖れていた人類の危機は、地球温暖化や生物種の急減となって遂に姿を現わした。

現在の経済構造を改革しなかったら、続く世代の命たちはどうなるか。欲望の自由の経済

社会構造を構築してきたのは私たち老人である。 

巨大化してしまった経済構造が原因で、地球の生命環境が破壊されているのに、この

倍々経済成長を進めてきた私と同年代の人たちは老人になり、社会構造と人脈のしがらみ

で法律を変えることも出来ず、身動きできない状態にある。 

残留汚染や巨額の借金や年金医療を若い人たちに押し付けておき、無責任で申し訳なく

思うけど、人類の危機を乗り越えるには、若人に改革を願うより他ないと思われる。次の

世代を担う若人による税制の改革に、希望を託したい。 

税制改革の目的は２つ、貧富の差の解消と、消費を地球の限界内に戻す道筋を作ること

だ。通常通りの手順を踏んでいたら現状が続いて対策は先延ばしになってしまう。  

複雑な政策や精神論を説かなくても、税制さえ変えればお金の流れが変わり、生き方や

世界観の転換も誘導されるだろう。 

世界も国も、社会はお金の流れに沿って動いている。まだ希望が残されているとしたら

税制を改正することによって、お金の流れの方向を変える他に方策があるだろうか。 

１９８０年の頃、他国にならって、日本も累進税を上に甘く大幅に引き下げた。これは

政策的には税制のみの「単純な変更」だったにも拘わらず、お金の流れが大きく変化し、

貧富の差が開いて、平穏だった社会がみるみる殺伐になっていったのだ。 

税制を変えるだけであらゆる事象が自動的に、お金の流れに沿って素早く変化するのだ。



この税制の効力を逆に使えば国の在り方も変わる。税制改革の際、利害関係の調整もお金

の流れがしてくれるので、社会改革の衝撃も和らげられるだろう。 

幸い、民主主義国には内部での構造改革を期待できない時、外部から改革できる単純で

現実的な方法がある。それは貧しい人も富豪も、投票する場合は同じ１票であることだ。 

若い人たちがこのまま政治に無関心で老人たちに政治を任せていたら、残留汚染で劣化

した耐え難い生命環境の中に、ワーキングプアの日々を生きることになる。 

１人１票という民主主義の制度を活用し、若人たちで政権を担うのは続く項に書くよう

に夢ではない。自分たちの未来のために真剣に考えて、平穏で幸せな日々を得て欲しい。 

老人任せで投票に行かず、重要な局面を迎えた時にのみ催涙弾が飛ぶような反対運動を

しても、一度決めた方策を政府が撤回した例は殆どない。政治を変えるには、「政治献金と

いう合法的賄賂」で身動きの取れない政治家を変えるのだ。 

税制が変われば、国の環境や民衆の心は全く違ったものになる。若人たちが政権を担い

税制を変えれば、不可能と考えられていたことも可能になる。 

 税制の改革でお金の流れの方向が変われば、貧富の差は解消し、地球の限界内に戻る道

筋も自動的に定まる。 

無理な経済成長は抑えられ、貧富の差が小さくなれば公平感が生じ、妬みや我欲も減り、

行き交う人や色々な窓口で迎える人の顔にも、微笑みが戻るだろう。 

小さくなった今の地球に皆が住むには、分ち合いと社会の安定が優先する。生命環境の

危機を前に、個人の際限ない欲望の自由の時代は過ぎ去ったのだ。 

日本が世界に先立って税制改革を実行し、貧富の差を減らし、経済成長依存という身動

きならない大量消費の悪循環から脱出するのを期待する。 

今は情報が一瞬にして世界を駆け回る時代だ。世界の若人たちに働きかけ、一致協力し

て自分たちの地球の未来を、何としても少しでも、希望に満ちたものに変えて欲しい。 

 

 

貧富の差の解消 

                                 

民主主義の国とは、民衆に格差の少ない国のことではなかったのか。民主主義の国は、

まず率先して貧富の差を解消して欲しい。 

個人の際限のない欲望の自由や貧富の差を容認しながら人権を説いても、他の国の模範

にはならないと思う。高率累進税が貧富の差の解消のキーワードだ。 

貧富の差による弊害は、貧しい国も裕福な国も同じである。私が飛んで行くのが楽しみ

な民主主義を奉ずる豊かで大らかな国があった。  



ところが１９８０年の頃、その国が累進税を簡素化し、最高税率を大きく下げて上に甘

くしたら貧富の差が一挙に拡がり、ホームレスの人たちが街にぞろぞろと現れ、殺伐とし

た国に変容していったのを私は見た。貧富の差はあらゆる悪の根源である。 

日本でも、世界の風潮に遅れたら競争に負けるという政財界の主張で、何年かの遅れで

上に甘く最高税率を下げたことで、国内に貧富の差が定着した。 

その結果、人心は荒廃し社会の安全度も低下し、騒がしい国に変わっていった。日本に

貧富の差と心の荒廃を招いたのは、７５％の累進税率を引き下げたのが直接の原因だ。 

大企業の給与を上げれば下も潤う、と言うのは幻想だ。大企業の方が昇給率は高いので

貧富の差は更に広がってしまう。 

そして今、日本は GDP 大国中３位でありながら、貧富の差の大きさでは逆に、不名誉

な２位に居る。時間給は最下位に近い。 

貧富の差の改革は単純である。質素ながらも憲法のいう「人間らしい」、住居に困らず

衣食が可能な所得を下限として無税にし、それ以上を最高税率に上限をつけない累進税に

すれば、年収が常軌を逸するような富豪も生まれずにすむ。 

高率累進税へ税制を改正することで悪の発生源である貧富の差が是正され、民主主義の

理想が回復し、社会は安定に向かうだろう。 

例えばだが、最高裁長官の年収が上限になる位の累進率でどうだろう。貧富の差は解消

し公平感が復活し、社会全体のお金の循環も回復する。 

現実離れだろうか。しかし徹底した改革でなければ社会は安定せず生き方は変わらず、

貧富の差だけではなく大量消費も減らず、続く世代は悲惨なことになるだろう 

 

 

地球限界内に消費を戻す路―逆累進循環税 

 

生命環境の危機を招いた基本的原因は、循環しない資源や循環に戻る期間の長い資源を

消費したために、残留汚染が溜まったからだ。循環がキーワードになる。 

循環を豊かにしたり回復事業に取り組んでいる企業には、循環を豊かにするほど税金が

減るよう逆累進で減税すれば、税金０を目指して努力するので循環が急速に豊かになる。 

併せて、循環を劣化させたり汚染を残留させる事業には、高率累進で循環税を課せば、

現在の経済成長が無理に生み出した残留汚染が減り、地球の限界内に戻る道筋ができる。 

大企業の減税意欲にも期待したい。税制改正で企業の方向も転換するだろう。循環が豊

かになり残留汚染が減れば、汚染の除去に要する多額の費用の「外部不経済」も減り、福

祉や社会構造の整備に必要な固定費の財源が復活する。 



「循環の回復」で凡ての道筋を一本化する。「環境税」では環境の解釈で個別の政策が

必要となり、小路が増えて効果が薄められる。 

「循環税」というと増税感覚もあるが、逆累進税を利用して循環を豊かにするほど無税

に向かって利益が増える。高率累進税を払わずに美しい地球を残したければ、循環を破壊

しない事業に転向すればいい。 

この法律なら、地球の限界に戻る方向に消費の流れが一変する。お金の流れが相手だか

ら人間同士の敵対関係が生じ難く、改革の衝撃も少なくて済む筈だ。 

続く世代に降りかかる難関を前に、多くの若者たちが公平な１票という投票権を活用し、

不公平感のある多くの人たちを結集して党を創り、逆累進と累進の循環税法案を通すこと

に期待する。 

 

 

累進税の党－発足への期待 

 

１５０年ほど前、若者たちが日本を開国させて列強の支配から日本を救った時のように、

現状は、力を合わせて対策を実行しなければならない事態にある。 

貧富の差や生命環境の危機を前に現状を安閑と眺めていたら、若者たちは劣化した生命

環境の中で、劣悪な社会生活を背負って生きることになる。既に現状は、今までの日本の

ように、他国の様子を見ながら国際会議の結果を待てる状況にはない。 

繰返すが、幸い民主主義の国には、社会の格差や地球環境の危機への対策が必要になっ

たとき、最も現実的単純な方法がある。貧しい人も裕福な人も投票は公平に１票なのだ。

その制度を活用すれば革命で血を流す必要もない。 

境遇や目標が同じなら、票数さえ集めれば要求が通る。老人任せにせず、若い人たちが

目的を持って投票すれば、意思を政策に表すことができる。 

人任せで対策が先送りになればなるほど困難は急激に増大し、害を被るのは続く世代の

人たちである。何としても若人による外部からの改革が必要だ。 

身の周りには、ワーキングプアとも言われる低賃金の多くの若者たちや、非正規雇用と

いう、統計上の失業者数を減らすために雇用数に組み込まれているような人たちで溢れて

いる。正規雇用の人たちもローンに苦しい日々にある。 

若い人たちや、今や日本の労働者の４割を占める非正規雇用の人たちが結束し、逆累進

と高率累進税を公約に掲げる候補者を立てて、不公平感を持つ圧倒的に多い人たちに呼び

かけて票を集めれば、政権につくことは充分に可能だ。 

「累進税維新」は夢ではない。若人が政権を担い、高率の累進税の法案を通せば、貧富



の差の少ない持続可能な消費社会への最短の路になるだろう。利害関係の調整の上でも、

最も有効な方策になるだろう。巨大企業の節税への素早い反応も期待できる。 

公平な社会が高率累進税で保障されると伴に、循環を豊かにするための高率の累進税、

或いは逆累進税に税制が改正されるならば、地球の限界内に戻る路筋が明確になり、続く

世代への希望がよみがえる。 

半世紀前、米国は一致団結して月面に人間を送り込んだ。団結すれば不可能事も可能に

なる。あらゆる国の若人が団結し、率先して税制改革に取り組み、インタネットを通じて

世界の若者たちが協力すれば、現在の世界は一変するだろう。 

長年を経て構築されてきた税制を含む今の経済社会構造は、その構造から利益を得る人

たちによって作られ守られ、法律も都合のいい方に改正されてきた。 

企業の政治献金やロビー活動が合法なのはその例であり、投票の公正さを侵害し政治家

の理想を覆すなど、民主政治の大きな欠点である。その構造に利益のある人たちに改革を

求めても、現状維持への強烈な抵抗が働くので現実味がない。 

改革しようにも会議ともなれば、自分の方の益を少しでも多くして妥協しようとする人

たちの思惑に影響されて、対策は先送りになる。 

若者たちの未来よりも、現在の短期利益や権力の方が優先されてしまうのだ。巨大土木

工事や原発のような、１００年或は万年の長期に亘って環境に重大な影響を及ぼす事業の

結果に対する政治家や企業役員の責任を、任期を終えた後に追及しても間に合わないのだ。 

続く世代の若者たちが無関心で体制任せにしていたら、大きな負の遺産の中に生きるこ

とになる。 

地球の生命環境と人類の平和と今後を、次の世代を担う若人による税制の改革に希望を

託したい。 

心ならずも美しい地球を痛めつけてしまった私たち老人は、続く世代の若者たちの幸せ

を願い、若人たちに全面的に協力する責任と義務があると考える。 

 

 

社会のお金の循環の公平性   

 

企業は市場の寡占を求め、更に巨大化するために株を増発し、株主への配当金を増やし

てお金を集める。そして企業は株主に対して責任を負うという。 

そうなると生んだ利益は企業の増殖と株主への配当など、裕福な人たちの中で循環し、

社会という体に栄養を送る血液である筈のお金が、社会全体には回らなくなってしまう。 

一方日本政府は、世界企業の寡占競争に負けるという理由で企業を支援し、他国の税制



改革に追従し、所得累進税率を大きく引き下げて裕福な人たちの消費を増やそうとした。 

結果、税の公平性が崩れて貧から富へのお金の道筋がついた。そのために比較的公平で

安全だった日本社会も、貧富の差の大きな騒がしい国へと変容していった。 

今ひとつは、貨幣を電子化してお金の実体をなくし、一瞬にしてお金を増やせるように

した。 

だがこれは労働の対価ではなく情報競争により、地道に働く人からの搾取と言うか博打

とでも言おうか、増殖を求めて日に数兆ドルものお金が電子の世界を彷徨っており、実体

ではなく思惑で世界経済や為替を変動させて、経済活動を不安定にしている。 

このように世界経済競争の中で、企業の巨大化に伴う株式と,貧富の差をもたらす税制 

や電子化によって、巨額のお金が世界にあるにも拘らず,お金は裕福な人たちの間で循環す

ることになった。 

テレビでも株と消費を煽る番組や広告が目立つが、株主は民の１部の裕福な人たちであ

り、欲望を煽られた人を除くと、株式と無理な消費は普通の民には無縁の世界だ。 

社会の健康を取り戻すには、税制を改革し社会のお金の流れを変えることに希望がある。

税制の改正でお金の流れが変われば、貧富の差も解消し大量消費をも抑えることができ、

住み易い穏やかな明るい社会に変わるだろう。 

貧富の差の少ない国の方が裕福な人たちにも住み心地が良いのは、世界を観ての実感だ。 

その国のお金の流れは税制によって決まる。  

 

 

競争ではない分ち合いの税制―分ち合う喜び 

                                 

税制の改革で、累進税で払ったお金が多くの人の幸せのために使われたら素晴らしい。 

夫々の能力に応じて与えられた場所で、周りの人や命たちの幸せのために働き、喜び合い 

分ち合う社会であったなら、人類は何と素敵な生きものだろう。何と素敵な日々だろう。

その世界は、税制の在り方で可能になると考える。 

高率累進を基本に、単純な税制に１本化すれば公平さが分り易い。それは競争ではなく

分ち合いの税制だ。広く薄い筈の消費税は高額所得の人には薄いが、日々必要な生活費の

比率が大きい低所得の人には厚く、分ち合いではない。貧しい人もお金持ちも同額の寄付

をするのと同じだ。 

「分ち合う」、これには大きな希望がある。いずれの世界宗教も「分ち合え」、というの

が基本の教えだから。世界人口の大多数を占める信者たちが、宗教の示す生き方を志向す

ることに希望を持ちたい。 



高額の所得を得て、累進課税で多額に支払ったお金が人や命の幸せに回る仕組みなら、

「お金を儲けることが人を喜ばせ、自分の生きる喜びになる」だろう。よく働けば喜ばれ、

人が喜べば自分も嬉しく、心も幸せになれる。神の示す平和な世界だ。  

分ち合いの税制なら,お金から欲望と妬みが切り離され、所得の多い人ほど妬まれる代わ

りに能力を賞賛され、お金の在り方も,幸せを願う心に裏付けられた姿に代わるだろう。 

税制の在り方によって、貪欲の心が人や命のために生きる喜びに変われば、命の大元の

みどりの森と水を大切にするようにもなる。生命環境は豊かになり他の命たちと伴に繁栄

しようと思うようにもなるだろう。 

税の論議で聞く考えだが、税金が高く手取りが少なければ、働く意欲や研究意欲を削ぎ

人間の知性は進歩しないという。しかしその考えは、人の幸せを願う研究や仕事ではなく、

我欲の自由を肯定する税制を求めることだ。 

欲望の自由の下で物が溢れる一方、その日の食べものにも困る人たちが横に居るのに、

低い税率で｢正当に｣得たお金だからと、贅沢するのを躊躇しないなら、それは進歩でなく

命の絆を失くした知性の劣化ではないか。 

他の命を自分と同じく大切にし幸せを願うのが知性だと思う。欲望の自由による贅沢な

消費という、言わば人間の知性の劣化が原因で生命圏全体の危機を招いている。 

税制は憲法と同じく心や知性の表現であり、国の在り方や風格に大きく影響する。法律

は往々に力の強い人と裕福な人たちによって作られる。貧富の差や環境の破壊は、法律に

従った人たちの、法律的に正当な行動の結果、生じたものだ。 

法律に反しない範囲で得た利益を何に使おうと不正ではないのなら、それは法律に守ら

れた不正であり罪ではないのか。法律に従っていれば正義とは言えないのだ。 

殆ど働かない怠惰な人が居る反面、鋭い頭脳や不労所得で働かず大金を得る人もいる。  

その怠惰の心に差があるだろうか。消費の多い人の方が生きものとしての罪は深い。 

想像だが、裕福な人たちの投資や株や利子での不労所得の総額は莫大であり、働けない

或いは怠惰で働かない人たちの生活保護費と比べて、不労所得の総額の方が桁違いに大き

いのではないのか。社会の安定と未来の命の幸せのためには、欲望の自由を望み不労所得

を手放さない人たちよりも、生活保護などの福祉の方が遥かに重要と考える。 

貧富の差が広がり、年収１億ドル、１００億円強の人も珍しくない。そして、その人た

ちは、多額の年収は自分の能力による、と思っているようだ。 

しかし、人は自分を選んで生まれたのではない。裕福に生まれるのもホームレスの境遇

に生まれるのも偶然である。鋭い能力に生まれた人は、能力に恵まれない人や、他の命の

繁栄の役に立って欲しい。 

お金は幻想により成り立っている。お金の幻想は質素な暮らしでは実体に近いが、欲望



の自由によって幻想が膨れ上がり、現実離れをした状態になっている。 

現実離れした幻想で膨らんだ収入や借金なら、巨額でも恥ずかしい感覚も湧かず、国家

予算の１０倍もの借金をしても施政者は他人事でいられるのだ。 

この幻想から欲望を切り離すには、累進税が最も適当であると考える。切り離さなけれ

ば膨れ上がった幻想は、近い将来のある日に一瞬にして崩れ、皆が不幸になる。 

世界の GDP は１人年平均で約１万ドル、１００万円強ということも私たちは念頭に置

いて、人類の絆を想いながら日々を生きたいと思う。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１１章 命は連帯している– なぜ高い山に登るのか？ 

 

    

なぜ高い山に登るのか―答えは命の連帯の中にあった 

 

 私が、「命は連帯している」という本能を知覚し得たのは、酸素ボンベに頼らずに登った 

エベレストの８０００ｍのテントで、独り留守番をしている時だった。 

月に置き去りにされたような寂しさの中、生きものの居ない氷の中で、私は樹々や草花

や小鳥たちを切なく求めていた。この山がまだ静かだった昔のことだ。 

在りえないような孤独の中で私は、なぜこんな高い山に登るのだろうと考えていたら、

「命には、海の底から高い山まで、連帯して生命圏を広げようとする本能がある」、との想

いが心に浮かんだのだ。 

命は連帯し合い生きる場所を求めて、散っていった先の環境に順応するために、色々な

種に別れ、地の底から高い山の上まで、地球の隅々に広がったと考えられる。 

これは、３８億年前にたった１つの命から分かれた同じＤＮＡの繋がりの歴史からも、

私には確信といえる閃きだった。 

私が出発前にこのエベレスト登山に漠然と求めていたのは、凡ての命がＤＮＡとして持

っている他の命との連帯の本能であり、人類が失いかけている命の絆への郷愁だったのだ

ろう。 

山を降りて多くの人間の中に帰って以来、私は人の絆と、他の命たちとの連帯のことを

いつも考えるようになった。 

初めはこの登山に賛成していた妻が、出発が近くなって反対に回ってしまい苦しんだ。

それでも押し切って行ったけれど、その後の私は、１つひとつの命をたった１つの大切な

自我のある命として見るようになっていた。 

この心境は、８０００メートルのテントでの孤独が、私に与えてくれた大きな喜びであ

り生涯の宝である。 

かなり傲慢風に言えば、命への謙虚さとも言える心を高い山から与えて頂いた、という

気持ちでいる。 

 

 

連帯の本能と愛と赦し―旧い脳と新しい脳の狭間で 

                              

人間は宇宙の中で特別な存在と思わされ、そのことをよく考えないで私は生きてきた。



神さまも特に人の祈りに耳を傾け、幸せに配慮して下さっている、という風に。 

旧い脳が殆どを占める他の生きものよりも、新しく発達した大きな脳を持つ人類の方が

高等な存在だと多くは言う。 

しかし、人類は脳を大きくすることによって、生命体として進化しているのだろうか。

生命は本能だけでも３８億年を生きて、私たちに命を引き継いできたのだ。  

人類が生まれて２０万年、数１０億年を生き抜いた他の多くの命によって生かされ援け

られていながら万物の霊長を自負し、他の生きものより進化している筈の人類が、生命圏

の危機を招いているのはどうしてか。人類が居なくなったら生命圏はどう変るだろう。 

数百～数千万種ともいわれる生物種の中の１種の人類が、地球が生きものに与えてくれ

る天恵の約４０％を独り占めしているとの学説もある。 

妻がアルツハイマーの病に侵されたこともあり、私は脳のことを考える時間が多くなっ

た。それに伴い命の本能と、愛や赦しなど、脳との関係を想うようになった。 

全生命が最初のひとつの命から分かれて繁栄してきたのなら、夫々の命は同じ身内意識

の本能をＤＮＡの基本部分に転写継承している筈だ。 

夫々の命が持つＤＮＡや旧い脳に、身内として連帯する本能があると考える時、自然界

に観る生きものたちの営みに、私は命の絆と深い親しみを感じとる。 

ところが現在に至り、人間の脳の解剖図を眺めていると、人間に新しく発達した大きな

脳が旧い脳を包み込んで、旧い脳にある本能を支配下に置こうとしているかに見える。 

そのために、新旧の脳が衝突して心と本能が分裂状態になり、心や体の病を発生させ、

人類は多くの苦しみを抱えることになった、とも考えられる。 

人類の特性のひとつは、旧い脳にある「命の連帯の本能」が、無機質を好む新しい脳に

よって疎外されたことと言えないだろうか。連帯して人間を支えてくれている他の命たち

をこんなに傷めつけるのは、そのためかも知れない。 

他の命との連帯から遠去かれば、人間同士の絆も薄くなって、孤独という実存の寂しさ

が心に湧く。この寂しさのことを宗教では原罪というのだろうか。 

寂しければ、消えかかった本能が疼き、「連帯への郷愁の心」となって、命の絆を取り

戻そうと悩む。その心が人間の言う｢愛や慈悲｣なのかも知れない。 

けれども新しい脳が寂しく求めた「愛の心」は本能ではないので、相手の脳に簡単には

通じてくれない。そのために「赦し」という心の在り方が、愛の心と併せて必要になった

のだろう。 

連帯の本能が薄まったために、利己の欲が大きくなり、新しい脳がお金を介して無限の 

欲望を求めはじめた結果、人類は他の命を路連れに、命の継続すら危うくなってきた。 

新しい脳が知性や命にとって善い方に進化してきたのなら、他の命たちとの絆は当然の



こととしても、人類同士の命の絆はもっと強くなっている筈ではなかったのか。 

 

 

命に善いものは美しく見える―命の幸せは循環の中にある 

 

都会を離れ、野や山や水辺に遊び、花や樹々の緑や小川のせせらぎに出会うと、ホッと

する。その秘密は、きれいな水や緑が命にとって善であり「命に善いものは美しくみえる」

からだ、と私は思っている。 

里村に終の棲家を求め、引っ越してから既に１０年余が経った。都会の友人は、田舎に

住んで何をして過ごしているのか、退屈ではないかと心配してくれる。 

田舎と都会の違いは、命の大元の水とみどりや生きものたちの数や種類が、言い換えれ

ば循環する種類と量が、都会よりも田舎の方が圧倒的に多いことだ。 

周りのどの生きものも、３８億年の昔のたった１つの命に繋がっていることに想いを馳

せながら、１つひとつの命の不思議な生態を観ていると、夫々が稀有の姿。これはもう、

奇跡という他はない。いにしえの兄弟姉妹の過ぎ越し方を想うと、観ていて飽きない。 

友人の心配をよそに、周りの生きものたちの習性や神秘に触れ、森に遊び清水に出会い

自然の恵みに心で謝し、幸せの日々で妻と私は退屈する暇がない。 

春の花や芽吹きや小鳥の雛の誕生が可愛く愛おしく見えるのは、私たち死ぬ身に代わり

命が引き継がれていくことへの、本能の喜びだった。 

里山を歩き樹々のみどりに包まれ清水に行き会う幸せは、水とみどりが命の大元であり

命を養ってくれているからだった。 

野の花に、雑草といわれる草に、樹々のみどりに、そよぐ風の匂いに、四季の巡りに、

舞い降りる雪の沈黙のリズムに、妻と私は自然が奏でる調べを想う。 

流れいく雲、小川のせせらぎ、葉から滴る雨垂れの調べ、小鳥や虫の声、それらは自然

の循環のリズムであり命そのものだった。循環は命、命の恵み、命に善いものは美しい。 

自然を見て、ただ美しいとしか言わなかった妻が、なぜ自然が美しく見えるのかを理解

し始めたとき、私には妻の命が飛翔したように見えた。 

あと何回の若葉だろう、何回の紅葉だろう。私たち夫婦は日々の暮らしを循環の恵みと

多くの命に包まれて、春は躍動する命を前に幼い頃の懐かしい自分に心を戻し、秋の紅葉

にふたりして恕しの後の静寂を想い、落ち葉が新芽に希望を託し土に還る姿に、わが身の 

死後を重ねてみたりするのだった。 

野に在る花を、生きているそのままの姿で愛でる心が日本にはある。花を摘んで持って

帰るのは、命を無機質なものとして所有したい欲の心だ、という意味の文章を私は読んだ



ことがある。 

自然とは循環の姿。循環という無償の恩恵に命は生かされている。その恩恵を私たちは

美しく感じるように進化してきた。他の命もその筈だ。 

豊かな循環の中に居るだけで、心を癒され幸せな気持ちになれるのはそのためだろう。

「命たちの幸せは、水とみどり、命ゆたかな循環の中にある」とつくづく思う。 

循環の恵みが豊かな多くの命を育み、目に楽しみを心に喜びを与えてくれる。妻と私の

命は喜びで満たされる。命に善いものは美しくみえる。 

 

 

食べものは命―食育を考える 

 

食事に向き合うとき、私と同じ自我がありながら、私のために死んでくれた命を哀れで

愛おしく想う。食べものを前にして、他の多くの命に死んで頂くほどの価値が、私にある

のか、という囁きに心が止まる。 

生きものたちの多くは自分の命を他に与え、命の繁栄と存続を願って先に逝く。私たち

が美味しいと言って食べているのはその命たちだ。 

ＴＶには美味しい食べものの番組が多いけど、何故か死んでくれた命への、思い遣り 

の心が伝わってこないのは、食べられる身になってみれば寂しく悲しいことだ。 

 日本で食べものを買いに行くと、例えば肉は刻まれてパックに入っていたり揚げ物にな

っていて、生きものの形をしていないから、何らかの方法で子どもたちに教えなければ、

食べものを命とは思わないで育ってしまうだろう。 

近頃、「食育」という言葉をよく聞く。それなら「食べものは命」ということをしっか

りと教えて欲しい。命を見つめる心の在り方を食育の基礎に置いて、子どもたちを育てて

欲しいと願っている。 

私は、私の子どもが幼い時、屠殺の現場に連れて行こうとした。殺される命について考

えさせるのにいいと思ったからだ。 私たちに代わって死んでくれる他の命や屠殺する人

への思い遣りの心が育つだろう。 

 ブロイラーという、鶏を肥らすために、１羽用の小さな檻の中で身動きさせずに育てて

いる養鶏場を子どもと見に行った。人間が入るとしたらシングルベッドにも満たない                                 

空間の籠である。鶏には自我もあり人間が戴く命なのに、こんな残酷な扱いを考えた人は

どのような心の持ち主だろう。 

作らず育てず殺さず、自分は食べるだけとは何と気楽なことか。屠殺場での体験はでき

なかったが、今も肉を買うときに、このようなことを想い出す。 



食卓では、死んでくれた命を前に、「頂きます、ご馳走さま」を、形式的行儀として唱

えるのではなく、「死んで下さったあなたのためにも、命を大切に生きていきます。有難

う、そしてご免なさい。。。」、と食べられる命への思い遣りの心を持って欲しい。併せて、

満足に食べられない人や子どもたちが、世界に多くいることをも考える人に育って欲しい。 

心がまだ幼い頃に、生きものは助けあって繁栄してきたことや、命の連鎖で食べ合いな

がらでしか生きていけないことなど、命の絆について学校や親から易しく学ぶ機会があれ

ば、食べられる命への思い遣りや感謝の心も育ち、周りの人や命たちの幸せを願う人に育

ってくれると思う。 

私が育つのにどれ程多くの命が死んでくれたのだろう。そして老人になった私は、今か

らも命を戴かなければ生きていけない。生きるということは、何と切ない実存の悲しみの

上に成り立っているのだろう。 

 

 

幼児期に命を学ぶ―命の連帯と命の継承 

 

私は偶然この世に人として生を受け、他の命に支えられて生きてきた。私が日々の生活

を過ごせるのも、自然の循環の働きと多くの命の犠牲という、命の絆に援けられ、それに

ひと様の働きが加わった、総合的な恩恵によるものだ。 

 私の存在は偶然に与えられた命であることや、命は連帯して生きていることや、地球の

循環の無償の恵みを知ったことで、今までこのような生き方で良いのかと迷い、漠然とし

ていた心の在り方が夜が明けるように明るくなった。私は求めることが判らないまま悩み、

多くの書を読んで過ごしてきたのだった。 

子どもの頃の私に言われたのは、「生意気」、「コマチャクレ」だった。こまちゃくれは

方言であり何と訳していいのやら、しかし何だか微笑ましい気もする。 

謙虚にとも言われたが、人間も小鳥もリスも同じに大好きな私には、大人の行動は私の

思う謙虚とは違って見えたり、謙虚を理解できないまま社会に出て困惑した。 

私がしている同じことを相手が私にしたらどう思うだろう。こんな簡単な思い遣りの心

にも気がつかず、私は心の成長期を過ごしてしまった。 

人の絆が薄くなった今の社会に育つ子どもたちが、他の命を思い遣る心と眼差しを、自

ら考え育てるのは難しい。私が愛したテニスでも、基本を外れて練習をしても上達するの

が難しいのと同じだ。 

今も国会で、道徳教育の必要性が言われているが、道徳の基本はそんなに堅苦しいもの

ではなく、他の命を大切に思い遣る心と眼差しにあると考える。 



礼儀作法は近頃「マナー」といわれている。道徳と同じく礼儀作法は形式を重んじるが、

命を見る眼と思い遣りの心が基本になければ、礼儀作法は見栄の偽装技術になり下がる。 

規律に厳しいと見られている学校の体育部にも、同じ危惧はないだろうか。心の大切な

成長期であり、上級生は模範として「見栄の偽装」には特に留意して欲しい。 

思い遣りの心は世界共通の心の在り方だ。相手の命を思い遣り幸せを祈る眼差しがあれ

ば、どこの国に行っても誰に会っても心静かに臆せずにすむ。これは実感だ。 

幼児期から小学校卒業までに、命に対する心の在り方と、命の継承に大切な性という、

2 つに特化した教科を組み込んで欲しいと願っている。人が生きる上での最も重要な基本

であり知恵であると考えるからだ。 

命の連帯と命の継承を学べば、自然の恵みへの感謝の心や環境を大切にする心も育ち、

人の心を大切に思い幸せを願うようになるだろう。唇に微笑みも浮かぶだろう。 

お金に対してではなく、人という命への、有難う、ご免なさい、お願いします、の心も

言葉も行動も、自然に身につくと思われる。生きる基準がお金ではなく、連帯と思い遣り

の心に戻ってくれたら何と嬉しいことか。 

妻と一緒になる前に私がこの様な教育を受けていたら、妻と私はもっと若い頃から日々

の営みの中で、互いを１つの大切な命として、見つめ合いながら過ごせたことだろう。 

命の基本が心に乏しかった私と妻は、長い間不毛の葛藤を経験しなければならなかった。

２人の心が、命の基本で結ばれていないまま、生活を伴に過ごすのは辛すぎる。 

恋の怖いところは、相手のすべてを好ましいと自分自身に無理にも思い込ませることだ。

何もかもが好ましい相手を求めても無理である。命という共通点を除いては、２人の生ま

れた場所や文化や性格は同じではないのだから。 

命の基本さえ身に付いていれば、互いに関心を持ち続けるだろうから、心や生き方を添

削し合い、励まし合って生きていけばいい、と思うようになった。 

日本には古来、自然の循環に同化して生きるという、素晴らしい命の基本の文化があっ

た。それが近代化の時、科学技術に重点を置いたために心までが分業になり、命を学ぶ機

会を少なくしてしまったのではなかったのか。                  

科学技術に力を入れるのであれば、併せて命の在り方という教育が重要視されなければ、

心と知識のバランスが発達しないまま成人になる。 

命の連帯を基礎に置かない科学技術は凶器となり地球の循環を破壊する。命に基礎を 

置かない知性や欲望は、他の命を不幸にするだけではなく生命圏をも崩壊に導くだろう。 

私が８０歳を過ぎて、妻とのことや私の経験を書いたのは、私が私に偶然に生まれたこ

とや、生きものたちは生物循環の中で他の命と連帯して繁栄し命を分かち合い、命を繋ぐ

のに真剣に祈る想いで性を交え、次の世代に希望を託して死んで逝くことを知り、それが



生きていく上での命の基本と感じたからだ。 

私がもし又、人間に生まれるようなことがあったら、私がこの基本と思っていることを

子どもたちの教科に採用している、そんな学校に、次の親は私を入れて欲しい。 

 

 

命の連帯の物語―最初の命から私まで 

 

３８億年もの昔、たった１つの命から現在の私まで、途絶えることなく繋がってきた多

くの命たちを想う。私までの間にどのような命がいて、続く世代にどんな希望を託して死

んで逝ったのか。祖父母や父母に育てられ、子や孫を育てた私の経験がそれを想わせる。 

近々死んで分子に返る身として、私の命のルーツを辿っておきたく調べてみたら、先祖

さまは単細胞の小さなちいさな１つの菌だった。 

私の頭に今まで入った命の話を、大雑把な流れだが、命たちが連帯して繁栄し、つづく

世代に希望を託して死んで逝った歴史として、やや物語り風にたどってみた。 

地球が出来て数億年経った海中に、同じものを複製する物質が現われた。それを脂肪の

膜が包み、単細胞の菌が発生した。 

脂肪など、油は水中で丸くなる性質があるので包み込まれたらしい。最初の命の誕生だ。

単細胞は自分を複製しながら何億年も細々と生きた。 

その中で、光を合成して糖を作るシアノバクテリアという菌が現れた。進化の始まりだ。

光合成の際に廃物として酸素を出す。それで海中に、続いて大気中に酸素が増えていった。

約３０億年も昔のことだ。 

すると今度は、大きな単細胞が現れて、この光合成で糖を作る菌を細胞内に取り込んで

養いはじめた。これは命の搾取の始まりなのか連帯なのか。取り込まれた菌は変化して、

葉緑体になった。この大きな単細胞は植物の祖先になった。 

大気中に増え始めた廃物の酸素は命には毒なのに、この危険な酸素を呼吸で取り入れ、 

他の菌から横取りした糖と酸素とを結合させて高効率のエネルギーを作り、呼吸で２酸化

炭素を排出する、別の新しい細菌が現れた。              

これは、今まで発酵の力で得ていたエネルギーの数１０倍もの高効率エネルギー革命で 

あり、廃物だった酸素の利用で命は大きく活性化されたのだ。現人類は廃物の２酸化炭素

で苦しんでいるが、命はこんな原始の頃から、廃物を上手に利用していたのだ。 

すると又、大きな単細胞がこの高エネルギーを作る菌を自分に取り込んで、そのエネル

ギーを利用しはじめた。取り込まれた菌は変化してミトコンドリアになった。この大きな

単細胞は動物の祖先になった。 



植物は、自分の体内に葉緑体が居て栄養を作ってくれるので、動かなくてもいい存在に 

なった。 

動物は、植物から強奪した栄養をミトコンドリアが動的エネルギーに変えてくれるので、

そのエネルギーを使い活発に動き回って生きる存在になった。 

何故か植物には葉緑体とミトコンドリアが一緒に住みついているが、その理由や後先き

の関係が私には解かりにくい。文献によるとミトコンドリアを取り込んだ細胞が、後から

シアノバクテリアを取り込んだ、と書いてあったりする。 

兎に角、動物にはミトコンドリアだけで葉緑体はないので、栄養は植物に依存して生き

るほかない。 

動植物の祖先の大きな単細胞は、夫々の体内に葉緑体やミトコンドリアを取り込んだが、

その他に核という籠を作って、自己を複製する大切なＤＮＡ物質をその中にしまい込んだ。

この細胞の学術名を真核生物と言うのだそうだ。 

このような過程を経て命は複雑化していく。永い時が経ち、単細胞の真核生物たちは協

力し、仕事を分担するようになり一緒になった。多細胞の始まりだ。これが現在の複雑で

大型の生きものへの飛翔となった。約１０億年も昔のことである。 

同じ頃、命の生き残りに有利な方策として、雌雄に分かれたらしい。１つの体の中でも

混ざり合った多様性のある細胞の方が、危機に強いからだろう。 

当時は今とかなり違った環境にあった。地球の回転が速く１日が短かったので、１年は

今より７０日も多かった。１日は今の２０時間くらいだろうか。お月様は今よりもずっと

地球に近いところに居たという。何だか宇宙の面白い秘密に触れたような気持ちになった。

こんな面白いこと、学校で習った覚えがない。 

オゾン層は未だ薄く、生きものたちは紫外線を避けて海の中で過ごした。命たちは環境

の苛酷な変化に懸命に順応しながら生き抜いたのだ。 

しかし６億年前までは、数１０種の生きものしか居なかったらしい。それが約５億年昔 

のカンブリア紀に、爆発的に１万種にも増えたことが、化石の中から発見されたのだ。 

説は分かれるし進化論とも矛盾するが、今見ている生きものたちの多様な種類の系統が、

僅か１０００万年と言われる間に出揃った、と化石は語る。       

私は幼少の頃、空を飛びたい飛びたいと思い続けていれば腕に羽根が生えてくると思い、 

大きな団扇を手に持ち、尻にも団扇を結び付けて高い所から飛び降りていた。小鳥たちの

翼も同じように、空を飛びたいから生えてきたものと私は考えていた。 

大人になって命の不思議な生態を知るにつれ、自我とは外部の情報に脳が化学反応をし

た結果であるのなら、空を飛びたいという自我も翼の進化に関係している、と考える方が

自然な気がする。 



とに角３８億年前、命の発生以来３０億年近くを単細胞で細々と生き延びた後、やっと

多細胞になり、命たちが菌や藻ではなく、手や足のある何となく身内に近い形になってき

た。 

酸素が増えオゾン層も厚くなったので４億年前に、これは私の想像だが、植物が根を水

の中に残した形で海から上がり、それに動物が続いた。植物は繁栄し地球を覆った。 

しかし３億年くらい前、種々説はあるが、地球規模の火山活動の噴煙で空が暗くなり、

数百万年もの寒さが続いて植物動物の殆どが絶滅したらしい。夫々石炭や石油になり地下

に眠っていたら、現代人に掘り出され燃やされることになった。  

人類の祖先の哺乳類が現れたのは約２億年前、ねずみのような生きものだった。類人猿

が現れたのは１５００万年前だ。ねずみは類人猿に変化したのだ。類人猿は５００万年前

に２本足で歩きはじめて猿人になった。 

現人類が現れたのは更に最近の２０万年前だった。ネアンデルタール人は少し前に現れ、

１０数万年もの間、現人類と時代を伴にした後に消えた。消えた原因はわからない。 

この命の流れをみると、生きものたちは協力し合い進化繁栄してきたのが分かる。夫々

の命が持つ遺伝子の中に連帯する本能があると思うと、私の周りの生きものたちの営みが

愛おしくなってくる。 

命の物語りはこれまでだ。科学的な資料を読んでも色々説がある。それに、このように

生物や地球のことが解かり始めたのも、つい私が生まれて以来のことであり、私の想像や

誤差を含み怪しげなる話ではあるが、一般的な物語としてはこれでいいと思う。 

私が書きたかったのは、人類の大量消費によって、生命環境が急激に劣化し始めた今、

命が如何に連帯し協力し合い繁栄を願って、続く世代に命を引き継いで死んで逝ったかを

知っていて欲しい、ということだった。 

 ３８億年の昔から連綿と続いてきた命に想いを馳せながら、続く世代の生きものたちに

美しい地球を残し、命の希望を託したいのが私の切なる願いだ。 

     

                                   

 

 

 

 

 

 

 



第１２章 私の宇宙観 

 

 

循環する大宇宙－ウズと命                              

 

行く雲や川の流れ、沈みゆく夕陽、移り変わる四季、樹々の葉は自分を落とし次の世代

へ命と希望を託す。在るものはみな変容しながら宇宙を巡る。 

私も生きものたちも星たちも同じく生まれそして死ぬ。宇宙の素粒子の流れの変容する

変わり目が生であり死なのか。宇宙の凡ての存在は、素粒子のウズが形を変えながら循環

という無窮の旅を続けている姿なのだろう。 

それらの流れを、続く世代に希望を託して去って逝く道程として観たとき、土も草も虫

も樹も森も石も岩も山も、はては月も星たちも空も、なんだか訳の解らない宇宙までもが、

私と同じ素粒子のウズから成る命の仲間に思えて、愛おしくなる。 

里村に住んで、私たち夫婦は里山や渓谷に遊び、小川のせせらぎや周りの多くの命との

出会いを楽しむ。家に居れば庭の樹々や遊びに来る生きものたちを見ている喜びがある。

妻とふたりに残された、大切な日々の過ごし方だ。 

周りを見ればみな、夫々の時が満ちれば死んで逝く命たち。生きものは少しでも長く、

懸命に生き永らえようとし、最後には従容として死を受け入れ、切ない希望を後の命に託

し、宇宙の循環という、素粒子の果てしない旅に還っていく。 

大昔から無限に湧いてきた命の中で、たったひとつ命がこの地球から消えても何という

こともない。地球や太陽が消えても、宇宙は静かなままらしい。 

けれども自我の観念として宇宙を眺めると、私が消えたら全宇宙が消えてなくなるのと

同じ感覚だけに、底知れない怖さがある。 

宇宙の歴史の中で、たった１回の数１０年の私の命。生まれなければ知らなかった筈の

生きる喜びや悲しみや寂しさと、そして死の恐怖がある。命とは何なのだろう。 

私は子どもの頃から、小川のせせらぎに行き会うと、水辺に降りて流れを見ているのが

好きだった。今もそうだ。 

水の流れが岩を乗り越えたり迂回する場に「ウズ」ができる。そのウズは姿を変えない

で同じ所に在って流れて行かない。不思議に思い石を拾ってウズに投げてみる。すると、

ウズは１瞬流れて消えるけれど、又直ぐ元の位置に現れるのだった。 

ものの本によると、数ヵ月から１年もすれば私の身体は全部、細胞の劣化から逃れるた 

めに新しい細胞に置き換わるそうだ。今の私は１年前の私とは別人なのか。もしそうなら、

気性の激しい私の脳が、穏やかで心の澄んだ脳に入れ替わってくれたら嬉しいのだが。 



身体が全部入れ替わり流れていくのに、私という変わらない自我はそこに残っている。

流れの中に留まって見えるウズと、私の自我に如何ほどの違いがあるのだろう。命の正体

はこのウズのようなものなのか。 

命は蝋燭の火のようなものと書かれた素敵な描写にも出会ったけれど、ウズ巻きの方が

宇宙の流れの中に居る感覚として、私は好きだ。 

ウズの形として命をみると、細胞でさえも体を通り過ぎる素粒子の流れなら、生や死に

は始まりも終わりもなく、無限の流れの中で素粒子が１瞬澱みウズ巻いた姿なのだろう。 

宇宙を、ウズと循環という概念を通して見上げると、宇宙全体が１つの有機体のような

気持ちになって、心が宇宙に広がっていく。 

電子のウズ巻きの原子の小宇宙から夜空に広がる大宇宙までが、大小のウズの集まりで

成り、ウズ同士が全体で調和し繋がり循環している壮大な宇宙を、心に見る。 

熱力学の法則によれば、宇宙の循環には序列があるという。人間の体を例に考えると、

素粒子のウズが集まって原子になり、原子が集まり分子となって細胞になり、細胞は循環

する血を介して連なり、多細胞のウズの集まりの人体となって、ひとつの循環する小宇宙

をなしている。 

その体は他の命を食べ、出した排泄物を次に待つ命が食べるという、命の絆で人は生物

循環に連なっている。  

この命の絆の連鎖を思いながら周りの命たちを観ていると、生きものは、他の命に体を

与えるために生まれてくる、と考えた方が宇宙の理としては自然な気がする。なぜ人は、

死んだ人を他の命に与えずに、焼いてしまうのだろう。 

小さな循環である私たちは、序列がひとつ上の生物循環の環の中で、命たちに援けられ

ながら生きている。その生物循環も１段上の地球の循環の中でのみ存在できるのだから、

他の命たちや地球の循環を大切にし、謙虚でありたいと思う。 

地球も又、太陽という星の循環に属している。星は無限の素粒子が宇宙の大循環の中で

ウズになり凝結したものだ。更にその星が寄り合いウズ巻いているのが銀河である。 

私たちは、血液などの小循環を介して生物循環から地球の循環へ、そして宇宙の大循環

へと繋がっており、宇宙との絆を離れては生きられないのだった。 

壮大な宇宙の中で、ウズ巻いて現われては消えていく星や銀河も小さなウズの私たちも

同じウズ。宇宙の中での大きさは違っても、素粒子が集まったウズの形の同じ命であり、

宇宙の素粒子の大循環の中に生まれた同じ宇宙の子どもたちだ。 

私たちも住む地球も星も、時が満ちれば死んで宇宙の循環に戻り別の存在に変容する。

私も星もみな、無限の素粒子の流れに身を任せ、悠久の旅の途上にあるのだろう。 

私の体は大昔、宇宙のどこかで爆発して死んだ星の変容した姿なのだった。私は宇宙の



どの辺からやってきたのだろう。 

循環から考えると、この宇宙も更に大きな循環の中の１つ、ということも考えられる。

この宇宙は、巨大なブラックホールに吸い込まれ、又別の宇宙の秩序に変わるのだろうか。

無数の超新星の爆発と同じく、無数の宇宙が在るのかも知れない。或はブラックホールを

通過すると時間の流れが逆になるのだろうか？  

宇宙の科学によれば、時間は伸び縮みするというから、頭の中で光と競争して走ったり

していると、時間の伸び縮みという相対現象も不思議ではなくなり、夢は無限に大きく広

がってくれる。これは人類に与えられた大脳が在るゆえの楽しみである。 

私はこの宇宙の大循環の中の、素粒子の大小のウズの形が星であり地球であり命であり

私であるという感覚が好きだ。四季折々の中、私を囲む宇宙との一体感に浸れるからだ。 

可愛らしい小鳥や森や小川の循環に囲まれた里村に日々を過ごしていると、心臓の脈動

を介し、実体として、私の体がそのまま宇宙の循環に繋がっているのを知覚する。 

四季の繰り返しという、生きものに見合った循環の日々を生きていると、先を思い煩う

こともない気持ちにもなる。 

巡り来る四季は同じだが、だからこそ一字一句読み返す度に、本を書いた人の新しい心

を見出す喜びのように、宇宙との一体感が歳ごとに深まっていく嬉しさがある。 

昔から宗教家や賢人たちが、物やお金や心への執着を戒めてきたのは、瞑想と直感から

宇宙の大循環の理を悟ったからではないだろうか。そしてこの宇宙の理を神として、夫々

の宗教を編み出したのではなかったか。 

宇宙には循環し膨張し拡散し、収縮する力の法則があり、重力や電磁力や核力など数種

の強弱の力が調和し、ミクロからマクロ宇宙まで、無限に存在する素粒子の１つひとつに

普遍的平等に作用しているらしい。この宇宙の力の法則の総合を、「神」という言葉に置き

かえてみるのが、私には最も素直な感覚である。 

神が人間に示し続けてきた掟は、貪欲や執着を棄てて人や他の命と連帯し、ウズの１員

として、宇宙の循環の秩序に戻って生きること、と私には思える。 

私はこの宇宙の循環との絆に生きる喜びを感じるようになり、世界中の先住民の残した

生きるための叡智や、昔の人たちが残した民謡や踊りや御伽噺や俳句や和歌や絵画などの、

文化の根底に流れている循環の心を、理解できそうな気持ちになれたのを嬉しく思う。 

人類は、神を敬いながら神に背いてきた。現代人が宗教家や賢人を崇拝しながら、宇宙

の大循環の中に生きるその姿勢を取り入れず、地球の循環能力を超えて大量消費を続ける

なら、崇拝の対象は偶像になる。それは宇宙の理を軽視し、幻想化した神の偶像に、罪の

肩代わりをさせるようなものではないだろうか。 

世界の殆どの人たちは宗教団体に属していて、社会的に無宗教の人たちの方がはるかに



少ないようだ。もし宗教団体に属している多くの人たちが本当に神を信じているのなら、

人類は平和で幸せな生きものになっている筈だ、と私には思えてならない。 

それは又、今からでも、神の示す掟に立ち返るという、大きな希望が残されているとも

いえる。 

実体を現わし始めた生命環境の危機を前に、釈迦が座って宇宙の理を説く姿や、砂漠の

民が神の愛から遠のき、偶像崇拝に陥って神の罰を受ける旧約聖書の場面を私は想い出す。 

 

 

星空と家の灯り 

 

私が今座っているこの場所で、人類の曙の頃、私と同じようにこの山々や星空を眺めて

いた人たちのことを想う。どんなことを考えていたのだろう。どんな夢を描きどんな希望

を後世に託したのだろう。そして私たちはどんな地球を残して死んで逝くのだろう。 

火を知ってからは焚き火を囲んで夜を過ごしたことだろう。周りは真の闇、ホタルはい

ただろうか。見えるのは月か空１面の星たちばかり。そろって不思議な夜空を見上げてい

る姿を想像する。話題は無限の神秘にみちた美しい夜空だったのか。 

宇宙の不思議さを想う時間が多ければ、想像は夢の中で幻想に変わり、恐らくそれを天

のお告げと信じたことだろう。神話もそのようにして発生したのかも知れない。 

火を飼い馴らし灯火の元で暮らすようになっても、夜空は依然として美しく地球を回り、

人々の想像を掻き立ててきた筈だ。 

有史時代になっても、人が如何に多くの時間に星を眺めて過ごしたかは、望遠鏡もなか

ったのに星の動きに驚くほどの知識があったことでも想像できる。 

そして人類は、終に電灯と蒸気機関を発明してしまった。それからの人類はもう、時間

泥棒という不思議な幻想に追い廻される日々に生きている。現在に至ってからは、夜空を

眺めるのは余ほどの時間と心に余裕のある人か、それを仕事にする人だけかも知れない。 

私たち現代人が夜空を眺めなくなり、宇宙や地球のことを考えなくなったのは、忙しい

ことにもよるが、現代の都会的な家の造りにあると思う。 

夜になれば街路灯が点き、部屋にも電灯を点けてブラインドを下ろしてしまえば、夜空

や宇宙と人との絆は絶たれてしまう。 

私がこのことに気付いたのは、ヒマラヤ登山でベースキャンプまで延々と歩いて行く途

中、シェルパ頭とふたり、夜空を眺めながら話をしていた時だった。 

 

 



宇宙の広さ－私の感覚 

 

飛行士が職業だった私の幸せは、夜空を眺める時間が多くあったことだ。それは長時間

の移動には飛行機内で眠り、夜明けに到着して直ぐに仕事をしたり遊びたい乗客を乗せて

飛ぶので、夜間飛行になる機会が多かったからだ。 

自動操縦で飛んでいると、夜空も動かず音速に近く飛んでいる感覚もない。偶に流れ星

が夜空を貫くほかは、真っ暗な空間にぽつんと静止している孤独な静寂だけがある。星を

眺めている私の心は、太古の生きものたちが見ていた世界に帰っていく            

夜間飛行の操縦席の窓から見えるのは、夜空一杯の宇宙だ。私がこの宇宙の広さを想う

とき、いつの間にか暗記してしまった数値がある。 

飛行機を降りて里村に引っ越してからも、周りは暗く夜空を観る機会も多いので、私は

その数値を思い出しながら星たちを眺め、心を宇宙に彷徨わせる。 

妻にもこの数値を覚えさせて、一緒に妻の心を宇宙に遊ばせようと思うのだが、アルツ

の病のために、宇宙の立体化の映像がうまくいかないのが可哀想だ。 

数字を使って宇宙を観るのは何だか後ろめたい気にもなるが、この簡単な数値を覚えた

ことで、私は夜空に張り付いて見える星たちの奥行きや、宇宙の果てまでの空間が頭の中

に広がり、夜空を見上げる度に宇宙家族の気持ちになれる気がしてとても嬉しい。参考に

なればと思い、書いておきたい。 

覚え易いように、数値は５と１０の単位に単純化してある。数字に「約」も付けない。

大雑把過ぎて違和感があるとは思うが、光の速さで広がる宇宙を頭に描くには、相当な誤

差があっても、感覚として宇宙を観上げるには充分だ。 

数値は、時速１０億キロメートルの光の速さで行ったときの時間である。 

先ずは太陽系。月まで１秒、太陽までは１０分、今見えているのは１０分前の太陽だ。

惑星の数は１０個あり、惑星の間は３０分。太陽系は端まで５０億キロメートルだから、

光の速さで半径５時間の広さである。 

次に、星と星の間は急に遠くなり、光の速さでも５年かかる。私はこの太陽系の端まで

が身内の気分だ。と言うのは、太陽系の端までは唯の５時間の近さだが、１番近い隣の星

まででさえ、光の速さの乗り物で行って５年もかかってしまうからだ。  

夜空の無数の星たちの中で１番近い星が、５年も前の姿と思いながら夜空を見上げてい 

ると、心も思想も愛憎も、私が今まで生きてきたことでさえ、凡ての意味が蒸発というか

昇華というか、心が私を離れて宇宙の中に吸い込まれていく想いがする。 

太陽や私たちは、宇宙の中で何と孤独な存在なのだろう。広がる宇宙空間に、太陽系が

孤独にポツンと浮いている寂しげな光景が眼に浮ぶ。 



このように考えると、「宇宙」という言葉は、地球の重力圏の外側ではなく、少なくと

も太陽の一番外の惑星の外側を指すくらいが適当なように思えてくる。 

この太陽のような孤独な星が、ウズ状に１０００億個も集まったのが銀河であり、更に、

隣の銀河まで光の速さで走って、１００万年！もかかる。 

次の銀河まで「懸命に走っている光さん」に、私は何か親しみさえ感じる。人間が速い

と思っている光も、宇宙の中では何だか遅すぎるからだ。 

宇宙は膨張しているというから、その空間に浮かぶ銀河の間は、今もじりじりと広がっ

ているらしい。 

そして宇宙には１０００億個もの銀河があり、宇宙の端まで１５０億年の光の旅である。

その端の先にも次元の違った世界があるのかも知れない。 

想いを太陽系に戻すと、地球も太陽の周りを時速１０万キロメートルの物凄い速さで飛

んでいるが、飛行機と同じように、ただ空に浮かんでいる感覚である。 

私たちはその地球に乗せてもらい太陽を回る。１周１０億キロメートルを１年の旅だ。 

１周回る間に地球の傾きのお陰で四季が巡ってくる。 

四季は、生きものに生まれた私に大きな喜びを与えてくれる。暑い寒いと言わず、嵐で

さえも与えられた在りのままの恵みとして、謝して受けとめよう。 

近々、私は死んだら土に返りたいのに、好きではない火葬にされて分子に戻り、永い旅

に出るが、しばらくは地球と伴にいる。 

地球や宇宙の科学によれば、数億年後には現在と反対に地球の空気は炭素不足になり、

私たち光合成による生物は居なくなる運命にあるという。想えば３８億年の昔に誕生した

生命は、あと数億年でこの宇宙から姿を消してしまうのだ。 

その後も地球は太陽の周りを回り続け、５０億年の後には巨大化した太陽に包まれてし

まうらしい。そうなると地球は蒸発し、私の分子も地球と伴に宇宙のガスになって、広い

宇宙へ新たな悠久の旅にでる。どんな世界が待っているのだろう。 

太陽などの星たちも、私たちと同じように生まれ成長し歳をとって死んで移ろい、また

形を変えて循環していく。 

この過程を考えると、星も地球も地球の命も人間も、宇宙では特別な存在ではなく、宇

宙に普遍的に存在する小さな素粒子の集まった色々な姿の１つであり、ビッグバンから生

まれた同じ宇宙家族である。宇宙に無限に在る素粒子は、別の存在に移ろい変わりながら

循環しているのだ。 

そうならば宇宙の中の存在はみな平等であり、人間の考える善も悪も人類の幸せ不幸せ

も、私が生きそして死ぬのも、宇宙の移ろいの過程では必然であり、適当な言葉が見つか

らないけど、宇宙の大循環の中での素粒子の陽炎のゆらぎ、とでも言えるかも知れない。 



人間は生存圏の広がりを求めて、ささやかながら光速で１秒の月に行って帰るまでにな

った。それまで、夜空や宇宙は知性の好奇心を育む無限の夢の世界だった。 

だが、その夢は地球周辺の開発の欲望に変り、ゴミの層になり地球を取り巻き始めた。

そのゴミに取り囲まれて、人類は地球に閉じ込められてしまうのだろうか。 

便利な生活のための科学技術が発達するにしたがって、人は夜空を観なくなり、反対に

宇宙への夢が薄れ、人類の心は小さな地球の、更にはコンピューターゲームを相手に夜空

だけではなく人間も他の命も疎外し、人類は心の殻に閉じ籠り始めたように思える。 

人類の誇る新しい脳は、宇宙への夢を限りなく広げてくれる一方で、無機的なものへの

指向が強く、命が生き延びるための旧い脳にある本能を薄れさせているようだ。 

それは進化というより無秩序へ向かう宇宙の拡散の過程であり、退化とも言える。あと

数億年で命という不思議なものがこの宇宙から消えていくのも、宇宙が拡散し変容してい

く上での通常の過程なのだろう。 

 

 

死後の空想    

 

ベランダで、夕陽が沈むのを見ているのは心を少し寂しくする。それは子どもの頃、母

親の姿が遠くに見えなくなっていく記憶が心にあるからかも知れない。 

夕陽が南アルプスの山の端にかかると今日も１日が過ぎて、巨大な地球が１回転したと

いう気持ちになる。地球が回っているとはとても感じられない天動説の世界だ。 

私は、地球に乗せてもらって、すでにお陽さまの周りを８２回も周ってしまった。あと

何回か周ったら、私は人間の形にお別れしてミクロ分子になる。 

ここまでは、近々私の身に確実に起こる事だ。私の死後バラバラになった分子がどんな

存在の１部になるのか、死ぬ怖さに加え、漠然とした涅槃とでもいうような気持ちが湧く。 

思うのだが、人は他の命を頂いて生きてきたのだから、死んだら次に待つ生きものたち

に体を与えるのは、命の掟ではないのだろうか。 

釈迦は身近な弟子に、骨の保存も葬式も無用と言ったらしいし、宇宙の理の悟りからも

命の掟を大切にして、釈迦は人を燃やすのを奨めないと思う。 

宇宙の理に従容として私の身を委ねる心境に、早く落ち着きたいと思う。死んで見たら

今までの疑問が、或は一挙に解ける楽しみもないではない。 

もし生まれ変われるとしたら、人間に生まれ変るのは素敵なことだろうか。他の存在へ

生まれ変る方が空想としても楽しいけれど、私の人間としての経験に空想が影響されて、

悩み多かった筈の人間の世界に惹かれてしまうのだ。 



人間に生まれ変わることを選ばなかったら、どうなるだろう。私の大切だった人や私を

楽しませ慰めてくれた存在を捨て、或いは懸命に幸せを願っても何故か私を嫌い続けた人

と理解し合えないまま、人間を去るとしたら心残りがする。 

寂しがっていた人を残してほかの世界に行くのも、後ろ髪を強く惹かれることになると

思う。嬉しい時よりも、寂しい時に寄り添って居て上げたかったから。 

けれども人間に生まれ変るのなら、幸せを願い合う心と言葉がそのまま通じる世界であ

って欲しい。手を携え励まし合って生きたかった人の、心の壁が厚くなっていった辛い経

験が私にあるからだ。 

ひとは一度、聞くまいと心を閉ざしたら、何をどう言おうと否定するようになる。通常

の人間関係もそうだが、例えば恋をしている間は何でも肯定し優しかったのに、恋が冷め

たら意地悪にさえなる。恋が愛に変わるには、その反対でなければならないのに。 

宗教の経典の文章は実に美しい。信者が善い方に解釈するのは当然だろうけど、相手の

心や言葉を善い方にとるか悪い方にとるか、公平さや自分のズルさについて人は心の訓練

をしたがらないように思える。 

この書き方には批判もあると思うが、私には心が通じる世界への憧れが強い。人は所詮

孤独なものとも言うが、言葉が通じないなら本能だけの方が私には幸せな気がする。 

盲導犬でさえ、眼の見えない人の心を繊細に読み取り、周りの状況を判断して危険から

守って誘導する現実を見ていてそう思うのだ。 

盲導犬にあれほどの教育が可能なら、親心を子どもたちへ伝えたり、大人が互いの心を

通じ合わせるのは易しい筈なのになぜ、と私は思ってしまう。 

私には、私を棄てず私のために時を割き、親切に大切にしてくれた人に出会えた喜びが

ある。少しでも時間を費やし合った人を、心の通じ合わせる努力をしないまま捨ててもい

いほど、人生は長くはないと思う。 

欲張るようだけれど、生まれ変わる世界には、人の心への感性を亡くすような忙しさや、

憎しみや貧富の差のないことが、心からの願いである。 

それより、人や命の絆に程遠いのは無関心かも知れない。憎しみは相手に関心があるか

ら、相手が死ぬような困難にあれば多分援けるだろう。それをきっかけに、憎しみが愛に

替わることもある。恩讐を超えた心に出会えるのは何と嬉しく素敵なことか。 

だが、無関心や無視にはその可能性は無い。貧富の差は無関心が生み出した現実の姿で

はないだろうか。社会のあらゆる悪の根源に貧富の差があると私は思う。 

生涯をふり返ると、嬉しいよりも悲しいことが多かったように思える。悲しいことの方

を多く感じるのは、ひと様を喜ばせる努力が足りなかったのだろう。そう思うことにして

いる。 



生きていて嬉しく幸せだった瞬間は、人の心に命の優しさを見た時だった。しかし、そ

れよりも嬉しく涙ぐんでしまうのは、不思議なことに、自分よりも他の人や命が喜んでく

れた時だった。 

人間の知性が、宇宙の中で最高の存在だという意識があるためだろうか、宗教の経典の

中心には人間が在り、ほかの命を意識した文章が少ないように思う。それは経典が本人で

はなく、弟子によって書かれたものだからだろう、と私は思っている。 

知能の発達を人類だけの優越した進化と捉えたままでは、凡ての命が連帯しているとい

う他の命を想う心が薄れ、人間は他の多くの命の絆に援けられていながらそれを悟らず、

孤独の寂しさから抜け出ることは難しいのではないだろうか。 

私は人間以外の命たちの死を想う。私に食べられた生きものたちや、私のせいで死んだ

小鳥や猫や犬や樹や、知らずに踏んだ多くの命もある。私のせいで不幸になった人、或は

死んだ人は居なかったろうか。怖ろしい想像だ。 

自分が発見した宇宙や地球の理が間接的な原因で、多くの人や他の命に不幸をもたらし

てしまった科学者の、悲劇の生涯を想ったりする。 

何の因果か私は、命の絶滅の危機の時代に人間に生まれてしまった。劣化した生命環境

が続く世代に残るのは確定的だ。世界中が今の貧しい人たちの生活を経験するだろう。 

生命力の強い人間は生き残るが、自分だけ生き残りたい人が残ると他の命を大切にせず、

同じ危機が繰り返される。人類が連帯し合って生き残るのなら将来に希望が残る。人類の

行く末を想うと、同じ人類の私は、死にきれない気持ちになる。 

世界の大金持ちの数人が、贖罪の気持ち或は地球環境のために、お金の価値が暴落する

前に資産の半分も提供すれば、続く世代に全く違った未来が残される。人類の歴史に誇ら

しい名が残るだろう。驚愕的資産の幻想電子マネーは、近々どの路泡と消えるだろう。 

死後の空想を書いていたら現世の世迷いごとに「生まれ返って」しまった。昔の人も、

私と同じような空想をして現世に心が残り、それが怪談の筋書きになったのだろうか。 

ともあれ、永遠の命に生きるという世界が在るならそれも素敵だ。しかしそうでなくて

も、人智を超えた力が宇宙を創り変容させているのなら、その１部の私は宇宙の循環の理

の移ろいに心と体を委ね切っておけばいい、と妻と話し合っている。 

そして最後に、私の気性の激しさから、子どもたちを上手に愛して上げられなかったの

は大きな心残りだ。 

今想えば、抽象の観念がまだ発達していない幼い心に、命への優しさを強く印象付けて

おけば一生心に残ると考えて、私は殊の外厳しく子どもたちに向き合ったのだった。 

しかし幼い心に残ったのは親心よりも、子どもが言うように虐待の方だったのだろう。

旅立つ前の、私の心の大きな傷みである。 



子ども２人と孫の名前には、人の憂いに感性深い人であるように、日本語の「優しい」

という字を付けてある。私が子どもたちに望んだ生き方は唯一つ、他の命を思い遣り他の

命がより幸せになるのを願う心と眼差しで、日々を生きて欲しいということだった。 

それは自分自身が生きる喜びを得るための心の技術でもある、と今は思う。私が人間に

生まれ変ったら今度こそ、慈愛に満ちた父であり祖父でありたい。 

劣化していく生命環境に今後を生きる世代への祈りとして、私が懸命に書いたこの本を、

子どもたちや孫がいつの日か、一字一句読んでくれることに希望を託し、私は逝く。 

そしてこの世に生を受け、偶然出会って以来、半世紀以上を一緒に過ごした妻のこと； 

永い旅立ちを前に定まった心は、自分よりも妻の心や他の命を大切に思へるようになった

ことだった。私の心は、私の代りに、妻が大切に思ってくれていれば、それでいい。   

 近頃、妻は屡々横に来て、「恒健だい好き！」と言う。コウケンとは私の名だ。気性の激

しい私のどこが好きなのか聞いたら、「それは恒健の心よ」と即座に妻が言った。 

心の限界間際の病の妻からの思い掛けないこの言葉は、私の生涯での最も大切な贈りも

のである。私は脳の神秘に感謝した。 

妻は死ぬまで微笑むと張り切っている。そのためかとても明るい。妻の病が更に進んで

私が誰だか判らなくなっても、旅立ちの日まで、今のようにいつも微笑んで、ベッドの周

りの人の心を和ませて欲しい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



付記                                  

                     

 

貧富の差と原子力発電の安全性    

 

原発への、ミサイル攻撃や破壊活動が起きる確率は高い。例え不都合でも原発の安全率

にこの確率を入れていなければ、原発の安全基準は現実離れしたものになる。 

現在の原発の安全基準は、世界が平和であることが前提だが、世界に拡散している多く

のミサイルの飛来を想定外にはできない。現在の安全基準は安全性の１部と私は考える。 

世界の貧富の差をそのままにして平和は望むべくもなく、原発を守るのは無理である。 

以下の内容を記すには躊躇する気持ちもあるが、既に多くの資料が出回っているので、

身の周りの原発の存在についての一般常識として書くことにした。 

例え小型のミサイルでも、核の貯蔵庫に命中すれば極大核弾頭ミサイルに変わるから、

原子炉だけを守っても安全ではない。 

再処理工場や貯蔵用プールには大量の使用済み核燃料が保管されている。それに再処理

工場には、１００キロメートル以上にもなる冷却用パイプが這い回っている。 

原発１０基分以上もの核燃料廃物が入ったプールや、冷却用パイプがミサイルで破壊し

て水が洩れたら冷却不能となり、国々を超えての大惨事になるだろう。 

ドイツが再処理工場の運転を廃絶したのは、核廃物冷却不能の場合、死者が数千万人に

なるという理由だ。死者が数千万人の規模なら、その国に住める場所はなくなる。 

広島と長崎の惨事を画像で見ることができるが、再処理工場の事故の規模はその千倍に

もなる。再処理工場の問題には、これらのことを知っていて欲しい。 

貧富の差の問題は原発の現場にもある。非正規雇用や解雇された人たちが集められて、

放射線を浴びながら働いている。事故の時には、一般人の数１０倍１００倍２５０倍もの

被曝労働を認可されるが、大量被曝をしても被曝の実態もはっきりしない。痛ましくこれ

以上は書けない。これが安全性に関係がないと言えるのだろうか。 

富裕国には売れなくなったからと、貧富の差が大きく初等教育すらままならない国に、

原発を輸出するとどうなるか。富裕国でも安全管理や保管、それに防衛が難しいのだ。 

例え原発に事故が起きなくても、富裕国でも保管不能で捨て場のない核廃物を輸出する

のと同じではないか。 

何故に、こんなに無理をしてまで、誰のために原発を稼動するのか。 

 

 



原子力発電に事故がなければいいのか                    

 

ミサイルの飛来も破壊活動も戦争も、原発の事故も温暖化での海面上昇も、すべてが無

かったと仮定しても、使用済み核燃料廃物の毒は万年の単位で残る。 

原発保有国の核廃物保管計画によると、万年～数１０万年、１番永い国では１００万年

の保管が必要と書いてある。人類が現れてまだ２０万年しか経っていないのに！ 

現代人の１時期の欲望のために使用した核廃物の管理費用と強制労働を、２０万年或は

それ以上の永い期間、続く世代に押し付けることになる。 

悲しいことに、核廃物は既に在る。私たちにできるのは、核廃物の残留量を少しでも少

なくするために直ちに原発を停止し、続く世代への負担を少しでも軽くすることだけだ。

それが私たちが犯してしまったエゴへの、せめてもの贖罪であると考える。 

原発を推進しようとする人が、核廃物問題を後世の科学技術が解決すると考えるなら、

負けたら取り返し不能の博打を続く世代に強制することになる。核廃物の最終的な捨て場

がないのに、中間処理場という名の捨て場を後の世代に押し付けるのも同じ博打の考えだ。

それに、人類は何万年も大きな戦争をしないと考えるのか。 

原発の推進再開を言う人は、自分の子や孫や万年後に続く世代に核廃物の保管をさせて、

心静かにこの世を去れるのか。続く世代はこの負担を拒否すれば被曝の罰が待つ。 

民主主義の原則を思うと、原発存亡の重大問題を、村町単位の人たちの多数決で決めさ

せるのも異様ではないか。数千世代の子孫は多数決に参加できないのだ。 

新しい原発の計画をいまだに聞く。設計の段階で、今後は温暖化による海面上昇と地震

や津波への長期的設計が必要となるが、建設費用に影響されて設計の想定値も低くなる。

その想定値への企業役員や政府の責任が、僅かな任期の間のみというのも異様だ。 

人間工学と科学理論に乖離があるのは、想定外で起きた事故が示している。数１０年も

事故がなければ、事故が起きるまで安全管理費用を「合理化」し始めるのも人の性だ。 

原発は星を生成する温度で１００℃のお湯を沸かす。温度に落差があり過ぎて熱効率が

悪いのは当然だ。使用済み核燃料の温度は１００年後に２００℃も残っている。 

もし文明が滅び、人類が滅びたら、管理者不在の核廃物の毒が漏れ出して、水や大気の

循環の中を巡り、生き物の中に濃縮されてＤＮＡを破壊し続ける。 

このような原発がなぜ安全でクリーンで安いエネルギーなのか。人間の知性が誇る新し

い脳の、悲しい置き土産になるだろう。 

消費したものは全部始末して、続く世代に安全で美しい地球を残して逝くことが、命の

繁栄と持続のための掟ではなかったのか。 
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